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平成 2・ 4年度

富美山地区社会福祉協議会

総会

日時 平成24・年4月・21日〈土〉

1 9時～

場所 富美山地区福祉交流センター



平成23寺渡 富美山地区社協古家ぷ議織告

年月日 備考活動項目 実施内容

4/8 会計監査 22年度会計監査を受ける
交流センター I 

:1800。∞

4/12 

1

5

F

t

 

d
a
E

・、

理 事 会

平成 23年度総会対策の検討

1.日程、場所

2.平成22年度地区社協収支決算承認

3.平成23年度活動計画、予算（案）

4.平成22年度地区社協実績報告

5.平成23年度地区社協事業検討

6.ふれあいrラウント.:i~ N7大会実施日検討

4/27 
平 成 .23年度

総会

1平成22年度地区社協収支決算承認

2.平成223年度活動計画、予算（案）

3.平成22年度地区社協実績報告

4平成23年度地区社協事業検討

5富美山地区福祉活動計画策定報告提案

ふれあいグラウンド －：；.• ~7大会実施日検討

5月15日鶏肝定

6オコかちお湿途立議議轍告 15 6, 10 8円

安銃センター

19助狙初

出席者40人

来賓

「仕側同1求

樹師存機

甲斐翻嫌

5/15 

第 32回

地区材湖r、
グラウンド功レフ大会

第32団地志村1湖J、グラウンド功レフ大会初度｜ 河l暁段通園

伺司働潤弓実施uと ｜ 紛叫初

動晴 146名

優勝者説却休さん 32点

5/13 
連絡協議会

理事会

L弔求22償却遡~繊静舘怒訟事業報告叫牛

2弔或22年装地~封怒号惣詰会決算轍初河牛
納戎23轍池~繍欝舘忽訟害対値闘牛
4..役員会長・国陰長繍茄撃奴河牛

材担詳妖泥去に伸J、三津謝辞縫草壬

5.弔戎22報苅区誼協議鋭機錦絵鈴｛牛

源対トゾレ

:nro>～17.0-00 

5/2 0 

平成 23年度

連絡協議会総会

1.平成 22度事業経過報告及決算報告 ｜市社会福祉センター

2.平成 23年度事業計画（案〉及収支予算（案）｜ 13.30～15.00 

3.会長・副会長の補充選任について

4.第 33回延岡市社会福祉大会について

5/31 
広報

とみやま発行
第 28号広報とみやま発行配布
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年月

6/14 

6/2 

7/14 

7/24 

7/30 

8/9 

8/27 

9/29 

活動項目

理－事会

第61回

社会を明るくする

運動実行委員会

第 33回

｜延岡市社会福祉大会

l地域懇談会

第 35回

まつり延岡給、踊り

理 事 会 議

ふれあい納涼

盆踊り大会

連絡協議会

理事会

実施内容 備 考

1.第 33回延岡市福祉大会開催について

, 2.災害ボランティア養成講座派遣の件 福祉交流センター

3.まつりのべおか参加について 18.00～21.00 

50名参加決定

. 4.健康づくり研修会延期について

｜法務省主催社会相似する運動新委員｜社会教育センター

会に参加 • 10.00～12.00 

第 33回延岡市社会福祉大会開催

社会福祉事業功労者表彰

小中学生福祉啓発作文発表．・朗読

記念講演

演題 f防災意識と地域福祉j

講師宮崎大学土木環境工学科

教授原他隆典氏

夏休み期間中附ける青少年榊について｜

｜の意見交換会をおこなった。

特に夜間の見守り活動

1第 35固まつり延岡総踊りに富美山地区

社 協から叫参加した途中大雨凶｜

ったが楽しい 1日となった。

終了後久し振りに反省会を行った。

1 第 10団地区社協ふれあい盆踊り大会

検討 8月27日実施

2. 地区社協連絡協議会理事会報告

3. まつり延岡『総踊り』反省会報告

第 10回富美山地区ふれあい盆踊大会を開

催天候に恵まれて多数の参問ら大盛｜

況であった。

青少年育成協議会の皆さんの協力で盛り

上がることができて感謝している。．

1.第 11回延岡市地域福祉推進大会開催の

件

2.地域福祉活動計画策定について

－北川・東海西／恒富南社協を予定

3 ..宮崎県社会福祉大会について

4. 地区社協連協・区長連協・公民館連協

三者連協懇談会について

2 

総合文化センター

9.00～12.30 

旭小学校

1 'g時～21時

市役所前通り

:19沿か..20:00 

交流センター

:19ゆか21:00
－． 

福祉交流センター

18.30～20 .. 30 

福祉センター

10.00～12.00 

｜年

I 'I 



考備実施内容項目動活年月日

第 IO回ふれあい盆踊大会反省会（詳細略）

第1回ふれあいミニバレー大会実施検討

10月29日 旭中学校体育館決定
交流センター

1900～21.00 
第 33回ふれあいグラウンドゴルフ大会

I 1月20日と決定

第 9回ふれあい秋まつり

今年度も杉の子保育園秋祭りと共催でフリ

ーマーケット方式バザーを実施する。

必』
3弐理 事10/11 

旭中体育館

19.00～21.00 

第 1回ふれあいミニバレーボール大会を実

施した，初めての企画ではあったが 100名

近くの参加があり成功だった。

第 1回

ミニバレーポール大会
10/29 

河 l殿グラウンド
第32IR腿広島寸1凌夫、グラウンド功レフ大会を根康

¢籾l敵斜君e織じた

参拘晴 146名

優勝者甲斐恵さん 32点

第33回

点れおハ

グラウンド式Fレフ大会
11/20 

梯段流センター

lQαト14.00

今年も杉の子保育園と剤密で材l御歌まつりをすT
b湖町ちあった、アトラクションU’降より2チ｝

ムが替え楽しい1日となった

第9図
右れみ，秋まつり

11/27 

福祉センター

1Qαト12.00

1第11巨悶可制煽動麟駄錫脳ゴサ1ペ榔サ

2嚇 2:l相支争議械告書汲び反麹場鰭据按排

a来銅努叡揚蹴町議活！函陳渇こ~'tて

1混諌・南友劇場~封粉糠定予定
4福勧F、~協力依頼

選絡協議会

理事 会

12/7 

旭中数

多自民激室・グラウンV
aαト12.00

伊舟有事凡E斤母校1特注と側捌波誠陰を効匝

劇・クしム・グラウンド功レフなと子備室と時間を

忘れて他¢涯闘むと時をすごしまし丸

参祝盾／富美μ出~~ら86名

中判交と〈核廃郊桧2〆1

福祉センター

働 tセンタ→ごて今年宅週内U匂L 矧菰され九

完封預金額・ 4,2 3 8, 141円

寄贈品・ 52,00 0点

蜜翁i雌図封寝泊．もボランチィア恐《24名参加

福組段流センター
報寄事実秋まつり紛し・僻会棋院会報告・ノ吋L

第11巨糊論併縫夫会勤時瀬

筋 1医鶴谷2/16 
19.α>-2100 

第11回婚弱敵脱縫駄会が対じセンター寸刻桂さ

れ当地おも64名動日しました与

事側綾上南方地区灘銘・土々呂地Z位協

第32回
融 bペザL

2/4・5

対ヒセンター

3 

12.3:ト1.6.00
アトラクション仔彬山花笠締り

識寅廻耐事が刈鋭銭員山中劇こ氏

議題高齢音にとって詩銀斑灘とは

ー
ム
ワ
品
。
叫

第11困

地鶏融協縫夫会
2/26 



平成24年度富美山地区社協役員名簿

助 ！”｜氏名｜住
所 電信番号

1 I~会長古川澄雄富美山町 地区社櫨代表

2 I副会長 土屋直人 区長会代表

3 副会長 木本宗雄 福祉 S値段代表

4 副会長 松下清 交流センター代表ー

5 I理 事 肉尾敏昭 民生児童餐員支部長

6 I理事 上田健司 民生児賞受員

7 I理事！馬原九州男 民生児童蚤員

8 I理事｜ 西村洋文 民生児宜寮員

9 I理事 早川ハルミ 民生児童委員

ち 10 理事 回 口－ 操 民生児童餐員

11 理事 後藤良美 富美山町 民生児童委員

12 I会計 渡遺良和 民生児賞受員

IS I理事 久保多美恵 富美山町 主任児童委員

14 I理事 崎回政人 高齢者クラブ代表

路｜理事 浜砂和雄 地域＊．ラン予-11
・．

16 I理事 前回忠幸 公民館代表

17 I理 事 甲 受 恵 交通安全富，lLI皮館長

18 I理事 佐伯阜信 小中学校青少協代

19 I理事 山内文代 障害者関係代寝

20 I理事 山本民子 福祉推進チーム

.21 I種事 野田舟昭 地 区 代 表

22 I顧問下回英樹 富美山町・・・・・ー 市機会蟻員

｜監査｜中上男二郎｜富鍵山町



平成24年度富鍵山地区栓協僻館員名簿何ゾt改定）・1

筒

地団会~幸回

民
一
野

N
一1

区北勉
一
憲

野
秀

神
一
吉
一
面

2 

長区．区南
一
束

谷3 

長

.8 

.9 

10 

区

弁節子｜ニ区区長

笹口和男｜あさひ台区長

後本末発 I~ ..トシ I¥~ ヲ区長
広池修一.l.trx ~ト， d シ区長
小田原忠則｜今山：：i－”シ区長

武：志｜青葉台区 区 長

漉巴｜みどり

区男冨－E
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子

子｜さくら鎚チーム代表

二区推進チーム代表

21 

青葉台雄選チーーム代表

緑区推進チーム代表

子｜西一区推進チーム代表

中央区推選チーム代表

林 I~ E霊童子園ム代表

好11本星通手ー Jdt.

斐娘

本民子

釘宮チズ子

中－上費三郎

節－子

時子

逸

泡知事代子

丸

征

俊

理
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平成24年度

富美山地区社協活動計画働

明るく住みよい接拶の飛び交うまちづくりを推進しよう

rあいさつがつなぐ人の和・掲揚の槍j

1.各地区社也の遣自信と情報変換を密にしながら地域福祉の増進に努める。

2.地区住民総省惨加による（高齢者・児童）ふれあいイベントを開催する。

量 3. 青少纏・学校•PTA・地域との連機と協力により児童の健全育成に努める。

点 4.今年度も健康長寿推進にカを注ぎ‘地区の健康推進委員〈区長）に也カし

自 r元気な富美山jづくりをめざす。

標 5.未段置地区の福祉推進チーム・いきいきサロンの霞置を推進する。

6.地減住民を守るために災害時の様々なパイプ役を担う災害ボランティアリー

ダーを育成する。 －． 

7 ..福径交涜センターの取得に努力しr分かち合い基金jの増額を図ります。

年月 活 動 針 画

平成24年度役員総会対策 平成幻年度決算平成24年度活魁針画，予算舗Oii会資糾作成
24/4 

平成24年度地区役也役員総会、『平成23年度決算平成24年度活路計画．予算舗OJ

第34回地区ふれあいグラウンドゴルフ大会 5/20
5 

’130号広報rとみやまj発行

6 地区社笛役員と福益推進チーム合同研修会（健康づ〈り，）健康サボーター育成

7 第36間延岡市まつりのペおか『ぱんぱ鎗踊りj，加 7/28 

8 ’111図書提山地区納涼盆踊り大会 8ノ25

g 各地区領経緯温チーム、役員による敬老会行$への笛力。

10 富鍵山地区編後m演会・’•2図ミ二バレーボール大会

’17国治区ふれあい秩袋小福後ハザ開値 11/25
11 

.35困地区ふれあいグラウンドゴルフ大会 11/11 ， ． 

12 第3・，号広報fとみやまj発行

25/1 市社会福.也店会主債権益バザーへの憶力
’・． 

｝ ． 

2 地媛福祉推進チーム合間研修会 2/16

t延岡市篇12園地織傷後推遭大会（延岡市地区社也連也、市役也主催）
3 

2. 平成24年度筒活圏自の反省 平成25年度活・計画，予鉱泉鴻討

:9 



富美山地区社協24年度行事予定表

担当理事容内行事名月度

河川敷運動公園にて

松下、嶋田、内尾第 34回ふれあい5／お
15 

後届匹、渡建 山本

8ホーノレX2ゲ｝ム
日糟日 ｜ グラウンドゴルフ大会

隊呼、私。制を

澄雄ぃ

個人事語、優勝盾あり

第 34回まつりのペおか
古川、西村、浜砂7/28 まつりのペおか

中央通り～市役所前
山内、山本上回ばんば総踊り大会土班日20+ 

披進トム主体に5.0名.加

福祉交流センターにて
土屋、佐伯、上回第 11回ふれあい8/25 

太鼓篇演会
前回、早川｜ 甲斐盆踊り大会土曜日

新ぱんぱ踊り大会

組中学校体育館にて

甲斐、回口、古Jll1 0/20 
ノ宅一ト..当り鞍第2図ふれあい

野田、久保西村土曜日
パ｝と毎表彰ミニバレーボール大会。

徐下、嶋田、内尾

河川敷運動公園にて第35回ふれあい11/11 

8ホールX2グ｝ムグラウンドゴルフ大会日躍日
山内後藤、渡遁

個人職、優膨盾あり

木本、浜砂、早川
福祉交流センターにて第 7回ふれあい11/25 

杉の子保育園と共催で秋祭り日曜日

M
M
m
m
N

－

m
m
 

田口。久保山本

福祉バザー、演芸会

福祉交流センターにて2/16 

社協理事全員福祉推進チーム合同で会演S舞福祉土曜日

題未定住.圭創数授

地域居住理事を主体各地区て地域穆絞会の実施地域福祉活動計画年開通し

三役参加＼

11 

年間4地区で実趨動着活定



福祉推進チ｝ム、

チーム名 ｜代表者名｜住

富美山西｜荒木 林

青葉台｜国次時子

小柏木｜池畑喜代子

北団地｜黒木久美子

中央町いき｜西村みよ子

南団地｜松下笹子

商一区さわ怜｜ 蕪

さ 〈 ら｜土屋俊子

み川まわり｜杉岡理逸｜富美山

柚 木｜向山秋好

富美山二区｜臼井錦子

． .. 

東
一
北

区｜織野ハナ子

区 ｜山本民

北 団地｜問中エミ子

西 区 ｜荒木林

区｜土屋俊子｜富美山

南 区｜日房子 l

青葉台区｜国次時子

小柚木区｜甲斐喜美子

※延岡市全地区の推進チーム＝.232チーム

※延岡市のふれあいさろん＝-124チーム

※隼準'1:.ーム 13チーム

サロンチーム 6チーム

－ 

"' －． 

22 

平成24年度

付人員！ 被置年月日

14 I H s s 1 5 

14 I H s s 1 5 

15 I H 7 4 I 2 

13 I H 7 9 2 0 

13 I H 8 5 2 4 

16 j.H 8 6 2 8 

9 IH 8 9 19 

17 I H 9; 5 2 9 

IS IH 9 5・29 

17 I H 1 0 4. 2 2 

10 I H. 1 s 9 1 2 

6 IH.18.10.10 

12 I H. 20. 4.. l 

22 I H . 2 2 ; 1 0 . 1 0 

14 I H 3 s 1 5 

17 I H 9 5. 2 9. 

12 ,H28 4 i 

14 I H s a i 5 

15 I H . 7 . 4 . 1 2 

－

l
 

am 

1
0
1
1
1
1
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平成23年度

恒富西地区社会福祉協議会

会伶
肺訴

J込

みんなでつくろう

支え合う地域社会

日時：平成23年 5月14日（土）午前10時00分より

場所：恒富公民館



1、開会の言葉

2、会長あいさつ

3、来賓あいさつ

4、議長選出

5、議事

総会次第

1号議案平成22年度事業報告について

2号議案平成22年度決算及び監査報告について

3号議案平成23年度事業計画（案）について

4号議案平成23年度予算（案）について

5号議案役員改選について

6号議案理事及び評議員の委嘱について

7号議案その他

6、議長降壇

7、閉会の言葉
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平成22年度事業実施報告

1、 基本事業

実施月 基本事業 その他関連内容 会議

4月 22年度総会対策 理事会

1 5日 について 会計監査

5月 総会 地区社協連絡協議会 地区社協

29日 理事会・総会 役員会

恒宮体協総会

6月

7月 ボランティア学習会

1 6日 44名

8月 福祉推進チーム交流会 役員会

27日 24名

9月26日 グランドゴルフ大会50名

9月27日 介護事業者との懇談会

40名

1 0月 自主防災組織の推進 理事会

20日 3 7名 役員会

1 1月

1 2月

1月 新春懇談会

22日 40名

2月 ミニバレー、ゲートボール 役員会

1 3日 大会（体協、社協共催）

50名、 12名

3月lG日 歩こう会

3月25日 地区社協だより発行
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平成22年度収支決算報告書

収入の部

科目 予算額

運営助成金 130, 000 

活動助成金 150, 000 

繰越金 132, 082 

雑収入

合計 、412, 082 

支出の部

科目 予算額

啓発活動費 250, 000 

会議費 20, 000 

事務費 40，β0  0 

雑費 10, 000 

予備費 92, 082 

合計 412, 082 

収入決算額

413 114 

決算額

130, 000 

151, 000 

132, 082 

3 2 

413, 114 

決算額

212, 892 

15, 000 

34, 899 

。
。

262, 791 

支出決算額

262, 791 

（単位円）

増 摘要

市社協より

1, 0 0 0 

前年度より

32 利息

（単位円）

増 減

37, 108 

5, 0 0 0 

-5 I 1 0 1 

10, 000 

92, 082 

149, 291 ． 

残 額

150, 323 

次年度繰越 150, 323 預金 145, 756 現金4, 5 6 7 

監査報告

恒宮西地区社会福祉協議会会長より提出された 会計簿、領収書、通帳を監査した

結果正確に処理されていたことを確認いたしました。

平成23年4月4日

監 事吉野淳

監事吉岡健

3 
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平成23年度年度事業計画（案）

1、 福祉課題への取組

1) 住民参加による地域福祉活動の推進

2) 自主防災活動の推進

3) ボランティア意識の向上

4) 児童生徒の安全の確保

5) 健康長寿のまちづくり推進への協力

2、事業基本計画

実施月 基本 事業

4 

5 総会開催

6 ボランティア学習会

7 福祉推進チーム交流会

8 ふれあい交流会

9 介護福祉事業所との懇談会

1 0 自主防災組織の推進

1 1 児童・生徒の安全の確保の

推進

グランドゴルフ大会（体協

社協）

1 2 地区社協だより発行

1 新春懇談会

2 ミニパレボール、ゲート

ボール大会（体協、社協）

3 歩こう会

- 4 

関 連

地区社協連協理事会

市社会福祉大会

赤い羽根募金

福祉バザー

地域福祉推進大会

会議

役員会

理事会

会計監査

役員会

役員会

役員会



平成23年度予算書（案）

収入の部 （単位 円）

科 目 予 算 額 前年度決算額 摘 要

運営助成金 130, 000 130, 000 市社会福祉協議会より

活動助成金 150, 000 151, 000 II 

繰越金 150, 323 132, 082 前年度繰越金

雑収入 。 32 利息

合計 430, 323 413, 114 

支出の部 （単位 円）

科 目 予算額 前年度決算額 摘 要

啓発活動費 250, 000 212, 892 事務計画の実行費用

会議費 20, 000 1 5, 0 0 0 役員、理事会評議会

事務費 40, 000 34, 899 ノ、ガキ、切手、文房具

雑費 10, 000 。
予備費 110, 323 。
合計 430, 323 262, 791 

L - 5 -



理事・評議員選出母体

NO  役員選出母体

1 区長

2 民生委員・児童委員、主任児童委員

3 公民館長

4 高齢者クラブ会長

5 地域福祉推進チーム代表

6 福祉施設代表、幼保園代表

7 小、中学校PT A会長

8 日赤奉仕団団員

9 学識経験者

1 0 ボランティア委員

1 1 青少年育成協議会役員

1 2 交通安全協会恒富支部役員

1 3 恒富地区体育協会役員

1 4 小、中学校校長
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（平成23年度）恒宮西地区社会福祉協議会役員名簿（案）

会長 ｜山口美三雄 ｜ 局記・会計 ｜ 定政

副会長｜佐々木健二 ｜ ｜監 事 ｜ 吉岡

副会長｜池田マスミ ｜ ｜監 事 ｜ 吉野

理事

1 河村 紘 行

｜住 所 ｜包括 ｜還問
上大瀬町圃．．．．．． ・・・・・・・ 区長

2 ｜柳田哲二 l 官官重町T~ II 

3 ｜竹村貞議 I Hi口Brr II 

4 ｜山口美三雄 I －－~宮町T II 

5 l定政 強 区長、民生ー児童養員

6 ｜吉岡健男 区長

7 ｜吉田照男 公民館長

8 ｜赤藤発子 主任民生？’児童委員

9 ｜小田新市 恒宮町3丁目 民生・児童餐員

1 o I岡田孝志 合櫨1丁目E ii 

1 1 佐々木健二 学援経愚者、民同児委員

1 2 染矢茂 高齢者クラプ

1 3 和田 征 ー 福祉施殻

14 橋倉 富 雄 新小路1 ボランティア

1 5 1池田マスミ 二須町 II 

7 



（平成23年度）恒宮西地区社協評議委員名簿

NO  I氏 名 住 所 電 話 選出母体

1 l甲斐孝一 区 長

2 ｜御手洗勝利 愛宕町3 II 

3 ｜黒田 昭正 大瀬町3 II 

4 l佐藤相八 愛宕町2丁目 II 

5 ｜甲斐久美雄 下三輪 II 

6 ｜瀬川享 大瀬1丁目 II 

7 ｜窪 正治 三須町 II 

8 ｜銀島 良光 ノi、野町T II 

9 ｜吉田茂 l 岨／I、~ 11 

1 o I赤藤忠 ｜手T主主 21一回 ’I 

1 1 ｜柳田 忠男 公民館長

1 2 ｜ 小野通利 信宮町2T同 II 

1 3 ｜：谷名 俊一 I II、聖予胃I 11 

14 I高橋照信 l三 箔 胃T ・n/ 

1 5 ｜稲田敏美 l下干担韮阿Tll一回

” 
1 6 ｜工藤宮岐男 I 1tt冨匝f3 

” 
1 7 ｜崎山ミドリ ｜出口町 ｜主任児童委員

福祉推進チーム

1 8 ｜橋口 正

1 9 ｜河村善子

l 京~自前131 回 II 

2 1 平尾観二 ｜て福岡I II 
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NO ｜氏 名 住 所 電 話 選出母体

22 ｜白石史郎 民生・児童委員

23 ｜尾崎育俊 II 

24 ｜谷川 ふゆ子 出口町 II 

25 l源 紡 洋 征 l手ず克軍関T4I 目 II 

26 金崎洋子 I f百室E町Tl I目 II 

27 長友徳男 i下＝直言 II 

28 秋元秀司 ｜暫r.11、路 1丁目 II 

29 本田 昭子 lヨV哲子.11、路 II 

30 片伯部千鶴子 II 

31 野中 タミ子 福老境設

32 木山 ツヤ子 西小路 福祉推進チーム

33 甲佐邦子 小野町 II 

34 後藤 トモミ いきいきサロン

35 吉野淳郎 交通安全恒宮支部

36 I l原 岡 勝 彦 高齢者クラブ

37 ｜尾崎武夫 小野町 II 

．、・内

38 尾崎生 剛 小野町 西小PTA会長

39 木 村 英 弘 伊達町1 恒小 II 

40 ｜吉牟種謙二 三須町 恒中 II 

41 大津敏夫 古城町2-9-9 33-3741 西小学校校長

42 田中彰 愛宕町1-1-1 33-2340 恒小 II 

43 佐藤万男 古城町4-149 21-5381 恒中 II 

9 



恒富西地区社協人口動態

平成23年4月 1日現在
~ 

町 名 世帯数 人口（人） 65歳以上 高齢化率
ー

延岡市全体 58, 662 133, 339 35, 576 26,68% 

1 大瀬町 1 7 2 308 101 32,79% 

2 北新小路 1 5 4 265 79 29,81% 

3 新小路 1 8 6 3 9 3 1 3 3 33,84% 

4 愛宕町 479 894 1 9 0 21,25% 

5 上大瀬 90 1 8 2 69 37,91% 

6 西小路 1 8 0 393 1 1 0 27,99% 

7 恒宮町 752 l, 6 4 0 401 2 4' 4 5 % 

8 出口町 1 2 5 2 6 3 83 31,56% 

9 古城町 974 2, 2 2 9 575 25,80% 

1 0 三須町 276 627 238 37,96% 

1 1 小野町 273 680 224 3 2, 9 4%  

1 2 下＝輪町 1 2 7 299 101 33,83% 

恒宮西地区社協合計 3, 7 8 8 8, 1 7 3 2, 3 0 4 28,19% 

- 11 -



とき 平成 22年 5月29日（土〉
午前 10時開会

ところ 南方東コミュニティセンター

（延岡市西階町1丁目4183-1) 

写真は平成21年11月11日に開催した
r平成21年度福祉研修会Jの模様

南方東地区社会福祉協議会



延岡市市民憲章

1、郷土を愛し、自然の美しさを生かしましょう

1、速い歴史をたたえ、新しい時代の風習を育てましょう

1、健康で、清潔な町にしましょう

1、公共の物を愛護し、だれにも温かく親切にしましょう

に力を合わせて、住みよい延岡市をつくりましょう

総会次第

1開会のことば

2延岡市市民憲章唱和

3会長あいさつ

4来貧あいさつ

5 I最長選出

6議事

第1号II集平成21年度事業経過報告

第2号蹟案平成21年度収支決算報告

並びに会計監査報告

第3号醤案平成22年度活動方針

並びに事業計画（案）

第4号蟻案平成22年度予算（案）について

第5号積案理事、役員の改選について

7閉会のことば



議案第1号①

平成21年度事業経過報告総括

1、平成21年度活動の取り組みについて

本年の南方東地区社協の活動の基本は役員組織の充実を図ることが重要であるという認

識のもと、スタートし、たしました。その理由は、地区社協の組織は「区長Jr公民館長J「民

生児童委員Jr高齢者部会J「福祉推進チームj又「幼稚園Jr小中学校Jの代表者からなる当

地区においては最も大きな組織ですが、これが充分に生かされていないように見受けられ

ました。そこで、その目的を明確にして活動をするには役員を 2名増員して、役員会に総

務担当、広報担当、催事担当等の担当分野を設け、企画から実行までを責任を持って行う

ようにしました。役員会も月に 1回の割りで行い、企画する諸行事が福祉活動に繋がり効

果あるものにしてまいりました。その結果、役員糟員も充分に機能が果たされ、成果が得

られたと思います。

2、主な活動経過報告

①グランドゴルフ大会

1 0月27日開催しましたが、、過去最高の38チーム230名が参加しました。首藤延

岡市長も来賓としておいで頂き、挨拶の後、始球式を行い、 20mコースで見事ホールイ

ンワンを出されました。特に、今回は記録集計時間の合間に、特別ルールで全員参加のホ

ールインワン大会を行い、皆さんから好評を頂きました。

②南方小学校交流グランドゴルフ

22年 1月 26日小学校グランドにおいて5年生と交流会を行いました。高齢者の皆さ

んが 10 5名参加していただきましたが、ゴルフの楽しさを指導していただきました。子

供からも、もっと長く時間がほしいとの要望もありました。学校から出された、作文集に

そのときの楽しい様子が掲載されていました。時間も制限されていて、全員の高齢者の方

と交流が出来なかった事が反省点として挙げられます。

③福祉研修会

1 1月 11日開催しました。今回は関係機関の講師ではなく、当地区内で実際にその道

で指導されている「児玉悦生綴jにお願いを致しました。各団体のリーダー 85名が参加

「リーダーとしてのあるべき姿j を鋭かれ、今後の地域社会活動の指針をメッセージして

いただきました。後日多くの参加者から f大変良かったj との感想の言葉がありました。

④福祉推進チーム研修会

2 2年3月24日開催しました。今回は初めての試みとして、参加者を 5班に分けて、

全員参加形式の研修会にしました。日頃の活動の問題を出してもらいました。これを分析

をして、 22年度のの活動方針の参考にしたいと思います。

この参加者の意見は大変重要であり参加者全員と関係者に配布いたしました。

⑤幼稚園交流会は新型インフルエンザで中止、来年は是非との希望がありました。

I 



厳寒第1号

平成21年度事業経過報告

EJ ｜目 l S霊童
l21年度総会提出闘について5月 14日理事冨
20年度事事業経過報告・収支決算報告 170名参加
21年度集計画（案）予算（案）審織
理事・役員選出について
規約改定について

f 10日｜…員会6月
事業取り組みについて20日第2回役員会
21年度事業運営・予算の執行について

126~延岡市一J社会福祉功労者彰 130名参加

7月 7日 市社ム福祉A 長 年度福祉大会
14日

8月 ~寸7日市本ゐ福祉ゐ 年度推進大ゐ件
11日
20日

9月 14日

10月 1日J 問
ふ民れ児あい童グ委ラ員ン協ド力ゴ依ル績フの件

165 
14日 第5回役員会

ふれあい研修会の件
22日l第2回理事会 lふれあいグランドゴルフの件

ふれあい研、グ修ラ会ンのド件
27日グランドゴルフ大 西階サブ 38チーム参加 1230名

11月

d』 a』 畠ー ー

8 
12月 116日l第 役員ゐ l広報 内容確箆

｜「24叩4伺寸日

1月 14日第 役員ゐ 南方 l交流グ ．ゴ
26日 交流GG大会 南方小交流グランドゴルフ大会 105名多加

2月 17日 a ~ 21 宮の
23日 第9回役員会 21年度推進大会参加要簡について 140名要鯖

推進委員研修会について

3月 ロ日 ｜市推進大会 ｜活動報告と活動…
10日第10回役員会推進雲 て
24日推進委員研修会 斑別グル員ー研プ修射会線に＝つ活い動の課題がテーマtao名参加

2 



議案第 2号

平成21年度収支決算書（報告）
「収入の部J （単位：円）

科 目 予 算額 21年度決算額 増減 嫡 要

前年度繰越金 120,264 120,264 。平成20年度繰越金

運営助成金 157,000 148,000 A 9,000 市社会福祉也強会から助成

活動助成金 160,000 160 000 。市社会福祉飽隠会から助成

維収入 300 68 A 232 預金利息

収入合計 437,564 428 332 A 9,232 

f支出の郵J （単位：円）

科 目 予 算額 21年度決算額 増減 摘 要

広報活動費 25,000 13,413 11,587 地区社協だより発行（23号・24号）

調査活動費 45,000 45000 。地区社協事業・福祉関係実態調査等

研修活動費 50000 42,236 7,764 福祉研修会館師鮒金・地峨福祉推進研修会等

地繊福祉活動費 125,000 78,498 46,502 介霞者慰労・ふれあいまま銭大会・サマーナイト賛助金

交流活動費 46,000 19,386 26,614 南方ウオーク・世代間交流事業

会 厳 費 20,000 28,006 A 8006 総会・理事会・役員会・筒会臓等

事 務費 10,000 654 9,346 事務用品代

備 品 費 1,000 。 1,000 

負担金 7 500 7 500 。延岡市地区社協連絡協織会負担金

会場使用料 5,000 5,000 。あじさい館（事務所）・役員会会楊使用料

雑 費 3064 。 3,064 

予 備 費 100,000 10,000 90,000 コミニテイ祝金

支出合計 437,564 249,693 187,871 

収入合計 428,332円 一 支出合計 249,693円＝ 差引残額 178,639円 （次年度繰越額）

上記の通り報告します。

平成22年3月31日

南方東地区社会福祉協強会書記・会計上杉陽子

監査の結果、適正に処理されていることを箆めたので、会則第18条の規定により報告します。

平成22年5月6日

南方東地区社会福祉協路会 ， 

監事 , ... ~J 

監事 ぐと

3 

向州 I＼⑧
本文夫⑧



議案第3号①

平成22年度活動基本方針〈案〉

今まさに、少子化の進行や人口減社会の到来です。又、高齢化社会に突入して

社会全体の活力低下が現実視される時代になってまいりました。その中で、福

祉に対する関心は高まりつつはありますが、その具体的活動・対策は手遅れの

状態であります。

南方東地区社会福祉協議会としては、限られた人員、予算の中で最大の効果

をあげるにはどうしたら良し、かを考え、役員会、理事会で真剣な議論を重ねて

行きます。 3月に開催しました、全員参加形式の班別研修会で出された課題が、

推進委員の皆様や民生児童委員の皆様が日頃考えている重要問題点と受け止め、

分析をして、当地区内の最大の問題点は何かを数点に絞り、最優先テーマとし

て、 22年度活動方針に取り入れ、以後、開催される、研修会、交流会等で更

に一歩踏み込み、必要有れば、その道の専門家を稀師として呼ぴ、知織を深め

る場を股け解決実行につなげて行きます。特に f認知症Jについての意見が多

く出されました。この問題から取り組みたいと思います。又、各種交流会も工

夫を加えながら心に残るものにしたいと思います。

次に、活動の障害になっているのが、プライパシーの問題です。意織が高ま

り地域における情報が把握できない時があります。これも「本人の了解を如何

に得るかJの手法が必要です。この件も、今年のテーマとして取り組んでまい

ります。活動の基本は「みんなで作ろう支え会う地域社会Jが目標です。

参考資料 南方東地区内地域福祉推進チームの現状 ( 2 2年4月 30日現在）

福祉推進チーム 構成人員 代表者氏名 福祉推進チーム 構成人員 代表者氏名

野地東 1 0名 東国光 あまみや 9名 宮野健一

つつじ区 1 5名 布直木育子 西階うぐいす会 1 5名 児玉悦生

金堂ヶ池 8名 北尾雪量 かえで団地 1 8名 田中重雄

すみれ 1 5名 野口ヒロミ 向陽団地 1 7名 吉岡随雄

松山 1 6名 甲斐定子 西階南 1 4名 桝田タカエ

小峰 1 7名 甲斐カズ子 野地さわやか 20名 岩村隆博

西階台せせらぎ会 1 3名 黒木勉 野地Bなごやか 27名 三宅久美子

野田東 1 8名 村上豊子 向陽団地野地菊会 8名 績山ミユキ

野田 1 7名 甲斐峯喜 あおい区 9名 原本丸子

4 



路案第3号②

5月

6月

7月

8月

9月

2 

3 

平成22年度事業計画（案）

26日
22年度総会について

:ZS: 明 ． 氏 6日
役員会 22年総会提出蟻題について 1 1日
理事会 22年総会一一 22日 ｜南方コミセン

総会 平成21年度事業経過報告・収支決算報告 29日 南方コミセン
平成22年度事業計画（案）予算（案）

Ill大会

｜刊一
2労韓関雲行

E役員会 I保育園児・幼稚園児・高齢者交流会について
福祉研修会について
ふれあいグランドゴルフ大会について

ふれあいグランドゴルフ大会について
理事会 ふれあいグランドゴルフ大会について他
介燈者勧問 在宅介腹訪問民生児宣餐員に依頼

G/G大会 ,5'*1,あいグランドゴルフ大会（西階サブグランド）

について

研修会について
市推進大会 l市社会福祉協槍会主催
推進餐員研修会 l南方東地区社悩課題について

5 

南方コミセン

l南方コミセン

南方コミセン

26 

5年生

南方コミセン



議案第4号

平成22年度予算 （案）

「収入の節J （単位：円）

科 目 今年度予算額 21年度決算額 摘 要

前年度繰越金 178,639 120,264 平成21年度繰越金

運営助成金 148,000 148,000 延岡市社会福位協路会からの助成金

活動助成金 160,000 160,000 延岡市社会福祉協鰭会からの助成金

経収入 68 68 預金利息

収入合計 486,639 428,332 

『支出の節J （単位：円）

科 目 今年度予算額 21年度決算額 摘 要

広報活動費 25,000 13,413 地区祉協だより発行（25号26号）

間査活動費 50,000 45,000 地区社協事業・福祉関係実態調査等

研修活動費 60,000 42,236 福祉研修会（健康・医療・介僅等）・地域福祉研修等

地域福祉活動費 125,000 78,498 介E聖者慰労・ふれあいグランドゴルフの開催

交流活動費 46,000 19,386 世代間交流事業・南方ウオーキング等

会館 賞 30,000 28,006 総会・理事会・役員会・筒会.等

事務質 10,000 654 司u費用品代・資料印刷費等

備品質 1,000 。
負 担 金 7,500 7,500 延岡市地区社会福祉協儀会負担金

会場使用料 5,000 5,000 あじさい館（会員IJに定める事務所）・役員会会場使用料

維 費 7,139 。記録写真・事お級告費等・エアコン使用料

予備費 120,000 10000 

支出合計 486,639 249,693 
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平成22年度南方東地区社会福祉協議会役員（案）
第5号議案

役員

役職名 氏 名 備 考 役職名 氏 名 備 考

会長 甲 斐峯喜 留 任 副会長 甲斐俊行 留 任

副会長 甲斐功一 留 任 副会長 鬼 玉 静 雄 留 任

副会長 村上豊子 留 任 監事 宮 本 文 夫 留 任

副会長 野口ヒロミ 留 任 監事 自国雄二郎 新 任

副会長 甲斐カズ子 留 任 書記・会計 上杉陽子 留 任

理事

体
一
長
一
長

II 

II 

II 

II 

選
一
区
一
区

II 

民 館長

公民館連協会長

高齢者連協会長

民児協会長

民児協

II 

一

者

ザ
一
験

イ一、
一
経

ド
一
織

ア
一
尚
子

公

主任児童委員

福祉推進チーム

II 

II 

II 

住 所

西階町（西階南区）

野田町（野田町区）

西階町（うぐいす団地区）

大賀町（金堂ケ池区）

西階町（かえで団地区）

野田町（つつじ3区）

野地町（野地区）

小峰町（小峰町区）

野地町

松山町

野地町

天下町

松山町

吉野町

野地町

西階町

野田町

小峰町

野田町

野田町

氏名

芝弘光

甲斐俊 行

甲斐功一

松 尾房義

田中重雄

古 見常雄

村田勝

甲斐 久善

中村民男

甲斐俊一

岩村隆博

酒井邦夫

児玉静雄

西村賢一

上杉陽 子

野口ヒロミ

甲斐峯喜

甲斐カズ子

山辺春雄

村 上豊子

NO 

4 

2 

3 

5 

6 

7 

9 

10 

11 

13 

14 

12 

15 

16 

18 

17 

19 

8 

20 

（役員の任期・・・南方東地区社会福祉協議会会則抜粋）

第10条 役員の任期は2年とする。ただし、再選を妨げない。

2役職をもって役員に就任したものの任期は、その役職の残任期間とする。

3補充役員の任期は、前任者の残任期間とする。

評議員・特別委員会委員の任期は、前条の規定を準用する。

7 
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評繕員 評議員

NO 氏 名 住所 遺出母体 NO 氏 名 住所 遺出母体

木 下 真 野地町（サンヒルズ区） 区長 40 後藤 正 野田町 西階西書会

2 甲斐平治 野地町（萩団地区） II 41 原因 格 野地町 満月会

3 長 谷和 弘 野地町（希盟ケ丘区） II 42 甲斐林治 野地町 あまみやクラプ

4 小 林保 宣 野地町（第2希盟ケ丘区） II 43 東 国 光 野地町 観愛クラプ

5 上杉良隆 野地町（あまみや区） II 44 山内国男 天下町 福舟会

6 安藤恵美子 野地町｛県住野田団地区 抽 45 広瀬武雄 吉野町 畏生会

7 福留三郎 野地町（向陽団地区） II 46 甲斐俊一 松山町 陽事会

8 佐 藤武 彦 野地町（あおい団地区｝ II 47 柳田 智 小峰町 事業会

9 小野マサ子 野田町（第2野田住宅区） II 48 山辺春雄 野田町 楽生クラブ

10 梅田政徳 野田町｛五ケ瀕団地区｝ n 49 佐藤幸義 西階町 あおい悠遊クラプ

11 舟谷 至 行 野田町｛西階台区｝ ，， 50 西階中学校 西階町 1-4042-2 学校代表

12 砂川修司 野田町（野聞東区｝ II 51 南方小学校 野田町 5910 ’ 
13 松本泰幸 野田町（つつじ1区） II 52 西階幼稚園 野田町 16-1街区 福祉纏霞代表

14 黒木真人 野田町（つつじ2区） II 53 わかたけ保育園 野地町 6-2013-1 II 

15 山野寿之 野田町（西階宿舎区） II 54 訟山保育園 訟山町 1106ーイ II 

16 宮 本文夫 天下町｛天下町区） ，， 55 エンゼル学園 野地町 2-3925-117 ” 
17 白田雄二郎 吉野町（吉野町区） ,, 56 NPラOプ法ひ人まSわUN 

ク り
野地町 4-3535-1 II 

18 黒木重久 松山町（松山町区） ,, 57 植 木 育 子 野田町 福祉維進チーム

19 甲斐英孝 小崎町（小崎町区） II 58 東 国光 野地町 II 

20 黒木順一 松山町 公民館長 59 野口ヒロミ 西階町 II 

21 桑幡尚明 野田町 H 60 甲斐定子 怯山町 II 

22 高橋秀則 天下町 ,, 61 甲費カズ子 イ崎町 II 

23 矢野 博 吉野町 II 62 山口 勉 野田町 " 
24 矢野 徹 野田町｛野田東｝ II 63 村上豊子 野田町 』』

25 深江秋子 野田町（西階台） ” 64 甲斐峯喜 野田町 ，， 

26 吉岡隆雄 野地町（向陽団地） ，， 65 宮 野 健 一 野地町 n 

27 甲斐 守 野地町 " 66 児玉悦生 西階町 n 

28 柳田 明春 西階町（うぐいす｝ ” 67 北 尾 叢 大賞町 II 

29 高松 隆 西階町｛金堂ケ池） II 68 田中重雄 西階町 II 

30 宮野健一 野地町 民児協 69 吉 岡 隆 雄 野地町 II 

31 島村善之典 野田町 II 70 桝田タカエ 西階町 ” 
32 横山ミユキ 野地町 II 71 岩村隆怖 野地町 II 

33 飯干 孝 子 西階町 蹄 72 三宅久美子 野地町 II 

34 岩 切正 充 野地町 開 73 横山ミユキ 野地町 II 

35 甲斐実千代 野田町 』1 74 坂本丸子 野地町 ’J 

36 三宅久美子 野地町 II 

37 後 藤孝子 野田町 II 

38 畑野 信 子 西階町 ” 
39 立 元幹枝 西階町 II 

8 



定護主謀

係
長幹長

。亀……珪＆Ltって凡引6i...LZミT田t比凶Bδ説Zミ

！ 会長 虞瀬武男

22FI.239引初日d 洋州、九つごもす，

第17回 ふれあいリフレッシユ祭り ご案内

専

門

員

担

当

者

延岡市高齢福祉課 援

【年忘れ元気はつらつ楽しい集い】

今年で17回目を迎えた「ふれあいリフレッシュ祭りJを、下記のように計画致しました。

高齢者の見守り等を中心に、川中地域で活動して頂いている「推進チームjの皆さま方と

地区の高齢者の方々が一堂仁会し、叡や踊りで楽しいひと時を過ごして頂こうと言う

ことで毎年開催しています。合年も2日間で230名近＜の人が参加されます。

お忙しいとは思いますが、関係者の皆さまのご出席をお願い申し上げます。

記

1、日時平成24年 11月 22日（木） 両日とも開会 11:00時～

閉会 14:00時

11月 23日（金）

広場所 川中コミュニティセンター大ホール

3、内容食事をしながら叡あり踊りあり

みんなで明るく楽しいふれあいのひと時を！

参加人数は 14推進チームより

22日（木） 116名（8チーム）

23日（木） 111名（6チーム） となっています。

お食事は準備いたします．ぜひご出席頂きますようご案内致します。
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中央地区社会福祉協議会

総会資料

日時 平成24年6月11日〈月） 13: 30～ 

揚 所 川中コミュニティセンター大会議室



【延岡市市民憲章】

郷土を愛し、自然の美しさを生かしましょう。

遠い歴史をだたえ、新しし1時代の風習をそだてましょう。

健康で清潔な町にしましょう。

公共のものを愛護し、だれにも温かく親切にしましょう。

力をあわせて住みよい延岡市をつくりましょう。

《会次第》

1、開会のことぱ

2、会長あし1さつ

3、来賓あいさつ 延岡市福祉事務所 様

延岡市社会福祉協議会 様

4、議長選出

5、議事

( 1 ) 平成23年度活動・経過報告

(2) 平成23年度会計決算報告

(3) 監査報告

(4) 質疑・承認

(5) 平成24年度事業計画〈案〉

(6) 平成24年度予算〈案〉

(7) 質疑・京認

(8) その他

6、閉会のことぱ

- 1 -
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平成23年度主な活動報告

平成23年度は、一昨年の口蹄疫などのような大きな問題もなく順調に活動が進められた

と思います。ます第一に22年度から継続となっていました「地鼠福祉活動計画Jが皆綴

方のご協力により完成しました。将来を見据えた内容をと言うことで約1年かけて協議し

倹討してまいりました。内容は、雄ちが健康で元気に暮らせる”まち”をめざして を目

標にして ①だれもが安ωレて安全に暮らせる福祉のまちづくりを目指します②地鼠

（ご近所〉の人達と交流を深め、協力し肪け合いながら住みよい「まちJづくりを目指し

ます ③あいさつで明るし1地域「まちJづくりを目指します ④みんなが健康で元気のあ

る地減づくりを目指レます 以上の4項目を地域一丸となって鮭進レていくための新レ

い事業として策定いたレまレた。具体的には「健康長寿のまちづくりとしてJ1 ＇運動

2、食事 3、健診受診 「あいさつで”人と人”のωをつなぐ」として 4、あし1さつ

運動としましだ。皆綴方のご協力をよろしくお願いいたレます。

第5期延岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定に参画し「ハートフルプラン

21 Jの策定に努めました。策定にあたっては第5期計画策定の基本的な考え方を示して

①高齢者を取り巻く現状 ②高齢者保健福祉施策のあり方 ③介護保険サービスの現状と

見込み ④介護保険以外のサービスの現状と見込み及び健康づくりの基本的な方向

⑤その他等々について倹討を重ねて策定しまレた。

延岡市社会福祉大会に中央地区社協から60名を超える皆さんが参加して頂きまレた。

事例発表や講演等が行なわれ大変勉強になったところです。

三者合同地鼠交流会が開催されました。地区社協連協、区長達協、公民館連協三者が共通

しだ活劃内容を確認し、合同で地鼠づくりのため協力していくことになりました。

中央地区社協クラウンドゴルフ大会を開催いたレましだ。西階クラウンドに今年ち100名

を超える人が参加して頂きましだ。皆さんお元気で大変盛り上がった大会になりました。

福祉バザーに縫進チームの方がお手伝いして頂きまレた。ご協力ありがとうございます。

ふれあいリフレッシユ祭りを開催いたレまレた。今年も2日間で250名近くの人が参加レ

て頂きましだ。歌や踊りなど日頃の練習の成果をいかんなく発簿され、非常に盛り上がっ

た祭りになりました。挺進チームを始め多くの皆様のご協力に感謝いたします。

推進チームの活動発表会を開催レましだ。それぞれのチームが工夫をこらして活発な活動

をつづけておられます。本当に感謝申し上げます。その内容の一部を「社協だよりJと

レて発刊いたレましだ。地区社協では、この活動に全面的に協力していきだいと思います。

皆綴方のご協力をよろしくお願いいだします。

ー 2 -



平成23年度活動経過報告
月｜ 日｜活動項目

41 151中央地区社協理事会

5 I 131市地区社協理恵会

151；水と緑を守る祭典

181県北の地鼠医療を守る会例会

201延岡市地区社協総会

6 I 11高齢者福位保健福祉懇話会

141岡富南青少協総会

171挺進チーム代表者会議

221延小学校獅価挺進委員会

271 中央地区社協総会

7 I 41地餓医療を守る会例会

141延岡市社会福祉大会

151 「川と親しむ」締演会

8 I 51地減医療を守る会例会

121三者合同地爆交流会

261 高齢者福祉保健福祉懇話会

9 I 41地減医療を守る会例会

291地区社協理事会

301川中地区区長会定例会

101 11共同募金問成金彦業プレゼンテーション

81地銭安全大会

171中央地区社協理事会

201縫進チーム代表者会

111 51健康長寿活動「はかっちみろ会J

81クラウンドゴルフ大会

101推進チーム代表者会

231リフレッシュ祭り

121 71地区社協理事会

21 I 高齢者福祉保健福祉懇話会

241川中地区区長会定例会

1 I 61中央地区社協挺進チーム代表者会

261 高齢者福祉保健福祉懇話会

271目指ぜ健康長寒川のべおか

2 I 41第32回徳祉バザー 5日まで

171地区社協理事会

241 高齢者福祉保健福祉懇話会

261第11回延岡市地爆福祉推進大会

3 51地区社箇推進チーム代表者会

概 要

総会及び年間活劃計画の審議

市総会館びに年間活動計画の審議

東本小路公園一帯・水神さんめぐり

市民協働まちづくりセンター・活劃計画

社也センター

ハートフルプラン21策定

川中コミュニティセンター

総会対策

年間計画他

川中コミュニティセンター

市民協働まちづくりセンター

文化センター

社協センター

市民協働まちづくりセンター

地区社協連協、区長連館、公民館連協交流会

ハートフルプラン21策定

市民協働まちづくりセンター

福祉活働計画策定

川中コミュニティセンター

社協センター

地鼠活劃の発表＝今野口g~怠館

ゲラウYト.J Jl,7大会打合せ

グラウYド］.u大会釘合せ

延小体育館

西階サブクラウンド

川中コミュニティセンター

川中コミュニティセンター・ 23～24日

社協センター

ハートフルプラン21策定

川中コミュ二ティセンター

地区社臨活勧計画挺進チーム活劃発表会

j、ートフルプラン21策定

文化センター

社協センター燭内整備など

社協センター

ハートフルプラン21策定

文化センター

活動発表会の険討

191災害時の障害者・高飴蓄を支える初トワーク会 lネヲトワークっくり会磁・まちづくりセンター

261地区社協理事会 ｜社協センター

-3 -



、！λμ父 2 3勾三I.:皇： I~-i.-.t!Aε~J: l~ff Ax＿支：i.R::安~： ~~－＝~~：： 
Ctl%',r:: PD 「収入の部j

.r11 l I 吋初予算額 収 入 済額 雪初予算に対する増誠額 よ泊 iリj

繰 越金 244, 780 244, 780 。
運日助成金 1 9 8, 0 0 0 1 9 8, 0 0 0 。村会樹I［協議会からの駒成金

j,TJ勘助成令 1 1 0, 0 0 0 1 1 0, 0 0 0 。本i会:ff.必止協議会からの威防00金

維収入 2 2 0 8 8 

553, 000 552, 868 

「物~I陰計1

酬醐蹴 I2 1 o, o o o I 2 1 o, o o o 

ム、
[.J 三十 1763, 0001762, 868 

「支；Hiの部j

JJi r-1 叶初 予 算 額 支出済綴

仏誠諸j成 20, 000 2 09 0 0 0 

砂F修お！謝戯 3 0, 0 0 0 。

ム13 2 預金利－子

A 1 3 2 

（）｜繰越金

f¥ 1 3 2 

当初刊に対する常詰額 説

。インク・向掃射精－

/¥aO, 000 

（判ι：PD

明

ふれあい貸 2 0 0, 0 0 0 1 0 7, 3 7 3 /¥92, 627 グラウンドゴル7・胤いリJv,1ュ駒・樹l除等

上位期制l憤 l 5, 0 0 0 1 5, 0 0 0 。本泌を守る祭典 まつり鋼吻蹴

会 議費 2 O~ 0 0 0 l 2, 3 9 8 /¥7, 602 j車協創叱凶也

事務質 4 0, 0 0 0 3 9, 8 2 2 I¥ 1 1 8 ハガキ代・冷房費等

i並伝費 2 0, 0 0 0 2 0, 0 0 0 。役出耐え費

予備費 208, 000 /¥2 0 8, 0 () 0 

553, 000 2 1 49 5 9 3 /¥3as, 401 

I"~~切1~1·1

l繍鍬鋤総 I2 1 0 ' 0 0 0 I 1 5 H 7 6 :3 6 I /¥ 5 () , 3 6 4 I ff.跡般本資

r、
『1 ,j十l76a, 0001314, 22911¥388, 'l71 

（収入部紛 （丸1似事総 （残 尚〉
脅~n・ 5 5 2, 8 6 8 Pl--2 1 4 ~ 5 9 3 PJニ aa s, 2 1 5 PJ （~11強繰り越し）
物~I陰『汁 2 1 o, o o o PJ -1 5 9, 6 3 6ドトニ－ 50, 364flj (1次匂汲繰り越し）

会j舵台椛？？
'fl£2 3 {J波のrt•！た糊刈i会紛rt協議会の合制以北刷を、合i怜民事w.び｝こ頂〈愉車販論調書類により

確認したところ、 ti：般に使関！されている’Fを認めたので椛片しますの

、l今ix24年5JJ 1 5 n 院・H 1：ぉ橋満

容だ・ji 州村楠



【平成24年度努力事項】

1、 各種組織団体の連擦と情報交換を行い、地鼠福祉の推進に努める。

2、 地践における児童の健全育成に努める。 〈こども男守り活動・あいさつ運動〉

3、 健康な高齢者社会の実現のため、ふれあいイベントの実践に努める。

4、 各グループ〈高齢者クラブ、推進チーム等〉の活動支媛と交流に努める。

5、 「社協だよりJを中山とした広報活動の充実に努める。

6、 「赤い羽根共同募金民間活動助成事業Jの推進に努める。

7、 中央地区社協・福祉活動方針の推進に努める。

【平成24年度月別事業計画】 〈案〉

月 活動 内容 関連行事

4 役員会・推進チーム代表者会議 推進活動発表会・社協だより

5 理事会 水と緑を守る祭典の支援 地区社協連協理事会

6 役員会・理事会 岡南青少年育成協議会総会

中央地区社協総会

7 役員会・理事会 まつりのべおか総踊り・結火大会

8 研修会〈内容は検討中〉 第34回・延岡市社会福祉大会

地減福祉活動計画推進会議

9 各地区での敏老会 地区社協連協理事会

役員会 理事会

高齢者クフブ・民生委員会との交流会

10 クラウンドゴルフ大会 健康畏警のまちづくり活動

推進チーム代表者会

推進チーム・民生委員会交流会

11 ふれあいリフッレッシュ祭り（2日間〉 健康長考のまちづくり活動

児童・生徒・高齢者との 延小校区高齢者クフブが担当

グフウンドゴルフ交流会〈川中担当〉

12 役員会 理事会 第33回ふくレバザー会議

地区社協連協理事会

縫進チーム代表者会 健康畏警のまちづくり活動

社協だより発行

推進チーム・高齢者クフブ交流会

2 推進チーム活動発表大会 地区社協連協理事会

役員会理事会 第33回，5，くしバザーへの協力

推進チーム活動事例発表会

3 役員会 理事会 推進チーム活動発表会

会計監査 「社協だよりJ発刊

5 



平均父 2 4全日豆剖又二支予算二 く努己主〉
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運営U民絵 l 9 8, 0 0 0 198, 000 。社創副~t.話機会からの1Jl成
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ふれあい費 200, 000 1 0 7, 3 7 3 9 2, 6 2 7 村1あいリ7レヲシュ祭り・グラウンドゴル7等
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会議費 2 0, 0 0 0 1 2, 3 9 8 7, 6 0 2 連協負拝金・苅7委員会等

事務費 4 0, 0 0 0 39, 822 1 7 8 ハガキ代冷房整等

通信費 2 0, 0 0 0 2 0, 0 0 0 。役員通｛；讃

予備費 301, 400 。301, 400 

計 6 4 6, 4 0 0 214, 593 431, 807 

特労l臨汁

糊雌雄競桶艇
5 0, 3 6 4 1 5 9, 6 3 6 6・109, 272 資料｛湖供等

ょE、I 6 9 6, 7 6 4 374, 229 322, 535 
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H24年「中央地区社会福祉協議会J 役員

役職 氏 名 住

会長 贋瀬武男

副会長 春田男一 桜小路

副会長 古本政子

会計 春田敏子

監事 西村楠男

監事 高橋満吉

理事！！寅瀬武男

II l轡田男一 ！桜小

11 Ii曾田 計

II I池田 進

II l神崎長澄

II l佐藤志保子｜天神小

II l佐藤男江

II l春田敏子 ｜桜小

II l尾崎修

II l山下幸子

JI l安醸富夫

II I 高野三男

11 I 高司房子 ｜本小路

II I 古本政子

II l古瀬康正

所
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『中央地区社協・代表者一覧表』

【区長会】 【区長会】

Nol 氏名 住所 電話 No 氏名 住所 ｜電話

1 I 1曽田計 北町1丁目圃・・・園田・圃・1121 I 1寅瀬武男

2 I ~森実晃一 ｜中町2丁目・・・・・ -11221山野内 勇公｜大貫町6丁目

3 I酒井亨司 ｜南町2丁目田園園田園田II23 I富山藤安 ！大賀町5丁目圃圃圃．．．．． 
41宗 良行 ｜中央通1丁目 I 24 I牧 定七 大賀町4丁目．．．．． ・・・・1

51池田進

，＋~2~~ 
25 内山敦子

6 Io瀬康正 柳沢町1丁目圃圃圃圃 【民生児童委員】

71一宮賢次
｜柳一 ｜中町2~－Bl平川忠美 新町田園圃圃圃圃圃・ 27 神崎 .澄

91岩田洋一 i船倉町1丁目 12a I坂本はるみ｜桜小・4・P・：・I; ．．．．． 
10 l久米隆志 ｜須崎切 I 29 I大野章子 ｜：本小路 1・・・・

11 I 高橋満吉 30 佐藤志保子 天神小 ．．．．． 
121 高司房子 本小路 31 尾 崎 修

13 I森 正勝 32 佐藤男江

14 I 春田晃一 桜小路・・・・・・・．．．．． 33 工藤忠美 大貫町3T

15 I原因徹鑑 i桜小'!11］：・' ．．．．．． 34 木村巌

ー－－－－
16 I浜田武典 ｜天神／J＼路圃・・・・・．．．． 35 山下幸子 大貫町5T ．．．． 
171佐膝福美 ｜大貫町3丁目．．．． 圃圃圃 36 山田徳一

18 I黒図鑑二 大貫町3丁目・・・・ ・・・・｜｜ 【主任児童委員】

19 I中原宏志 敏子

20 l佐伯宏和 重則
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『中央地区社協・代表者一覧表』

【高齢者クフブ】 【縫進チーム】

Nol 氏 名 住所 電話 No 氏 名 住所 電話

39 I佐藤ユリ子 大貫町1丁目 ．．．．． 57 早樋順子 桜小路・・・・・・・．．．．． 
40 l玉木緩子 ｜桜小路 ｜一一重子，~／JI~ー
41 I楠本春子 本小路 59 甲斐和子 本小路

42 I中島悦子 60 中村絹子 ｜：本小路

43 I安醸富夫 61 佐穣志保子

441新井喜多子 大賞町3T目ーーー｜圃圃圃IIs2 I日野素子 l：大賞町3了

451宮遺煎 大貧町4Tej・・・・圃・・・II臼｜玉置ひろ子

46 I圏万一弘 大貫町4丁目．．．．． ・・・・II64 I古本政子

471 高野一男 ｜大賀町5丁目・・・・1・・・・1165 I田中 トヨ子

48 I柳田泉 ｜大賀町3丁目園田岡・ 66 山田和子 大賀町4T自国・・・・
【推進チーム】 67 西田里子 大貫町4T司・・・・・．．．． 

49 I甲斐 倶紫子｜新町田・・・・・・・ 圃・・・・・ 68 宮畑久子

一 軒代｜船倉町2丁目園冨田一 大賞町4丁目・・・岡田園

51 I古瀬康正 ｜柳沢町1丁目圃・・・ 70 鈴木裕子 大賞町5了

521坂本久子 ｜柳沢町2丁目圃圃恒ー 71 片寄利子
一

53 I小川千鶴子｜北町2丁目 国． 72 岡田富美代 大貫町6T目圃・・・・・・・・・

541青木春子 ｜北町1丁目圃・－1－・ 73 富山美知子

55 I甲斐良子 ｜中町2丁目＿， ＿11741高司房子

56 I村田英子 ｜中町2丁目圃圃圃圃・圃II75 I沼野世師子｜本小路
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中央地区社会福祉協議会会則

〔名称〕

第1条 本会は、中央地区社会福祉協議会と称する。

〔事務所〕

第2条 本会の事務所を川中コミュニティセンターに置く。

〔目的〕

第3条 本会は、中央地区社会福祉協議会と称する。延岡市社会福祉協議会の基本方針に

基づき、地域住民の福祉の増進に寄与する事を目的とする。

〔事業〕

第4条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行なう。

(1) 参加団体相互の情報交換、連絡調整

(2) 地域福祉に関する調整、研究

(3) 参加団体の自主的活動推進のための相互援助

(4) 地域福祉に関する啓発、広報

(5) その他、会の目的達成に必要な事業

〔組織〕

第5条 本会は、川中地区および大貫地区内の福祉に関する下記の者で構成する。

(1) 区長

(2) 民生委員児童委員

(3) 高齢者クラブ

(4) 地域福祉推進チーム

(5) 学識経験者および社会福祉に関心のある者

〔役員〕

第6条 本会に、次の役員を置く。

会長 1名、 副会長 2名、 会計 1名、 監事 2名、

理事若干名

2. 役員は次により選出する。

(1) 会長、副会長は、理事の中から互選により選出し、総会の承認を得るものとする。

(2) 理事及び監事は前条構成団体の中から総会に於いて選任し、会長が委嘱する。

基準人員は次による。

区長4名、民生委員児童委員6名、福祉推進チーム3名、

高齢者クラブ2名、学識経験者1名、 計16名

(3) 会計は、理事の中から推薦し、監事は構成員の中から推薦する。
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〔会議〕

3. 役員の任務は、次のとおりとする。

(1) 会長は本会を代表し、会議を総括する。

(2) 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代理する。

(3) 理事は理事会を組織し、会の運営について審議する。

(4) 会計は会計事務を処理する。

(5) 監事は会計を監査し、総会において報告する。

4. 本会に顧問をおくことができる。顧問は、理事会において推薦する。

5. 役員の任期は2年とし、再任を妨げない。欠員を生じた場合の補欠の任期は

前任者の残任期間とする。

第7条 本会の会議は、総会および理事会とする。

〔会計〕

(1) 総会は、第5条の構成員（福祉推進チームおよび高齢者クラブは代表者）

で組織し、毎年1回会長が招集する。ただし、必要に応じ理事会の議決を

経て臨時に招集することができる。

(2) 総会は、会の事業計画、事業報告、予算、決算および役員改選など重要

事項を審議決定する。

(3) 総会は、構成員の半数以上（委任状を含む）の出席により成立し、議事は

出席者の過半数で決するものとする。総会の議長は、その都度出席者の

中から選出する。

(4) 理事会は理事で組織し、必要に応じて会長が召集する。

(5) 理事会は、情報交換、連絡調整、その他会の運営について協議する。

(6) 理事会の理事は、出席者の過半数で決するものとする。理事会の議長は

会長とする。

第8条 本会の会費は、補助金、寄付金およびその他の収入をもって充てる。

〔会計年度〕

第9条 本会の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

付則

1、 この会則は、平成7年10月14日より実施する。

2、平成11年4月27日第6条1項、 1項の（1)、3項の（3）を一部改正。

3、平成14年5月8日第6条5項の一部を改正。

4、平成15年5月16日第6条1項、 2項の（1）、 3項の（3）を一部改正。

5、 平成16年4月23日第2条の一部を改正。

- 11 -
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平成 25年度定期総会資料

日時 平成 25年 5月 27日（月） 10時～

場所 出北公民館 2階

恒富東地区社会福祉協議会



総

1) 開会

之~
~ミ

2) 会長挨拶

3) 来賓挨拶

4) 来賓紹介

5) 議長選出

6) 議事

式次 第

(1）平成 24年度事業活動経過報告

(2）平成 24年度収支決算報告

(3）平成 24年度監査報告

(4）平成 25年度事業活動計画（案）

(5）平成 25年度収支予算（案）

(6）役員選出・紹介

(7）その他

7) 閉会



平成24年度活動経過報告

活動方針

1. 「地域福祉推進チーム・いきいきサロンチームJの結成を促進する。

2. 各種団体との連携を図り「福祉の街づくり j に積極的に取り組む。

3. 本会の存在を、地域住民への周知に努める。

活動計画

年・月｜事業名｜ 場所 ｜ 活動内容 ｜ 備考

l ~.!I. -_1_ ~ -－~_l会一長…会l…怠芳会規…l~l育－~見区住模台活動芳笠二塑理会一一一含長一一；
｜延岡市生区｜社会福祉協議会｜ 延岡市地区社協総ふ ム長・副会長 3名
｜社協総京 ｜ ｜ 官官

5月2i日｜定例総会｜出北公民館｜平成24年度総会（平成24年5月21日） ・r 
ぞ－－~－－~－－旦 l雪泣究修i…－出~~！青辺＿＿＿. LL~！！1~~~三三二2竺二：をと~~・一一一？＿~全委！！~__ J_ __ ~－~~型区一
6月 18日｜理事会｜ 四季の音 ｜「恒富東地区社協情報交換会J打合せ

7月 11日｜理事会｜出北公民館｜「恒富東地区社協情報交換会j 53名参加

8月 4 日｜結摂雲｜文化センター｜福祉大会参加

8－~·－ 27· ・6国一量一五｜…・面挙おi}-···1一「増設－丞1免蚕お反省－；－露藤倖説辱J…－＃：長石一－－ r------
9月 10日｜理事会｜ 四季の音 ｜「健康体操J ・「施設見学J等打合せ

10月11日｜コミュニテイ運｜恒富地区高齢者コ｜恒富地区高齢者コミュニテイセンターの運営状況報告
｜ 員会総会｜ミュニティセンターl

10月i5日｜研修会｜長浜多目的集会所｜「健康体操j推進チーム対象 24名参加 ｜ 
日耳石可逗一量一室｜一一面挙お菩…rr通説瓦手了遍議福弘許通等j一一・・・………・ ・r 
n月 12日理事会 ｜ 四季の音 ｜「地域福祉計画等J

11月 19日施設見学｜ 野外活動 ｜「ノミルクラブ（大分県）J 27名参加

12月 17日｜理事会｜ 四季の音 ｜「地域福祉計画・社協バザー等についてJ

1月 7日｜理事会｜ 四季の音 ｜下半期の活動計画について
i百五－百｜訴－－｛~－－三1・…握手瓦冠動．…1 ・ ·r~長ろ~~－j·····蚕；i；学設語勤務元··－·9吾参頑－－－－－－－－↑－寺面説最~~－－

－~；t~tl~－－：三｜？？？？？どでごご？？． J~：~~~~~~ 
2月 4日｜理事会｜ 四季の音 ｜「学校との連携J 打合せ
2月7日｜研修会｜ 野外活動 ｜「ゃなぎもちっくりJ東小学校活動協力 6名参加｜寺田勝彦氏
2月 24日｜地区福祉大会｜延岡文化センター｜会長ほか数名参加 ｜ 

l~ －－~－－~－－~.l~兄．経．．．会L店主会民鱈..L~~停券三ご．今宵塑~券会」＿＿＿＿＿？＿~空会~~－－－－－－－－－－－－－J警浮竺二士竺与
3月 4 日｜理事会｜出北公民館｜「会報・次年度研修計画についてj

［~－旦~！T~~］疋：：亙：：議！：：出張説：：［~務提王子三三三荷車二：往復~~：：：：：：：：：：：：：：：住至極言語
3 月 11 日 j＃誌で：~雲｜竺吹で去二｜恒富地区高齢者コミュニティセンターの運営状況報告

4月8 日｜理事会｜ 四季の音 ｜会報の内容確認、・発行について

4月26日｜会報発行｜ ｜「恒富東地区社協だよりJ発行 配布準備 ｜恒東地区全世帯
4月29日｜理事会｜ 四季の音 ｜次年度研修計画について ｜ 

｜ ｜ 立 ｜平成24年度活動経過のまとめ、収支決算報告
5月 17日｜理事会｜ 四季の日 ｜ 

． ｜ ｜平成25年度活動計画（案）・予算（案）

三役会｜ ｜平成24年度収支決算のまとめ

5月 i会計監査｜ ｜平成24年度監査

定期総会｜出北公民館｜平成25年度総会（平成25年5月27日）

つ
L



平成24年度収支決算書

く収入の部＞ （単位円）

科 目 24年度予算怒 24年度決算委E 摘 要

繰 越 金 88, 163 88, 163 平成23年度繰越金

地区社協運営助成金 141,000 141, 000 基礎額・世帯割額・企画広報会議費

地区社協活動助成金 160,000 160,000 事業対策助成金（前期60,000後期100,000)

雑 収 入 l 6,035 預金利息・チーム助成返戻金

iロ~ 計 389, 164 395, 198 

く支出の部＞

科 目 24年度予算穆 24年度決算穆 摘 要

広報紙発行（全世帯配布）

広 報 活動 費 70,000 67,200 情報収集・写真他

調査活動 費 20,000 15,000 各種団体の情報収集・及び懇談会他

研修会・エコウォーキング

研修活 動 費 80,000 64,280 講演会・野外研修会他

東小・去最小餅っき、柳餅つくり

l蹴撞縞 *11:活動車き 50.000 51. 498 

~ 議 費 60,000 43,383 三役会・理事会・総会他

事 務 費 45,000 15,641 切手・封筒・事務用品・電話他

公民館、駐車場、冷暖房費

予 備 警 64, 164 42, 160 社会福祉協議会費、 21チーム助成

計 389, 164 299, 162 

繰 越 金 。 96,036 

iロ~ 計 389, 164 395, 198 

〔収入〕 〔支出〕

395, 198- 299, 162 = 96, 036 （平成25年度への繰越金）

会計監査報告

平成24年度収支決算について、帳簿、証葉書類等監査の結果収支共に
正確に処理されていることを認めます。
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平成25年度活動計画〈案〉

活動方針

1. 「地域福祉推進チーム・いきいきサロンチームj の結成を促進する。

2. 各種団体との連携を図り「福祉の街づくり Jに積極的に取り組む。

3. 本会の存在を、地域住民への周知に努める。

活動計画

年・月｜事業名｜ 場所 ｜ 活 動 内 容 ｜ 備考

25／叫定例総会｜ 出北公民館 ｜平成25年度総会（平成25年5月27日）

理 事 会｜ 出北公民館 ｜平成25年度活動計画について

理 事 会J 公民館 ｜活動経過報告・上半期の活動計画について

6月医：支互~！！I二二二二百厳重重謹空間否譲二二二二二二
協 力イ 浜砂地区 ｜田植え小学校への協力 ｜方財小学校
玩．－－長一五．－－－－－－五扇面一－－－－··rr·t伝送：長二三－．．．語議~~j--------. -------------------. ・ 1控室・縦揺治・．．

7月ト研修会i 公民館 ｜「恒富東地区福祉情報交換会J講話等 陣営把包括支
... .. －一一ーーーー・一一一一一・・ 司, -I:理 事 会J 公民館 ｜活動報告・今後の活動計画について ｜ 

8月卜研修 会4 公民館 ｜「薬についてJ健康講話 陸型師】... ...., ＿ ＿＿＿＿＿＿ー－－－．
, . I：理 事 会4 公民館 ｜活動経過及び、活動計画実施について ｜ 

9月｜理 事 会｜ 公民館 ｜活動報告・今後の活動計画について

理事会イ 公民館 ｜活動経過報告・中期の活動計画について
会報発行｜ ｜中期の活動日程や情報の発信

10月ト一一一一一＋ ~ 1 
協 力ぺ 浜砂地区 ｜稲刈り小学校への協力 ｜方財小学校

研修剣 公民館 ｜「健康・予防体操J 健康講話 ｜作業療法士

理 事 会｜ 公民館 ｜活動経過及び、活動計画実施について

研修会｜ 野外活動 ｜施設訪問
11月ト… ｝ ｜ 

協 力｜出北神社周辺｜新嘗祭協力

理 事 会｜ 公民館 ｜活動報告・今後の活動計画について

理 事 会｜ 公民館 ｜活動経過及び、活動計画実施について
12月ト…・ ｝ 十

研 修 会｜ 野外活動 ｜「エコ・ウォーキングj長浜海岸散策道

26/1月厚…豆一会｜…．．．．会男曾…－－－－－｜用易型芳二合管．？？雪~~~t~~~？－~－~~－－－ -1-

｜会報発行｜ ｜後期の活動日程や情報の発信 ｜ 

~－~－~：.~－~二l！：さ含朝生主ど．三三1~~－1ごご~－り．持~－~－---------------. -. ------------. --. -. ----. J.千円世？？空？？
2月｜理 事 会｜ 公民館 ｜活動報告・今後の活動計画について

面．．．．．．．．．．万｜－－－－－－長~；J辛長一－－－－｜酔万三·－－－－－·－－－－－－－－··－····－－－－－－·－－···－－－－－·－－－－－ ·········1支不－挙－－溢

3月｜理 事 会｜ 公民館 ｜活動報告及び、活動計画のまとめについて

月｜間的｜ ｜鰐傾斜照明明日
理事会 公民館 ｜平成25年度活動経過のまとめ

三役会イ 公民館 125年度収支決算のまとめ

会 計監査j 公民館 ｜平成25年度監査

5月｜理 事会イ 公民館 ｜平成25年度活動経過報告・収支決算報告

平成26年度活動計画（案）・予算（案）
l_if_i ＿＿語－－~主↑一一一－~戻語ーー国－－－－－｜平歳~26手l言語苔マ平蔵弱おおー－一一
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平成 25年度予算書（案）

＜収入の部＞ （単位円）

科 目 24度決算額 25年度予算額 摘 要

繰 越 金 88, 163 96,036 平成24年度繰越金

地区社協運営助成金 141,000 141,000 基礎額・世帯割額・企画広報会議費

地区社協活動助成金 160,000 160,000 事業対策助成金（前期60,000後期100,000)

雑 収 入 6,035 1預金利息

lロ~ 計 395, 198 397,037 

＜支出の部＞

科 目 24年度決算額 25年度予算毎 摘 要

広報発行1回・（全世帯配布）

広報 活 動 費 67,200 70,000 情報収集・写真他

調 査 活 動 費 15,000 20,000 各種団体の情報収集・及び懇談会他

研修会・介護教室

研修 活 動 費 64,280 80,000 講演会・野外研修会他

情報交換会

地域福祉活動費 51, 498 60,000 福祉懇談会他

~ 議 費 43,383 60,000 三役会・理事会・総会他

事 務 費 15,641 45,000 切手－・封筒・事務用品・電話他

予 備 費 42, 160 62,037 

計 299, 162 397,037 

繰 越 金 96,036 。
iロ~ 計 395, 198 397,037 
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恒宮東地区社会福祉協議会会期

偽称〉

第1条 本会は；．健省東地区役会福祉協臨会という．

持奇跡の所在紛

第2条 本会の事務所を会長宅！と置く，

倒的

第8条 ．本会は、社会徳祉法人延岡市託会福祉協織会の基本方針に益づき、．地区(W=fむよ卸

本向＼惣領町、京浜砂、浜秒、 jjaJ,府町、長浜町？、方財町ラ内住民の地域福祉の織遡

と福祉のまちづくりを捻渇することを目的とする．

側調。

舞，，条本会は、前条の目的を速成するため、次の事業を行う。

ω地織福祉に関する調査・研究

ω笹縫廊係機関・団体との連絡慣聾

－ ω 地繊福祉活動の針商と実，.

〈心地織福祉に関する啓発・広報

(5）共同募金運動の推進に関する協力

(6) その他、本会の・目的遺成に必要な事業

（役員〉

第5条本会に次の役員を置く。

ω 理事の貝欽は}JIJ舗をに掲げと3役員選出母体数より決めることができる．

ω 慰事 2入

ω 副会長 2人

ω 会貯 1人

俊民の潜ω
勝条 本会に選管t~員たる会長 1 人・副会長 2 人・会計 1 人を置き、会長・副会長・会

併は理事の中から推薦し、総会で承偲を得る．

2 週事及び墜事は、別表に掲げる機関・団体の代表及び学繊経験者の中から組事会

において渇径し、会長が裳嘱する，

-6  



句協

第7条 会長は本会を代表し会務を統括する。

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、．あらかじめ会長の指名した副会

長が、・順次にその職務を代理する。

8 混事は淫事会を組織し、本会の運営・業務を決定する．

4 監事は会費十業務及び執行した事業を監査する。

6 会貯は会併を行う。

俊民の佳紛

第8条 役員の任期は2年とする．ただし、再径を妨げなb、．

2 役臓をもって役員に抵径した宥の任期は、その役職の残任期間とする，

s 補宛役員の佳期は、前係者の残任期間とする．

倹 勝

第9条会鵬は、総会及び理事会とする．

2 総会は理事及'CMJIJ畿の構成司容員をもって混織し、毎年 1回会長が招集する．ただ

’し必要に応じて賂時に召集することができる．

8 理事会は混事をもって組織し、会長がこれを召集する．

＠絵の職決事項〉

第 10条絡会は、次に掲げる事項を審磁決定する。

ω 事業脅十厨甑Fに運営に関する事項

ω －予算及び決算に関する事項

(8) 会長。の改.に関すとS事項

ω その他、会長が付織した事項

鎚剖拾の麟決事明。

第 11条理事会は、次に掲げる事項を容磁決定する。

(l) ．事縛個並びiと予算・決算に関する事項

ω 総会の総決により喬佳された事項

〈砂 会長が付献した事項

ω その他必要な事項

繍秘

策 12条総会は、構成員の過半数の出席iとより成立し、鵡事は出席者の過半数の肉窓をも

って決定し、可否問数のときは髄長の決するところによる＠

-7  



舗時

第18条 総会の鶴長は、その都度出席者の中から選出し、理事会の鵬長ば会長とする．

倹粉

第14条 本舎の経費をは、次の収入をもっ・て宛てる，

ω祉協助成金

ω寄付金

(8）その他の収入

．・鍾遁9

第15粂．監査は、年1回以上行い、総会において監査結5誌を報告しなければならない．

G会貯·~
第16条本会の会計年度は、毎年6月 1日から翌年4月初日までとする．

付則

この会測は、平成8年9月28日から施行する。－

会則の一部改正、平成 10•4月 1 日から篇行する．
会期の一部改正、平成 14年 5)124日から施行する。領問）

会則の一線改定、平成 1641!6月 16日から緒行する。

会則の一部改定、平成 16..qt6月 16日から施行する．

会則の一部改正、平成 18年5}!24日から路行ずる。

会則の一郎削除、平成・19年 5.JJ22日から熔行ずる。〈一部改足。

会則の一部改正、平成20年 5JJ27日から漉行する，

史
U



構成員選出母体

No. 

区 長

2 民生委員・児童委員

3 公民館長

4 高齢者ク
、，圃圃・．

フフ

5 地域福祉推進チーム

6 ふれあい・いきいきサロンチーム

7 福 祉 施設代表

8 小中学校 P T A 

9 障害者団体

10 ボ
、，＿..

ン ァ ア 団体フ イ

11 学識経験者
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25年度

恒富東地区社会福祉協議会構成員名簿（案）

話電所氏 名 ｜郵便番号｜ 住

寺 田記念生1882-0856I出北2丁

土井啓三1882-0856I出北2丁目

佐藤勝 美1882-0856I出北3丁目

板井敏明j882-0856j出北5丁目

伊地知季一郎1882-0857I惣領

横山和 生1882-0851I浜砂3丁目

中井和彦1882-0852I東浜砂一

吉岡洋 勝1882-0861j別府

甲斐善一1882-0854I長浜町3丁目

花畑幸子1882-0854I長浜町2丁目

吉田凱旋夫l8s2-oss4I長浜町2丁目

高浜誠一1882-0853j方財冒

演田隆博1ss2-oss3I方財

甲斐重光ls82-08s3I方財

伊 東 誠1882-0856I出北3丁目

甲斐義男1882-0857I惣領

波岡文 博1882-0853j方財町

西島輝 夫l882-08s4I長浜町2丁目

橋 本 学1882-08611別府町一一一

津田貞子1882-0851I浜砂2丁目

後藤延子1882-0861I別府町

藤

藤

和

藤

松

斐
一
福
一
松
一
回
一
回
一
谷
一
回

本

次ページに続く

10 -

みつ子1882-0853I方財町

京子1882-0853I方財

寮子1882-0853I方財

記代子1882-0856I出北1丁目

高

本
一
回
一
丸

甲

伊
一
演
一
土
一
新
一
長
一
演
一
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一
松
一
津
一
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佐

t工

佐
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一
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25年度

恒富東地区社会福祉協議会構成員名簿（案）

No 

41 

42 

65 

必一一似

45 

必
一
灯
一
必

49 

50 

日
一
白
一
日

“
一
回
一
切
一
幻
一
回
一

ω

64 

ω
一
m
一位一

ω

恒富東地区社会福祉協議会・会員【66名】

66 

理事会（案）

津田泰造、庚松憲二、春田健一、佐藤加代子
児玉よし子、伊福恒男 、後藤延子、新田由紀子
、演固とも子、 以上 名 （順不同）

役員名簿（案）

事｜甲斐善

事｜橋本学

会計｜佐藤加代子記

監
一
監
一
書

造泰
一
憲
一
健

田
一
松
一
回

津
一
庚
一
春

長
一
長
一
長

ム京一ム一品

会
一
副
一
副
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平成 22年度

作成：平成22年6月吉日
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青少年意見発表会 善行児童表彰と、地域の方へ感謝状 南方中学校の卒業式

これらのf也｛こちたくさんの事業を行し、ました

上南方小学校入学式
β湾献
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文化講演会

ノ

平成 21年度通常総会

市役所出前講座



平成21年度事業報告

月 事 業 名 ・~z:又 場

4月 I12 南方中学校入学式 ｜南方中学校

13 上南方小学校入学式｜上南方小学校

22 第1回理事会 ｜なるたき保育園

上南方地区社会福祉協議会

活動内容

来賓として、会長他多叙が参加

来賓として、会長他多叡参加

平成20年度会計監査

5月 120 監事監査 ｜なるたき保育園 ｜決算報告・総会について

22 平成21年度通常総会｜多目的研修センター｜平成20年度事業報告

24南方中学校体育大会 ｜南方中学絞

6月 127延岡市社会福祉大会｜野口記怠館

7月｜ 青少協総会 ｜上南方小学校

16 第2回理事会 ｜なるたき保育園

27奉仕作業 ｜なるだき保育園

31 介護教室（舞野） ｜多目的研修センター

8月 120推進チーム合同研修会｜多目的研修センター

9月

10月14上南方小学校運動会 ｜上南方小学校

14 第3回理事会 ｜なるたき保育園

31 介護教室（貝の畑〉 ｜貝の畑公民館

1 1月 I18 推進チーム研修会 ｜上野公民館

20 文化講演会 ｜上南方小体育館

23 ふれあいグラウンドゴルフ｜上南方小・南方中

平成21年度事業計画及び予算案

今後の活動について

地域の万の参加種目があります

地域の功労者表彰記怠講演ほか

会長参加

今後の計画についてほか

民児協・理事・推進チームによる

草刈り奉仕作業

約20名参加

約 30名参加介護福祉課出前講座

地域の方多数参加

文化講演会とクラウンドゴルフについて

約 25名参加

消費生活センター講座

小中学生含む、地域住民多数が参加

「明日を生むためにJ

赤木衛先生を招いての講演会

12月 I10 地域福祉講演会 上南方小体育館 ｜「みんなでつくろう 支えあう地鼠社会J

1 月 l~O 第4回理事会 ！なるだき保育園

17 青少年意見発表会 ｜上南方小学校

15～福祉パザー協力 ｜延岡市社協セ万一

31 介護教室ほか〈小川）｜小川町公民館

2月 17 福祉バザー協力 ｜延岡市社協セッター

19懇親会 ｜源太

3月 17 地域福祉挺進大会 ｜延岡市文化りター

16南方中学校卒業式 ｜南方中学校

25上南方小学校卒業式 ！上南方小学校

25三役会 ！なるだき保育園

26推進チーム研修会（上野） INHK宮崎放送局

31. 地区社協だより発行 ｜上南方全域

井上孝徳准教j受を招いての福祉講演会

約60名参加

ふれあいウォーキングについて

推進チームから8名・三役2名

約20名参加

多数参加

井上孝徳先生を囲む会

会長他多数の役員が参加

会長他多数の役員が参加

会長他多数の役員が参加

今後の活動を話し合う

視察研修

第20号 発 行

可



平成21年度決算書

上南方地区社会福祉協議会

収入の部

予算額 決算額 増減額 備 考

前期繰越金 97,399 97,399 。前期繰越金

運営朗成金 78,000 78,000 。基礎額・企画広報会議費・世帯割額

活動創成金 140,000 150,000 1 O,C氾O 活動に応じた助成金

その他肪成金 110,000 110,000 。赤い羽根共同募金会

雑収入 200 28 ム172 普遇預金利息

合計 425,599 435,427 9,828 

支出の部

予算額 決算額 増減額 備 考

広報活動費 42,000 7,545 34,455 地区社協だより発行等に関する費用

研修活動費 30,000 20,140 9,860 介護教室等の費用

地域福祉活動費 30,000 38,524 ~8,524 ふれあいウォーキング諸経費

児童育成活動費 60,000 60,000 。小中学校・青少協活動への悶成

会議費 20,000 22,108 ム2,108 理事会・総会等のお茶代

負担金 5,000 5,0αコ 。地区社協連絡協議会年会費

通信費 25,000 29,350 ム4,350 理事会・総会等の案内ハガキ代

事務費 20,000 29,142 ム9,142 事務所経費

備品等購入費 155,400 155,400 。備昂関係購入費用（非常用力マド2台）

雑費 16,000 17,713 ム1,713 奉仕作業茶葉子・会場使用料・交通費

予備費 22,199 。22,199 上記予算で不足する場合の予備

合計 425,599 384,922 40,677 

収入合計一支出合計＝次年度繰越金

435,427-384,922==50,505 
園圃圃園田園・園田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃園田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 園田・園田園・・・・ ・・・・・・

‘ 室主歪蓋幸良を告書雲

私達監事2名は、平成22年5月20日〈木〉に、なるたき保育園において、

平成21年度の上南方地区社会福祉協議会の会計に関する監査を行ったところ

証拠帳票・通帳等に不備なく、正しく会計が処理されていることを確認しましたので、

ここに報告致します。

平成22年 月

監事

日

⑧
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平成22年度事業計画〈案〉

上南方地区社会福祉協議会

月 事 業 名 ~ミ． 揚 3舌 重忠 iフヨ ~三－宮

4月 12 南方中学校入学式 南方中学校 来賓として、会長他多殺が参加

13 上南方小学校入学式 上南方小学校 来賓として、会長他多獄参加

22 第1回理事会 なるたき保育園 役員の一部変更について

5月 平成21年度通常総会 多目的研修センター 口蹄疫の為中止

21 地区社協連協総会 延岡市社協 会長・副会長参加

23 南方中学校体育大会 南方中学校 口蹄疫の為延期

6月 青少協総会 上南方小学校 会長他が参加予定

延岡市社会福祉大会 文化センター小ホール 口蹄疫の為延期

8月 1 奉仕作業 なるたき保育園 民児協・理事・推進チームによる 草刈り奉仕作業

1 広報啓発活動 上南方地区全域 地区社協だより第21号を発行

理事会 なるたき保育園 今後の取り組みについて

福祉の町づくり懇談会 多目的研修センター 地域福祉のあり方について者える

10月 3上南方小学校運動会 上南方小学校 地域の方の参加種目があります

介護教室① 未定 会長・事務局参加予定

アンケート調査 上南方地区全域 地域福祉に関するアンケート調査

1 1月 23 8怖いグラウンドゴルフ大会 上南方小・南方中 役員多数が参加予定（青少協・地区社協共催）

介護教室② 未定 会長・事務局参加予定

12月 文化講演会 上南方小学校 役員多獄が参加予定

地域福祉講演会 未定 井上准教慢による講演会

1月 青少年意見発表会 上南方小学校 一役が参加予定

理事会 なるたき保育園 ふれあいウォーキングについて

2月 広報啓発活動 なるたき保育園 地区社協だより第22号を発行

バザー協力 延岡市社協 福祉バザーの協力

ふれあいウ万一キング大会 上南方小学校 6回目になります。

地域福祉推進大会 文化センター 多数参加予定

3月 南方中卒業式 南方中学校 来賓として会長他が出席予定

上南方小卒業式 上南方小学校 来賓として会長他が出席予定

理事会 なるたき保育園 役員の一部改選

3 



平成2 2年 度 予 算 〈 案 〉

上南方地区社会福祉協議会

収入の部

前年度予算額 今年度予算額 増減額 備 者

前期繰越金 97,399 50,505 ム46,894

運営朗成金 78,000 79,000 1,000 世帝叙 1173×20円＋55,000円

活動助成金 140，仁氾O 150,000 10,CわO 活動に応じた助成金

他国福世計画助成金 。210,000 210,000 備昂購入助成金

赤い羽根共同募金会 110,000 。ム110,0αコ

雑収入 200 30 ム170 普通預金利息

合計 425,599 489,535 63,936 

支出の部

昨年度予算額 今年度予算額 増減額

広報活動費 42,CXコ0 80,0αコ 38,0αコ地区社協だより発行・アンケート等に関する費用

研修活動費 30,000 30,000 。介護教室・自主研修等の費用

地域福祉活動費 30,CわO 100,000 70,000 ふれあいウ万一キング諸経費・講演会等

児童育成活動費 60,000 70,000 10,000 小中学校・青少協活動への助成

会議費 20,000 30,000 10,000 理事会・総会等のお茶代

負担金 5,000 5,000 。地区社協連絡協議会年会費

通信費 25,000 45，仁わO 20,CねO 理事会・総会等の案内ハガキ代

事務費 20,000 30,000 10,C氾O 事務所経費・用紙等

備品等購入費 155,400 10,000 D.145,400 備品関係購入費用（クラウンドゴルフ関係）

雑費 16,000 20,0αコ 4,000 奉仕作業茶菓子・会煽使用料・交通費

予備費 22,199 69,535 47,336 上記予算で不足する揚合の予備

~ コ 計 425,599 489,535 63,936 

4 



上南方地区社会福祉協議会平成22年度役員（案）
会長 甲 斐 日券 監事 青初日有伸

副会長 イ左目茶 淳 監事 黒田幹章

副会長 瀧本 賓 事務局 峯田英良

理 事

氏 名 郵便番号 住 所

小谷喜美雄 882・0075

2 笠江晴夫 882-0073 

3 加門マスミ 882・0073

4 甲斐良幸 882・0074

5 佐藤和吉 882-0065 j平田町

6 須見哲也 882-0074 

7 酒井康行 882・0074

8 山下公明 882・0074

9 甲斐勝 882-0076 小川町

10 佐藤淳 882-0066 舞野町

11 瀧 本寅 882-0077 行隙町

12 佐藤清吉 882-0065 平田町

13 太田安康 882-0066 舞野町

14 柳田勝子 882・0064 高野町

15 太田美千代 882-0066 舞野町

16 佐藤 ｛専 882・0066 舞野町

17 北村昭八 882・0075

18 荒木和夫 882-0077 

19 工藤正雄 882-0074 

20 甲斐清 8820885 

21 吉田の15＼え 882-0064 

22 伊藤純子 882-0075 

23 平川操 882-0075 

24 中島睦雄 882・0884

25 ；~~本博文 882-0077 

26 峯田英良 882・0066I舞野町 1477・15 j 38-0777 jなる疋き保育園施設長

Z臣Eと 事

氏 名 郵便番号 住 所 電話番号 地域での役割〈役職〉

青柳有伸 882・0885 上一輪町 3643-1 38・0577 地福寺住職

2～ 黒田幹章 882-0076 小川町 ．．．．．．．．．． 上南方小学校前PrA会長

5 



平成22年度評議員名簿（案） 上南方地区社会福祉協議会

氏 名 郵便番号 住 所 地鼠での役割〈役職〉 電話番号

1 甲斐徳義 882-0064 高野町 高野町区長

2 佐藤正春 882－αコ66繁野町 舞野町区長

3 下池和徳 882－αコ77行隊町 行膝町区長

4 酒井峰男 882-0077 行際町 茂須野区長

5 小野昭治 882－αコ74細見町 上野区区長・公民館長

6 小野幸男 882勺076小J11 小川町区長・公民館長

7 甲斐保 882-0076 小川町 黒仁田区長

8 甲斐稔章 882-0885 上ニ輸町 上一輪町区長

9 甲斐信夫 882-0885 上ニ輸町 樫谷区市政連絡員

10 高橋孝夫 882-0884 中一輪町 中一輪町区長・公民館長

11 甲斐澄雄 882-0064 高野町 高野公民館長

12 佐藤勉 882-0066 舞野町 舞野公民館長

13 松田成夫 882-0077 行隙町 行隙公民館長

14 加門千ー 882-Cわ173貝の畑町 貝の畑公民館長

15 甲斐玉夫 882-0885 上ニ輸 伊顕公民館長 個人情報保

16 藤川展啓 882-0885 上ニ鶴町 鹿越公民館長 護の見地に

17 逐田良彦 882-0064 高野 高野百年会会長
より、評議

員様につき
18 松田菊雄 882-0077 行隙町 行膝矢筈会会長

ましては、
19 山崎喜代一 882-0073 貝の畑町 貝の畑延考会会長 電話番号の
20 安藤盛正 882-0074 細見 細見長和会会長 記載は省略

21 甲斐公博 882-0076 小jII町 小川楽生会会長 させていた

22 中島武夫 882-0884 中一輪町 中一輪愛宕会会長 だきます。

23 伊東勝惇 882-0885 上二輪町 上一輪若葉会会長
緊急の際に

は、事務局
24 甲斐五周 882-0885 上三錦町 伊原考会会長 にお聞い合
25 吉岡茂 882-0065 平田町 平田町白ゆり会縫進チーム代表 わせ下さ
26 甲斐典子 882-0066 舞野町 努野推進チーム代表 い。

27 黒田房縫 882べ）（）74細見町 上野区福祉推進チーム代表

28 岡田孝太郎 882-0075 岡苅町 岡元交友会推進チーム代表

29 藤川辰江 882-0076 小川町 小川・黒仁田推進チーム代表

30 真島成行 882-0884 中三輪町 中一輪友輪会推進チーム代表

31 甲斐霊孝 882-0885 上二輪 上一輪鹿超推進チーム代表

32 高橋保 882-0884 中ニ輸町 南方西地区民生委員・児童委口

33 柳田則男 882-0073 貝の畑町 南方西地区民生委員・児童委白

34 安藤亮一 882－αコ74細見町 南方西地区民生委員・児童委

35 矢野篤己 南方西地区民生委員・児童委

36 藤川＊秋 南方西地区民生委員・児童委国

37 甲斐豊 南方西地区民生委員・児童委

38 楠田日出子 南方西地区主任児童委員

39 御手洗昭司 882-0074 細見町2994 延岡市立南方中学校教頭

40 中村憲一 882－｛わ74細見町2971-13 延岡市立上南方小学校教頭
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上南方地区社会福祉協議会会則
〈名称〉

第1条本会は、上南方地区社会福祉協議会という。

〈事務所の所在地〉

第2条本会の事務所を、延岡市舞野町1477番地15 なるたき保育圏内に置く。

〈目的〉

第3条本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会〈以下「市社協」という。〉の基

本方針に基づき、上南方地区〈上三輪町伊原、上三輪町鹿越、上三輪町樫谷、中

三輪町、岡元町、細見町、細見町上野、小川町、小川町黒仁田、舞野町、行牒町、

行隣町茂須野、貝の畑町、平田町、高野町、小峯町の一部〉内住民を会員として、

地域福祉の増進と福祉のまちづくりを推進することを目的とする。

〈事業〉

第4条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

( 1 ）地域福祉に関する調査・研究

(2）福祉関係機関・団体との連絡調整

(3）地域福祉活動の計画と実施

(4）地鼠福祉に関する啓発・広報

(5）南方中学校・上南方小学校との交流事業

(6）共同募金運動の推進に関する協力

(7）その他、本会の目的達成に必要な事業

〈役員〉

第5条 本会に、次の役員を置く。

( 1）理事 20名～30名の範囲内

(2）監事 2名

2.理事の叡は！必要とあれば、会長の判断で毎年度変更することができる。

〈役員の選任〉

第6条 本会に三役として、理事たる会長1人、副会長3人、事務局を1人置き、総

会において選任する。

2.理事及び監事は地域の区長・公民館長・高齢者クラブ会長・福祉推進チー

ム代表・民生委員児童委員・主任児童委員・小中学校長・小中 PTA会長・福祉

施設の長・その他地域の代表者及び学識経験者の中から選任し、総会において

会長が委嘱する。

（顧問〉

第7条 本会に顧問を置くことができる。顧問は1名とし、当協議会会長経験者の中

から選任する

2.顧問は、理事とする。

（評議員〉

第8条本会に、評議員を置く。

2. 評議員は社会福祉事業に関I~＼を持ち、または学識経験ある者で、本会の趣
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旨に賛同して協力する者の中から理事会の同意を得て、会長が委嘱する。

3.評議員の数は36人以上48名未満とするロ

〈職務〉

第9条会長は、本会を代表し会務を統活する。

2.副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名し

だ副会長が順次にその職務を代理する。

3.事務局は事務全般を行い、総会や理事会の案内、資料の作成、所轄社協に

対する補助金の申請、広報誌の編集等を行う。

4.理事は理事会を組織し、本会の運営・業務を決定する。

5.監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。

6.評議員は理事に協力し、地域福祉増進のための活動を行う。

〈役員の任期〉

第10条役員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。

2.役臓をちって役員に就任しだちのの任期は、その役職の残任期間とする。

3.補充役員の任期は、前任者の残任期間とする。

4.会の発展を願って、単年度をもって役員を一部交替する揚合もあるo

（評議員の任期〉

第11条評議員の任期は1年とし、前条の規定を準用する。

〈会議〉

第12条会議は、総会及び理事会とする。

2.総会は理事及び評議員をもって組織し、毎年1回会長が召集する。ただし

必要に応じて臨時に召集することもできる。

3.理事会は理事をちって組織し、会長がこれを招集する。

〈総会の議決事項〉

第13条総会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ）事業計画並びに運営に関する事項

(2）予算及び決算に関する事項

(3）会則の改廃に関する事項

(4）その他会長が付議した事項

〈理事会の議決事項〉

第14条理事会は、次に掲げる事項を審議決定する。

（議事〉

( 1 ）事業計画並びに予算・決算に関する事項

(2）総会の議決により委任された事項

(3）会長が付議した事項

(4）その他、必要な事項

第15条総会は、構成員の過半叙の出席まだは、委任の意思表示により成立し、議事

は出席者の過半叙の同意をもって決定し、可否同獄の時は議長の決するところ

による。

（議長〉

8 



第16条 総会の議長は、その都度出席者の中から選出する。ただし理事及び監事は議

長になることができない。

2.理事会の議長は会長とする。

〈会計〉

第17条本会の経費は、次の収入をもって充てるo

( 1 ）市社協からの運営朗成金

(2）市社協からの活動朗成金

(3）宮崎県赤い羽根共同募金会等の公的な助成金

(4）寄付金

(5）その他の収入

〈監査〉

第18条監査は年1回以上行い、総会において監査結果を報告しなければならない。

（会計年度〉

第19条 本会の会計年度は毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

2.補問金入金の関係により、立て替えが生じ、通帳の自信が年度内に収まら

ない揚合は、その年度内に処理されたものと認める。

〈慶弔〉

第20条現役の理事本人が逝去の際は、会長名義にて芯輸1本を贈る。

2.その他三役が必要と判断した揚合は、弔電・見舞い等を贈る。

〈表彰〉

第21条永年勤続表彰に関しては、市社協規程に準する。

付則

この会則は、平成8年11月23日から施行する。

この会則は、平成9年5月11日に改正し、翌12日より施行する。

この会則は、平成16年5月20日に改正し、翌21日より施行する。

この会の名称を、平成18年5月25日より「南方西地区社会福祉協議会」から「上南

方地区社会福祉協議会」に改める。

この会則は、平成18年5月24日に改正し、翌25日より施行する。

この会則は、平成19年5月23日に改正し、翌24日より施行する。

この会則は、平成20年5月22日に改正レ、翌23日より施行する。
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日時 ： 平成 25年 4月20日〈土）
3 e寺 3 0 ララ

場所：伊達公民館



平成 25年度定期総会次第

1 - 彦司妥当~a:>aぅι、三きてコ

2_  妥主主主義金業主多

3 - 芳ミ蚕室来召ダト立企て，，： （こを業主多

延岡市高齢福祉課様

延岡市社会福祉協議会様

4_  言義主義道室討主

5 - （資格審査報告）

6 雲義弓草

1号議案 平成24年度活動経過報告

2号議案 平成24年度収入支出決算報告並びに監査報告

3号議案 平成25年度活動計画（案）

4号議案 平成25年度収入支出予算（案）

7 - 医月当きさα〉ことば ‘

8 - そラα：＞i也



1主号言義費三 王手長交 2 4 乏李三E吏~~重力議至ま邑幸俊を告

実施地区及び団体｜活動項目 ｜実施日

恒中社協 ・監査 I 4/ 6 

伊達地区
ふれあいいきいき

サロン

伊達地区
福祉推進チーム

・三役会議 ｜ 

・理事会開催 I 4/14 

・定期総会 I 4/21 

・三役会議 I 5/17 
・三役会議 I 9/11 
・日帰り研修旅行 I 9/20 

・三役会議 I 10/17 
・ふれあい企画会議 I10/27 
・三役会議 I 11 /28 
ふれあい企画会議 I12/ 8 

・高齢者と中学生と I12/15 
のふれあい行事｜（震駆）

・三役会議 I 12/15 

・ふくしパザ一応援｜ 1 /15 

2/ 3 
・福祉大会委参加 I 2126 

・三役会議 I 3/21 

・書道教室開催 ｜月 2回
・ハーモニカ教室 ｜月 4回

・ふれあいサロン I 4/21 

・サロン＆小学生の I5/19 
交流

・ふれあいサロン I 6/16 

・ふれあいサロン I 7/21 
・ふれあいサロン I 8/18 
・敬老会 I 9/18 
・ふれあいサロン I 11 I 1 
・ふれあいサロン I 12/22 
・ふれあいサロン I 1 /19 
・ふれあいサロン I 2/23 
・ふれあいサロン I 3/16 

－定例会と行事 I 4月

・定例会と行事 ｜ 5月

活動内容

三役同席にて平成23年度監査
平成23年度事業経過・収支決算内容検討
平成24年度事業計画．収支予算等の検討
会則一部改正（案）
役員改選（案）
平成23年度事業経過・収支決算審議
平成24年度事業計画・収支予算等の審議
会則一部改正（案）
役員改選（案）
平成23年度事業経過報告・収支決算報告 ／ 

平成24年度事計計画（案）・収支予算（案）上程
会則一部改正（案）
役員改選（案）
平成24年事業の具体的活動の実施検討
日帰り研修行事闘す
八丁原地熱発電所研修旅行／
70名参加（マイクロパス 2台）

上記反省・高齢者南中生徒ふれあい行事検討
第1目高齢者・南中生徒ふれあい行事検討（南中）／
高齢者南中生徒ふれあい行事検討
第狙高齢者と南中生徒ふれあい行事検討（南中）／
中学生29名・引率職員 1名・受入れ高齢者 9世帯
役員と担当者14名で実施
風力発電見学研修・高齢者と中学生とのふれあい
行事の反省会
中緑ケ丘・南緑ケ丘・構口二区各福祉推進チーム
恒中社協事務局・恒中民児協

第11回地域福祉推進大会参加
－北緑ケ丘・伊達・構口ニ区・構口揚人会・南
緑ケ丘・中緑ケ丘各推進チーム

24年度業経過確認及び決算見込み
25年度事業計画及び予算検討
緑ケ丘教室毎月第1第 3木曜日開催（15名）
緑ケ丘教室（1 0名）伊達教室（15名）月 2回開催（

新規加入者紹介・減塩味噌汁測定・ストレヲチ体操
ベタンクゲーム
新一年生の紹介・折り紙・紙芝居・見守り隊長に
感謝状
健康長寿講話（区長）・減塩味噌汁測定・ラジオ
体操・ベタンクゲーム
出前講座（南包括支援センター）介護予防－~淑株操
伊達町夏祭り参加 ・供養ぱんぱ踊り・抽選会等
敬老会参加・カラオケ・童謡の歌等楽しむ
パス遠足（紅葉・買い物）を楽しむ
食昼己舌講話（区長） ・ペタンクゲーム大会
新年祝賀会・区長挨拶・祝舞・ぜんざい会他
・減塩味噌汁測定・リラックスラジオ体操
防災訓練（津波避難経路の下見）・身体測定
．減塩味噌汁測定

定例会・声かけ見守り（庭生者へ花配付）
いきいきサロン参加応援・パス遠足（原尻hウリd
定例会・声かけ見守り（誕生者へ花配付）
いきいきサロン参加応援



実施地区及び団体｜活動項目 ｜実施日 活 動 内 容

伊達地区 ・定例会と行事
福祉推進チーム

－定例会と行事

・定例会と行事

．定例会と行事

・定例会と行事
．定例会と行事

－定例会と行事

・定例会と行事

・定例会と行事

－定例会と行事

6月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者へ花配付）
いきいきサロン参加応援

7月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者ヘ花配付）
いきいきサロン多加応援

8月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者ヘ花配付）
夏祭応援

9月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者ヘ花配付）
敬老会応援

10月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者ヘ花配付）
11月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者ヘ花配付）

パス遠足（延岡植物園・北方ょっちみろや）
12月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者ヘ花配付）

いきいきサロン参加応援
1月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者へ花配付）

いきいきサロン多加応援（ぜんざい会）
2月 ｜定例会・声かけ見守り（誕生者ヘ花配付）

いきいきサロン参加応援
3月 ｜定例会開催・声かけ見守り・誕生者へ花の配付

いきいきサロン多加応援

橋口一区 ・定例会
婦人会推進チーム・定例会
ふれあいサロン ・定例会と行事

・定例会
・定例会と行事
．定例会と行事
・定例会と行事
．定例会
・定例会
・定例会と行事
．定例会
・定例会

4/11 ｜定例会・味噌作り
5/ 9 I行事打合せ
6/10 I定例会・手作り料理で高齢者と食事
7/25 I定例会（チーム員の食事会）
Bl 8 I定例会・高齢者箆生会
9/22 I定例会
10/1 o I定例会・味噌作り
11 /21 ｜定例会（チーム員の忘年会）
12112 I行弱T合せ
1120 I定例会・手作り料理で高齢者と食事
2/13 I定例会（組織解散手続き打合せ）
3/13 I定例会（解散お別れ会）

構口二区 ・お別れ会 I 4/16 
ふれあいサロン ・パス旅行 I 5/17 
福祉推進チーム

火宮代表お別れセレ壬二一・ペタンク協議・食事会
パス旅行（五ヶ滋町木地屋ホテル温泉入浴昼食
五ヶ滋ワイナリー ・浄専寺散策）
昭和苑誕生会訪問入居者とふれあい演芸に参加
七夕短耐切・昼食会
七夕かざり・誕生者祝い（花束贈呈）・抹茶接待
昼食会
区盆踊り大会委参加（ぜんざいの接待を受ける
敬老会中止の為家庭訪問によりお祝い品を届ける
川水流鮎ゃな昼食カラオケ
人暮らしサロン対象者避難訓練・区主催芋煮会
ペタンク競技・誕生会（3名お祝い）・昼食会
ヘルストピアで温泉入浴・昼食カラオケを楽しむ
健康出前講座・誕生者 3名お祝い昼食会
童謡かるた取り・一年間の反省会（サロン会員の
体調管理など）

4/7. 21. 28 カラオケサロン茶話会 3回開催
5/12. 19. 26カラオケサロン茶話会 3回開催
18 日帰り旅行（三ケ所木地屋）

6/2. 9. 16. 23. 29カラオケサロン茶話会 5回開催
25 健康講話（恒富東包括支援センタ一）

悪徳商法講座（延岡消費ι晋センタ－）

－昭和苑誕生会 I 6/16 
・七夕行事 I 26 
・七夕行事 I 11 7 
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浜区 ・いきいきサロン
いきいきサロン

－いきいきサロン



地区及び団体｜活動項目 ｜実施日｜ 活動内容

浜区 ・いきいきサロン
いきいきサロン

浜東区
高齢者見守り活動

－いきいきサロン

・いきいきサロン
・いきいきサロン
．いきいきサロン
・いきいきサロン

．いきいきサロン

－いきいきサロン

・いきいきサロン

北緑ケ丘区 ・花見会
ふれあい会 ・歴史探歩

・役員会
・レクダンス
－グランドゴルフ
・レクダンス
－七夕会
・レクダンス
・日帰り研修旅行
・反省会
・ふれあい体操
．グランドゴルフ
．講習会
・健康体操
・忘年会
・クリスマス行事
・クリスマス行事
．新年会役員会
・レクダン
－グランドゴルフ
・反省会

中緑ケ丘区 ・定例行事
福祉推進チーム

・定例行事

・定例行事

－定例行事

・定例行事

7/14. 21. 23カラオケサロン・茶話会 3回開催
23 食改善講座（調理と試食会）

8/4.11.18 カラオケサロン茶話会 3回開催
25 誕生会
9/1. 8. 22. 29 カラオケサロン茶話会 4回開催
10/6. 12. 20 カラオケサロン昼食会 3回開催
11/10.17 カラオケサロン茶話会 2回開催
12/1. 8. 22カラオケサロン茶話会 3回開催
14 誕生会
1 /12. 19. 26カラオケサロン茶話会 3回開催
20 新春親子力ルタ取り大会

2/2. 9. 16. 23 カラオケサロン茶話会 4回開催
18 食ι舌改善講座と試食会

3/2. 9. 16. 23 カラオケサロン茶話会 4回開催
18 誕生会

5月 ｜一人暮らし高齢者と70歳以上高齢者を、組長．錫
人部．民生児童委員と訪問し、日頃の悩みを聞き
ながら弁当を配付した。

4/ 1 1浜川公園で花見会
5/ 1 ｜城山公圏内歴史探歩・昼食
25 I年間行事の具体的な取り組み検討

6／毎週水曜日実施（4回）
21 I緑－小学校でグランドゴルフ大会

11毎週水曜日実施（5回） ・敬老会発表ダンスの練習
4 七夕会短耐年りを実施

8／毎週水曜日実施（4回） ・敬老会発表ダンスの練習
9/20 I大分県八丁原地熱発電所見学 ） 
30 I反省会を実施

10/ 1 ｜ふれあい体操・クッションボールゲーム体操
20 I緑一小学校でグランドゴルフ大会

111 3 I J Aプリエール担当者による講話
5 Iリンパセラピなど含んだ体操

12/ 1 ｜ふれあい忘年会
12 Iクリスマス会準備
23 Iクリスマスプレゼント実施・茶話会

1 /23 I健康増進計画について検討
2/18 Iふれあいレクダンス
3/ 2 I大会実施（緑小グラウウド）
12 I年度反省会・茶話会

4月 ｜定例会（今年度の計画と予算）
区主催の花見への誘いと案内
趣味の会・回週 3回
書道教室月 2回・ハー壬ニカ教室月 2回

5月 ｜趣味の会・飴週 3回
書道教室月 2回・ハー壬ニカ教室月 2回

6月 ｜趣味の会・邸週 3回
書道教室月 2回・ハー壬ニカ教室月 2目
見守り活動状況把握

7月 ｜趣味の会・∞週 3回
書道教室月 2回・ハーモニカ教室月 2回

8月 ｜趣味の会・∞週 3回
書道教室月 2回・ハーモニカ教室月 2回



実施 地 区 及び団体｜活動項目 ｜実施日

中緑福祉ケ丘推進区チーム
・定例行事 I 9月

－定例行事 10月

－定例行事 11月

－定例行事 12月

－定例行事 1月

－定例行事 2月

－定例行事 3月

南緑ケ丘区 ・日帰り旅行 I 4月
福祉推進チーム ・一泊二日旅行 I 6月

－保育園慰問 I 7月
・小学校児童ふれあい 9月
・小学校運動会 I 10月
・海岸清掃 I 11月
・誕生会 ｜ 1月
・日帰り旅行 ｜ 2月
・誕生会 I 1月
・小学校児童ふれあい 2月
・保関慰問 I 3月

活動内容

趣味の会・ω週 3図
書道教室月 2回・ハー壬ニカ教室月 2回
研修日帰り旅行（大分八丁原地熱発電所見学）
趣味の会・閃週 3回
書道教室月 2回・ハーモニカ教室月 2回
趣味の会・∞週 3回
書道教室月 2回・ハーモニカ教室月 2回
趣味の会・関週 3回
書道教室月 2回・ハー壬ニカ教室月 2回
チーム員忘年食事会
趣味の会・侃週 3図
書道教室月 2回・ハー壬ニカ教室月 2回
趣味の会・関週 3回
書道教室月 2回・ハーをニカ教室月 2回
趣味の会・関週 3回
書道教室月 2回・ハー壬ニカ教室月 2回

高齢者クラブ合同宮崎日帰り旅行
高齢者クラブ合同阿蘇方面
緑ケ丘保育園児ふれあい慰問
昔の遊び交流
高齢者緑ケ丘小学校運動会に参加
高齢者・長浜海岸森林清掃
高齢者誕生会
高齢者クラブ合同宮崎日帰り旅行
歌・踊り・ハーモニ力演奏で箆生者を祝う
昔の遊びで交流
園児お別れ会に重参加昼食を共にする



2 与号言義賓室

〔岨又p、〕

科 目

前年度繰越金

社協運営補助金

社協活動助成金

雑 収 入

dロ:),. 計

仁三EHこ2〕

科 目

運営活動費

研修活動費

地域福札舌動費

~ 議 費

事 務 費

備品購入費

借料損料

予 備 費

合 計

【収支残高】

ヰ三民支 2 4 乏手三J!i£たた多奪E幸侵壬生子

単位＝円 ~＝減

24年度予算 24年度決算 増減 決 算 説 明

21. 168 21. 168 。23綾緩溢

125,000 127, 000 2,000 ー種目千円 世錦町2千円 企甑磁費5千円

140,000 140,000 。前賠6併円鈎分8肝円
,/ ， ， 

170, 000 259, 993 89 993 経チームより蹴 50千円・荷捌173刊・嬬鋭37千円

456, 168 548. 161 91. 993 

単位＝円 企＝減

24年度予算 24年度決算 増減 決 算 説 明

40,000 40,555 555 量販新・弁積

200,000 246, 260 46,260 総発観字・ふ〈しバザー股助成

80,000 60, 745 A 19, 255 高儲と中学白川t＼・待鋤

50,000 42,530 .A 7, 470 総・務会・三鈴

25,000 22.260 A 2, 740 コピー及銅鮒t肝ハガキ インク鰯縮

。 。 。
11, 000 11. 050 50 雌闘精髄強調

50, 168 47, 293 A 2, 875 駆連絡億総・繍見鴇親殺支払い

② 
456, 168 470,693 14,525 

／ 

（収入①） （支出 ②） （残高）
548, 161円－ 470, 693円一 7 7 ' 4 6 8円 平成25年度へ繰り越し

【室主三重E 幸夜壬告ヨ

4月6日、平成24年度における活動の逮営並びに会計監査の結果、会計帳簿・預金通帳・現金

及び関係書類ともに、適正に処理されていることを確認しましたのでご報告します。

平成25年 4月 6日

監事、中吸引多（＿） 〆

監事湯本花子（小



3 主号言義芸事豆
王手長支 2 5 生存居む舌重力雪十直吉 （案）

．自 本震

~ CD まξ壬きどで＝雪E心、な士也主或てこFくりを道主従〉ょう。

(2) 修室展ヨE主義美子のまちづ．くりの宇佐淫主を匡司ろう。

《童〉 士也主或α〉象宇弓~~震δb J::.そう。

1・・・・・・・・・・・・・..............＿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－・開園胴，＿.......... .. ・a・............・・.................・・・・・z・E・E・....・・・・・・・・・・.................... 



4~号言義要三 三μ：店主（； 2 5 生手三左重E子予婁享 （案）

(JI又λ、〕 単位＝円 企＝減

科 目 24年度決算 25年度予算 増減 予 算 説 明

前年度繰越金 21, 168 77 468 56,300 24年度より経り入れ

社協運営補助金 127,000 127,000 。-;ts o千円・世鞠72千円・邸糊 5刊

社協活動助成金 140,000 140,000 。制60千円・後期80刊

雑 収 入 259,993 200,000 企 59,993 縫チーム蹴50千円・勝会費150千

-a- 計 548, 161 544,468 企 3, 693 

(3Z: tl:1〕 単位＝円 企＝減

科 目 24年度決算 25年度予算 増減 予 算 説 明

運営活動費 40,555 45,000 4,445 提鰍発行・髄・弁蹴等

研修活動費 246,260 250,000 3 740 綴見報修・ふくしバザー蹴成

地域福祉活動費 60, 745 70,000 9,255 地櫛活動助・高儲t南中白品あt¥

~ 議 費 42,530 45,000 2,470 腿鯖上

事 務 費 22,260 25,000 2, 740 If 

備 品購入費 。 。 。
借料損料 11, 050 16 000 4 950 金贈棚機

予 備 費 47,293 93,468 46, 175 

dロ~ 計 470,693 544,468 73, 775 

一！？；イ刈



恒富中地区社会福祉協議会役員名簿

（任期平成24年4月 1日～平成26年 3月 31日）

会長｜土岡 聡イ副会長｜山本 勲イ副会長｜山本淳一

監事｜甲斐利彦〆｜監事｜高木信子｜〆

事務局長｜後藤 金平｜事務局次長｜佐藤美紀子 I/

No. I氏名

1 I土岡 聡

2 I問中隆満

a I一宮康秀

4 ｜大須賀伸一

s I山本淳一

6 I後 藤 金 平

理 事

1 I野間 政親｜緑ケ丘4丁目

s I佐藤 進一｜伊達町3丁目

9 I宮下 昇｜浜町

10 I山本 勲｜浜町

11 ｜佐藤美紀子’

12 I甲斐 明

監 事

No. I氏名

1 I甲斐利彦

2 I高木信子｜浜町

選出母体

伊達区長

構口 1区長

構口 2区長

浜東区長

北緑ケ丘区長

中緑ケ丘区長

選出母体

浜区長

浜子育てサロン

※ 名簿は恒宮中地区社協活動以外には使用致しません。

各位におかれでも名簿の取り扱いにはご注意ください。



評 議 員

ぬ｜氏 名 住 所 也 選出母体

佐々野秀喜 浜 ．．．．．．．． 竹下区長

2 本吉 蔦夫 浜町E・・・・・・・・・・・ ．．．．． 浜県住区長

3 ｜工藤晃二 緑ケ丘2丁目・・・・・ 浜山アパート区長

4 松本 栄 緑ケ丘4丁目・・・・・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 南アパート区長

5 山崎自子 緑ケ丘4丁目 ．．．．． 南緑ケ丘1区長

6 ｝＼..田 僑 緑ケ丘4丁 ．．．．．． 南緑ケ丘2区長

7 山本 憲市 緑ケ丘5丁目 南緑ケ丘4区長

8 中原 欝一 緑ケ丘5丁目圃・・・・ ．．．．．． 南緑ケ丘5区長

9 片伯部幹男 緑ケ丘5丁目 ．．．．． 南緑ケ丘6区長

10 山本 好雄 構口町1丁目 圃・・・・・ 構口 1区公民館長

11 大崎弘昭 構口町2丁目・・・・・ ．．．．． 構口 2区公民館長

12 花畑周二郎 緑ケ丘2丁目・・・・・・ ．．．．．． 緑ケ丘公民館長

13 藤 田重昭 浜町 ．．．．．． 民生児童委員

14 石田 佳苗 緑ケ丘 1丁目 ．．．．． 々

15 牧 節子 緑ケ丘2丁目 圃圃圃•I 々

16 花畑 雅子 緑ケ丘2丁目・・・・・ ．．．．｜ 々

17 甲斐 照雄 緑ケ丘2丁目 圃・・・・・・ 々

18 猪須 睦美 伊達町3丁目 ．．．．． 主任児童委員

19 玉田テノレ子 緑ケ丘3丁目 ．．．．． 々

20 佐藤 章弘 伊達町1丁目・・・・・ ・・・・・伊達高齢者クラプ会長

21 橋口将秋 浜町 圃圃圃園浜高齢者クラプ会長

22 煮玉 守

23 ｜城戸さとみ

24 本田 安生 緑ケ丘4丁目 圃・・・・・ 南緑ケ丘福祉推進チーム

25 田島 義弘 浜町 圃・・・・・ 浜いきいきサロン

26 吉本一美 浜町 ．．．．． 浜婦人部代表

27 火宮 訓 温 構口町2丁目・・・・・ ．．．． 構口二区高齢者クラブ

28 前田敏夫 伊達町1丁目 ．．．．．． 民生児童委員

29 岡崎嘉男 伊達町2丁目 ．．．．． II 



.，宣言言吋コ士也巨討吐壬きさ宇高卒止ちお言義妥きさ妥当さ貝リ

（名称）
第 1条本会は、恒富中地区社会福祉協議会とL¥う。

（事務所の所在地）
第 2条本会の事務所を、会長宅に置く。

（目的）
第 3条本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会（以下「市社協」いう。）の方針に基づき

地区（共栄町・伊達町・構口町・浜町・緑ケ丘）内住民を会員として、地域福祉の増進と福
祉のまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）
第 4条本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。

(l} 地域福祉に関する調査・研究
(2) 福祉関係機関・団体との連絡調整
(3）地域福祉活動の計画と実施
(4）地域福祉に関する啓発・広報
(5) 共同募金運動の推進に関する協力
(6) その他本会の目的達成に必要な事業

（役員）
第 5条本会に、次の役員を置く

( 1）理事 2 0人以内
(2) 監事 2人

（役員の選任）
第 6条本会に、会長1人、副会長2人を置き、総会において選任する。

2.選任の方法は、恒富中地区を国道 10号線をもって東地区と西地区とに分割し、会長は東西
地区より交互に選任するものとする。

3 .副会長は、東西地区より各 1名を選任するものとする。
4 .理事及び監事は、付則（第 1）に掲げる機関・団体の代表及び学識経験者の中から総会にお

いて選任し、会長が委嘱する。

（評議員）
第 7条本会に評議員を置く。

2.評議員は、社会福祉事業に関心を持ち、又は学識経験のある者で、本会の趣旨に賛同して
協力する者の中から理事会の同意を得て、会長が委嘱する。

3 .評議員の数は40人以内とする。

犠務）
第 8条会長は、本会を代表し会務を統括する。

2.副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名した副会長が、
順次にその職務を代理する。

3.理事は、理事会を組織し、本会の運営・業務を決定する。
4.監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。
5.評議員は、理事に協力し地域福祉増進のための活動を行う。

（役員の任期）
第 9条役員の任期は2年とする。

2.役職をもって役員に就任した者の任期は、その役職の残任期間とする。
3.補充役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（評議員の任期）
第 10条評議員の任期は、前条の規定を準用する。



（会議）
第 11条会議は、総会及び理事会とする。

2.総会は、理事及び評議員をもって組織し、毎年 1回会長が招集する。ただし、必要に応じ
て臨時に招集することができる。

3.理事会は理事をもって組織し、会長がこれを招集する。

（総会の議決事項）
第12条総会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ）事業計画並びに運営に関する事項
(2）予算及び決算に関する事項
(3) 会則の改廃に関する事項
(4）役員選出に関する件
(5) その他、会長が付議した事項

（理事会の議決事項）
第13条理事会は、次に掲げる事項を審議決定する。

{ 1）事業計画並びに予算・決算に関する事項
(2）総会の議決により委任された事項
(3) 役員選出に関する件
(4) 会長が付議した事項
(5) その他、必要な事項

（議事）
第14条総会は、構成委員の過半数（委任を含む）の出席により成立し、議事は、出席者の過半数の

同意をもって決定し、可否同数のときは議長の決するところによる。
2.理事会は、理事総数の3分の2以上（委任を含む）の出席により成立し、議事は、出席者の

過半数で決定し、可否問数のときは議長の決するところによる。

（議長）
第 15条総会の議長は、その都度出席者の中から選出し、理事会の議長は会長とする。

（会計）
第16条本会の経費は、次の収入をもって充てる。

( 1）市社協助成金
(2) 寄付金
(3) その他の収入

（事務局）
第17条本会に、庶務及び会計事務を担当する事務局長及び事務局次長を置く。

2.事務局長及び事務局次長は、理事会において選任し会長が委嘱する。
3.事務局長及び事務局次長に対し、付則（第2）による弁務費を支給する。

（監査）
第18条監査は年 1回以上行い、総会において監査結果を報告しなければならない。

（会計年度）
第19条本会の会計年度は、毎年4月 1日から翌年3月31日までとする。

（付則）
この会則は平成 8年 11月30日から施行する。

平成 10年 8月 3日一部を改正する。
平成 18年 4月 1日一部を改正する。
平成22年 4月 1日一部を改正する。
平成24年 4月 1日一部を改正する。



付則（第 1）役員選出母体

NO 役 Eミ 選 出 母 体

区 長

2 民 生 児 呈.::0::.主 委 貝

3 公 民 館 長

4 ・IーE司‘：.. ー－ 齢 者 ク フ フ

5 地域福祉推進 チーム

6 福 祉 施 曇目玉凡ζ 代 表

7 小 中 学 校 P T A 

8 障 量E司呈 者 団 体

9 学 識 経 験 者

10 ボランティア団体

付則（第2）事務局長・事務局次長弁務費
事務局長 年 20, 0 0 0円
事務局次長年 10 I 0 0 0円



平成22年度定期総会

議 案 書

延岡市恒富北地区社会福祉協議会

平成22年 5月 18日

延岡市社会福祉センター



延岡市恒富北地区社会福祉協議会総会

総会次第

(1）開 A
A
京

(2）会長挨拶

(3）来賓挨拶

(4）議 事

①議長選出

② 平成21年度活動経過報告

③ 平成21年度収支決算報告

④ 会計監査報告

⑤ 平成22年度活動計画（案）

⑥ 平成22年度活動予算（案）

(5）その他

(6）閉会

1 



平成21年度市恒宮北地区社会福祉協議会活動

平成21年

4月 7日会計監査 会長事務所午前 11時

27日三役会

5月18日 平成21年度恒富北地区社協総会福祉センター

6月26日延岡市社会福祉大会 野口記念館

さくら福祉推進チーム表彰

7月 19日 三ッ瀬福祉推進チーム発会式

22日 佐伯市介護老人保健施設「和の風Jを視察研修

27日三役会

8月 4日 健康講話「あなたの心元気ですか？J 福祉センター

7日 延岡市地区連絡協議会理事会出席

25日 ふれあいグランドゴルフ 旭町方平児童公園

9月 8日 三役・民生児童委員会議 福祉センター

29日 民生委員会議 垂水高lj支部長宅

10月 2日 健康講話と料理を楽しむ 恒富コミュニティーセンター

12月 12日 恒富北地区社協理事会

平成22年

2月 7日 ふくしバザー

1 7日 延岡市地区社会福祉連絡協議会理事会出席

25日 いきいきサロン「春の日j結成準備

3月 9日 恒富地区高齢者コミュニティー管理運営委員会出席

30日 小学生とふれあいグランドゴルフ 方平児童公園

以上
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延岡市恒富北地区社会福祉協議会

平成21年度（平成22年 3月 31日まで）収支決算書 平成22年 5月 18日

収入の部

科 目 金 額

平成 21年度より繰越金 300, 927 

延岡市社会福祉協議会より

運営助成金 144, 000 

延岡市社会福祉協議会より

活動助成金 80, 000 

雑収入（預金利息） 1 0 1 

J口~ 計 525, 028 

支出の部

科 目 金 額 摘 要

広報活動費 。コピー代金は延岡福祉センターが無料で印刷

地区負担金 5, 0 0 0 延岡市社会福祉協議会

研修活動費 85, 711 福祉施設・ボランティア研修、

地域福祉活動費 60, 000 さくら、永池・雀の学校、ニツ瀬福祉推進チーム助成

会議費 59, 810 総会およびニ役会、理事会

事務費 8, 4 0 0 連絡用はがき、会計監査

料理を楽しむ会

福祉活動費 89, 843 グランドゴルフ（夏・春）参加賞、お茶菓子

l口~ 言十 308, 764 

差し引き 216, 264円は、平成22年度へ繰越し。

上記のとおり報告いたします。平成21年4月 10日 会計 甲斐清子

監査報告

平成21年度の決算関係の書類を監査いたしました。領収書、預金通帳、金銭出納帳照合

の結果、正確に処理されていることを証明いたします。 “一、

平成22年 4月 10日 監事 堀尾建治 4~FIU姐監｝
監事 柳田栄雄｛；桝~~

＼必以ゾ
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延岡市恒富北地区社会福祉協議会

平成22年度事業活動計画（案）

5月 市恒富北地区社会福祉協議会総会開催

6月 健康講座 健康のべおか21 

恒宮北地区社会福祉協議会理事の交流グランドゴルフ

7月 市恒宮北地区社会福祉協議会の役員研修会

8月 地域福祉推進チーム、高齢者の交流グランドゴルフ

中島町、春日町、 2地区のいきいきサロン立ち上げ

9月 各地域で敬老の日実施、

10月 地域福祉推進チーム、高齢者クラブの皆さんと交流グランドゴノレフ大会

11月 健康講座 健康のペおか21 

地域高齢者ふれあい食事会

12月 市恒富北地区社会福祉協議会役員理事会

平成22年

1月 福祉バザー開催へ協力

2月

3月 福祉協議会理事、小学生ふれあいグランドゴ、ルフ大会

4 



収入の部

科 目

繰越金

地区社協

運営助成金

地区社協

活動助成金

雑収入

iロ~ 計

支出の部

科 目

地区負担金

研修活動費

地域福祉

活動費

福祉活動費

会議費

事務費

予備費

合計

延岡市恒富北地区社会福祉協議会

平成22年度活動予算（案） 平成22年 5月 18日

本年度 前年度 増減 摘要

一

216, 264 300, 927 84, 663 

一

140, 000 144, 000 4, 0 0 0 

80, 000 8 0, 0 0 0 。
一

1 0 0 1 0 1 1 

一

436, 364 525, 028 8 8, 6 6 4 

本年度 前年度 増 減 摘 要

5000 5,0 0 0 。市社会福祉協議会

＋ 福祉施設訪問視察

1 0 0,0 0 0 8 5 7 1 1 1 4 2 8 9 研修費

＋ 地区福祉推進チーム

80000 6 0,0 0 0 20000 助成金ほか

＋ 健康講話および地域

100,000 89843 101 5 7 高齢者食事会

＋ 

7 0,0 0 0 5 9 8 1 0 101 9 0 総会、会議費など

＋ 

9,0 0 0 8400 600 はがき、事務用品、

7 2,3 6 4 

4 3 6,3 6 4 308，刊斗
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延岡市恒宮北地区社会福祉協議会役員名簿

平成22年 5月 18日

会 長 伊東歳次 会 計 甲 斐 清 子

副会長 佐藤平八

副会長 垂水正人 監 事 場 尾 建 治

副会長 宮田 京子 監 事 柳田栄雄

選出母体

中島 1区長

中島2区長

中島3区長

旭町区長

安賀多 1区長

安賀多2区長

春日 1区長

春日 2区長

春日 3区長・ポラン

話電所名
一
一
一
日
一
正

章一一一行一円

｝
一
氏
一
水
一
野
一
中
一
村
一
本
一
尾
一
南
一
瀕
一
藤

事一

量
一
枚
一
回
一
上
一
山
一
堀
一
阿
一
早
一
佐

理

t
L
一
の
＆
一

q
u
一
A

－
ι

一
民
υ
一
氏
u
一
ワ
’
一
只
u

三ッ瀬区長

永池区長・公民館長

国jボランアドバイザ

民生・児童委員

民生・児童委員

民生・児童委員

民生・児童委員

民生・児童委員

民生・児童委員

民生・児童委員

黄色リボン会長

高齢者クラブ会長

中島区公民館長

中島保育所長

中島児童館長

前民生・児童委員
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刊
一
日
一
は
一
口
一
一
一
一
日
一
日
一
口
一
日
一
日
一
日
一
幻
一
口
一
日
一

μ
一日

正

桂

トモエ

慶子

栄雄

紀子

千寿子

フミヨ

美鈴

賎夫

昭二郎

京子

忠 臣

官 栄

紀 美

清 子

明岡
一
松
一
岡
一
水
一
悶

瀬
一
本
一
岡
一
中
一
村
一
回
一
光
一
村
一
回
一
斐

永
＝
戸
一
吉
一
垂
一
柳
一
場
一
早
一
山
一
稲
一
回
一
笠
一
宮
一
久
一
吉
一
松
一
甲



高齢福祉課様

社会福祉協議会様

ふれあいの里様

恒富南地区社協総会開催について

＂震長官事る
／γ 

琳成多肴叫t 矛7

平成 25年 4月21日

恒富南地区社協会長

今年も地区社協の総会を開催する時期になりました。

各位には日頃からご協力を戴いており感謝いたしておりま

す。

今回実施致します25年度総会に際しまして、来賓とし

てご来場戴き、各位のご挨拶を頂けると幸いです。

記

日時 平成 25年 4月 23日ωく） 10時開会

場所 緑ケ丘恒富南コミュニティセンター

（旧ウノレスラ短大跡〉

以上



平成25年慮

恒富南地区祉会福祉協議会

定期総会

日時平成25年4目23日（火）10時00分

会 場 恒富商コミュニティ台ンター

要 付 9時30分cJ:C.I



延岡市市民憲章

1. 郷土を愛し、自然の美しさを生かしましょう。

2. 遠い歴史をたたえ、新しい時代の風習を育てましょう。

3. 健康で清潔な街にしましょう。

4. 公共の物を愛護し、誰にも温かく親切にしましょう。

5. カを合わせ住みよい延岡市をつくりましょう。

①開会の言葉

②市民憲章朗読

③会長挨拶

④来賓挨拶 ／繁’三

⑤議長選出 ニ~
⑥議案審議

総 £』
ヨミ

イ） 平成24年度事業経過報告

ロ） 平成24年度決算報告

次 第

ノ、） 会計監査報告並びに決算報告承認

ニ） 規約改訂について

ホ） 平成25年度役員選出

へ） 平成25年度活動内容（案）

ト） 平成25年度予算（案）

チ） その他

⑦退任役員と新任役員挨拶

③閉会の言葉
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24年度恒富南地区社協活動結果報告

［概要］ 平成25年4月23日

l, 24年度は、 23年度中に検討・作成した「地域福祉推進計画jを実践に

移すべく各区に働きかけて、その具体化を進めた。

2, 一方では活動の基礎となる、地域内の親睦を強化し災害時等の、非常

時に相互の助け合い活動が可飽となるよう、 fあいさつ運動jを地域内の

小中学校を巻き込んで実施したが、初年度でどこまで成果が得られたか

については今後の検討が必要である。

3, 地域内の助け合い意識の確認を兼ねて、平原地区が地区全体で取組む

防災・避難銅線を実施した。実施日は当初計画より遅れたが 700人が参加

する結果となり、区長会の努力が実を結んだ。

｛専門部活動］

1，総務部理事会の開催隔月開催（4/21,6/30, 8/18, 12/15, 2/9) 

野外研修と理事会開催 (10/9) 

恒宮南社協総会開催（4128)

2，厚生部 7/29 ミニバレー大会開催

10/21 グランドゴルフ大会開催

上記活動準備の役員会、監督者会議を開催

3，ボランティア部

7/10 ふれあいの里清掃作業実施

12/7 ボランティア部研修大会開催（各チームの現状と課題）

上記活動のための代表者会議を数回開催

4，育成郁子育てサロン毎月第2月曜日に開催

子どもの健康についての講話。社協研修会。

5，広報部 3回／年会報発行（8/1, 12, 1, 4/1,) 

民通活動1
1，延岡市社会福祉大会に参加（5/13)

2，健康講話を聴く（10/13 福祉大佐藤教扮

3.第 33回福祉パザーに協力

4，地域福祉推進大会に参加 {2/24活動報告を行う）

-2-
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（会~：；；fオ）

区長アンケートの回答内容（抜粋）

1，ご近所活動を活発化させるには（内容or問題点）

－ウォーキングや、ラジオ体操を実施している・

・週 2回グランドゴルフを実施（避難場所で） ( 2) 

・浜遊び、盆踊り、 GG大会、歩こう会、避難訓練、ミニボーリング等0

．地区の防災マップを作成し全戸に配布。

・各グループの集まりで親睦を深めている。

・災害時や葬儀の時は全員で助け合っている。

－役員が短期間で交代する、

・公民館がない。高齢者の二人暮らしが増加している。（ 2)

・運動会等の行事を実施しているが、参加者が固定している0

．若い区民との交流を計画中

・男性の集いが少ないので老人クラプの結成に取り組んでいる0

・防災無線がない。夜間の災害発生は大変。

・未加入世帯が20%もある。

－考えてもらう、意識してもらう。をどう実現するかを、まず検討する0

・健康維持，事故災害防止の自助活動意識は低い。どう訴えるか？

レベルの高い人に頼っているのが現状だ。

－地区住民の連帯感が希薄。

・健康管理という個人の問題が、何故社会問題なのかの説明が不可欠。

・人の世話にならない、が、人の世話もしないになっている。

・若手の活動家を見つける必要がある。

・区の会報を出してから、行事の参加者が増えた。

2，全体活動は何をするべきか

・健康長寿や、災害防止の出前講座等0

．区長会等で協議すべきテーマである。
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平成24年度恒富南地区社協・収支決算書

［ 収入 ］ 

平成25年 4月 10日

項 目 予算額 決算額 比較 摘 要

前年度繰越金 150,859 150,859 。
運営助成金 180，似）（） 177,950 -2,050 基礎額・企画広報・世帯割額

活動助成金 120,000 12仏000 。助成事業対象20,000以内X6件

雑収入 20,000 26，飢渇 6,006 ミニバレー・Gゴルフ参加料

京j 息 50 36 一 14 

i口~ 計 470,909 474,851 3,942 

［支出 ］ 

項目 予算額 決算額 比較 摘 要

広報活動費 100,000 95,868 4,132 広報紙の箔行（年3回）

研修活動費 80，印刻。 54,841 25,159 役員研修費（先進地視察等）

地域福祉活動費 110,000 114,45'1 -4,457 Gゴルフ、子育てサロン、他

会議費 60.，制加。 36,298 23,702 理事会お茶食事代

負担費 7,500 7,500 。地区社協連協会費

通信事務費 ぬ000 10,120 19,880 事務用品、コピ｝代等

変通費 10,000 .7,000 3,000 会長会議変通費

諸手当 10,000 10.，似刻。 。会計担当手当

保険代 5,000 2,700 2,300 スポーツ大会保険

予備費 58,409 4,463 58,946 退任記念品

.J.ロ~ 計 4'10,909 348,247 127,662 

差引残高 474,851円－343,247円＝1311604円

平成25年度繰越金 131,604円

監査報告 平成24年度収支決算について平成25年4月10日監査の結果、正被

に事務処理されていることを認めます。

平成25年 4月 10日 会計監査朽 ~a 佑え②
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－． ｜恒富南地区社会福祉協議会｜

A 
品占、 則

平成 25年 4月 23日改訂

’hu 



恒富南地区社会福祉協議会会則
〈名称・組織・事務所）

第1条 本会は f恒富南地区社会福祉協議会j と称する。

狙織および事務所）

第2条本会は、恒富南地区（平原、若葉、沖田、片岡、鶴ケ丘、塩浜の各町

をいう）の住民を以って組織し、事務所は会長宅に置く。
（目的）

第8条本会は、延岡市社会福祉協議会の基本方針に基づき、地域の組織的

活動を促進し、高齢者福祉、児童福祉、その他地域の社会福祉の増

進を図り、以って f安心して暮らせる街づくり j を実現することを

目的とする。

1，地域生活支援体制の整備（見守り、生活援助、その他〉

2，子育て支援、その他児童の健全育成活動を推進する。

3，高齢者・障害者の積極的な社会参加を支援する地域環境の整備。

4，介護予防、引きこもり予防、認知症予防対策の推進。

5，その他安心して暮らすために必要な住民活動の推進。

（事業）

第4条本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行なう。

1，地域福祉推進チ｝ムを全地域に創設し、地域福祉活動を活性化する。

2，各区長会、公民館長会、民生委員児童委員協議会、高齢者クラブ、

地域福祉推進チーム、地域内福祉関係施設等の、各福祉関係団体関

相互の連絡調整を行い、社会福祉等全般のレベル向上に努める。

3，南中校区青少年健全育成協議会、小・中学校PTAなどの児童育成

団体および各学校、関係機関等と協力し児童福祉の増進に資する。

4，地域福祉に関する啓発・啓蒙を図るために、機関紙発行、その他の

広報活動を積極的に実施する。

6，その他、本会の目的達成に必要な事項を企画・実施する。

（役員）

第5条本会には、総会の承認を得て就任する次の役員を置く。

1，会長 1名

2，副会長 3名

3，事務局；長．会計 各：
4，理 事 若干名（理事は地区代表として、付属細則第3条に

より選出する）

5，監事 2名

会長・副会長・事務局長・会計・および監査役・専阿部長は、理事・

評議員全員の中から選出し、顧問は必要に応じて会長が委嘱する。
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（担当役員の選任）

第6条本会には、次の専門担当役員を置く。

また総ての理事はいずれかの専阿部に所属するものとし、専門役員

は副担当および専門委員を委嘱することができる。

1.専阿部長 5名（厚生、広報、育成、ボランティア、車種望。

2，地区総括 3名（地区の区分は、付属細則第4条に定める）

（評議委員の還俗

第7条本会の理事を補佐し、地織福祉の推進を図るために、地区、または

第4条第2項の各推薦母体を代表し、かっ、本会総会の議決権を有

する評議委員を選任する。

1，評議委員 若干名（評議委員は、付属細則第8条により選出する）

（役員の任務）

第8条本会役員は、それぞれの会務毎に次の責務を有するものとする。

1，会長は、本会を代表し会務を統括する。

2，副会長は、会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。

3，基盤筆；也選基盤通盛昼過魁並臨盤艦；金重姐盤塗
司to.滋進狩箸記：：j滋誕婆釜厳め肖譜えt蓮華EをJ園；る＇：~＼~

4，会計は本会の会計全般を司る。

5，理事は、地区代表または推藤母体代表として理事会を組織し、本会

の業務の樹子に当たる。また理事会の決定事項を代表する組織内に

周知し、円滑な会の運営を図る。

6，各専阿部長は、それぞれの専阿部を組織し、副部長とともに本会の

目的に沿った活動を企画・実践し、目的達成を推進する。

また、専阿部の職務内容は別途付属細則の第6条に定める。

7，地区総括は、地区内各役員への連絡、および調整の業に当たる。

8，監事は、会計業務および執行した業務を監査する。

9，評議員は、総会の議決権を行使して、本会業務を決定する。また、

総会決定事項については、理事とともに代表する組織内に周知する。

（役員の任期）

第9条役員の任期は2年とする。但し再任は妨げない。

1，補欠により批任した役員の任期は、前任者の残存期間とする。

2，役員は任期満了後も後任者が就任するまでは、その任務を行なう。

~3~：~：.混生~童委員等径潮：が築iなる場合はい任期終了後の：；；：~3~：潟：まで；どずる~~＇
4，評議委員の任期は前各項に準ずるものとする。

（会議）

第 10条会議は『総会Jr理事会Jr企画会議j の三種とする。

1，総会は全評議委員以上を以って構成し、毎年 1回会長が召集する。

但し必要に応じて臨時に召集するととができる。
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2，理事会は総会に次ぐ決議機関であり、三役、専門郎長、および理事

全員により構成し、原則として定例日に会長が召集する。

8，企画会議は三役と専門部長を以って構成し、企画・検討が必要な事

項が発生した場合に随時会長が召集する。

（会議の決定事項）

第 11条総会および理事会の審議決定事項は次に掲げる事項とする。

1，総会の審議決定事項。

a)事業計画並びに運営に関する事項。

b）決算および予算案に関する事項。

c）会則の改廃に関する事項。

d)その他必要事項。

2，理事会の審議決定事項。

a)事業計画並びに運営に関する事項。

b）決算および予算案に関する事項。

c）細則の改廃に関する事項。

d)総会の決議により委託された事項。

e）その他必要事項。

（議事の成否）

第 12条総会は構成員の過半数の出席により成立し、議事は出席者の過半数

の同意を以って決定する。，e否問数の時は議長の決するところとす

る。

2，理事会は理事総数の過半数の出席により成立し、議事は出席者の

過半数の同意を以って決定する。賛否同数の時は議長の決するこ

ととする。

（会議の議長）

第 13条総会の議長はその都度出席者の中から選出し、理事会の議長は会長

が勤めるものとする。

〈会計）

第 14条本会を運営する経費は次の収入を以って充てる。

1，延岡市社会福祉協議会からの助成金。

2，寄付金。

8，その他。

（監査）

第 15条監査は年 1回以上行い、総会において結果を報告しなければならな

し、。

〈会計年度）

第 16条本会の会計年度は毎年4月 1日から翌年3月 31日までとする。
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（細則）

第 17条本会則に定めのない事項で、事業に関する必要事項等については

別途『恒富南地区社会福祉協議会会則付属細則j に定める。

（付則）

本会則は、平成 10年2月8日から施行する。

平成 14年4月25日 一部改訂する。

平成 12年4月 16日 一部改訂する。

平成 16年4月28日 一部改訂する。

平成 18年4月 19日 弔意規定を新設する。

平成21年4月22日 組織改定に伴い一部改訂する。

平成23年6月 11日 一部改訂する。

平成25年4月 23日 専阿部組織を一部改訂する。
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恒富南地区社会福祉協議会

会則付属細則
〈目的）

第 1条本細則は、会則の詳細事項、または具体的事項、会則の補則、並び

に事業計画等、改訂の機会が多いと考えられるものの中で、明確化

が必要なものについて定めるものとする。

（弔慰金制度う

第2条本会を構成する理事および評議委員が死亡した時は、香典料として

3千円を支出し弔意を表す。

（役員選出母体）

第3条本会則第5条第4項の理事選出は下表の通り、 8地区4団体ごとに

定数を定め、それぞれ f地区・団体代表j として選出する。

地 区 区長 民生児童 推進チーム 高齢者 理事／

公民館長 委員 いきいきサロン クラプ ／評議委員 戸 数

平原 3/ 6 3/ 7 1/5+4 1/ 5 7/27 1,226 

若葉片回

沖田 2/ 8 3/ 7 1/5+4 1/ 5 7/28 1,247 

鶴丘塩浜 4／主企 3/ 8 1/5+4 1/ 3 9〆亙温； 1,364 

合計 8／歪乏 9/22 3/ 2 7 3/13 2 3／笠笠 3,837 

（地区区分〉

第4条本会則第6条第3項の地区総括の担当区域は前条の地区区分とする。

1, 上平原、下平原、平原西、平原東、椿ヶ丘、椿サンハイツ。 6区。

2, 若葉中央、若葉北、若葉南、神田 1、沖田 2、片岡、自由ヶ丘。

ガーデンヒノレズ沖問。 8区。

3, 鶴ヶ丘1、鶴ヶ丘2、潮美、向洋、塩浜2、塩浜県住、県共済、
朝陽、ひかり、西県住、なぎさの丘、笹目、望織告~~：：巾；；；！：；、~；＇~·w>

〈評畿委員の選ω
第5条本会則第 7条の評議委員選任は、 3地区内の下記組織より選任する。

1, 地域内区長全員、および公民館長全員。

2, 地域内民生委員児童委員全員。

3, 地域内推進チ｝ム代表全員、および、いきいきサロン代表全員。

4, 地域内高齢者クラブ会長全員。

5, その他必要と認められる関係団体代表。
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（専阿部業務範囲）

第6条 本 会則第8条第5項、専門部の業務範囲はそれぞれ次の通りとする。

（付

1，厚生部 主として自立可能な高齢者を対象とする事業。

2, 

3, 

4, 

広報部

育成部

① 高齢者クラプとの交流および組織拡大を援助。

②認知症予防に関する事業。

③ 各種スポーツ大会の開催。

④ 高齢者と児童との受流促進。

広報活動全般。

①広報紙の発行。年3回。

②各部計画と結果の把握。

③ 本会の事業展開に必要な広報活動全般。

幼児・学童の健全育成に関する事業。

①親子会・子ども会との交流と組織拡大。

②子育てサロンの展開。

③ 青少協・小、中学校との協カによる事業。

④ 高齢者と児童との交流の促進。

ボランティア部 主として介護が必要な高齢者対象の事業。

①推進チ｝ムの現状把握と組織拡大。

② いきいきサロンの現状把握と組織拡大。

③ 引きこもり予防に関する事業。

④ 地域ボランティア活動の推進。

⑤ 包括支援センターとの協カによる事業。

5，童盤雄三重鎧盗塁芝盟主虚d主主主主濫魁魁
位通睡重重盗WI盤整笠錨幽幽塗幽金

めJ蛍“適当、動言i ‘t・jjj>j：.~守主

盛；i；遁盤整丞芝Z彊茎盗遵獲量遁盤亘涯撃重重量乙よ主主主主企

則）

本細則は平成21年4月22日 から施行する。

平成23年6月 11日 条文の一部を改訂する。

平成25年4月23日 専阿部に関する条例を一部改定する。
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2 5年度恒富南地区社協役員名簿〈案〉

｜会長 坂本保男｜〈再） 塩浜・鶴ケ丘地区選出 笹目区長

｜副会長 久富熊雄｜（再） 片岡・若葉・沖回選出 若葉南区長

児玉勝之 K再） II 選出民生委員

岡田雅子 K再） 塩浜・鶴ケ丘地区選出 民生委員

博務局長 山本盛男 K再・前総務部長）平原地区選出上平原区副区長

｜会計 酒井 四男 附）塩浜・鶴ケ丘地区選出民生委員

陣生部長村川 裕二 K再）塩浜・鶴ケ丘地区選出向洋区長

｜育成部長岡田雅子 K再・副会長・兼務）

｜ホランティア部長早瀬昭男阿）

塩浜・鶴ケ丘地区選出潮美区長

｜広報部長 黒木 一夫｜噺）塩浜・鶴ケ丘地区選出民生委員

｜高齢者部長〈新設）片伯部八千代断）

平原地区選出福祉推進チーム代表

｜監事（会計監査） 杉田信夫 K再）

塩浜・鶴ケ丘地区選出福祉推進チーム代表

II 渡遺斉巳｜噺）

片岡・若葉・沖回選出 自由ヶ丘区長

以上
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恒富南地区社協・活動目標 H25.4 1 

25年度活動内容の設定（案〉
恒富南地区社協会長坂本保男

1，活動の趣旨

25年度は f僅富南地区祉協j において、 23年度に立案した f地域福祉活動計画j

について、その具体的活動2年目という形の展開を予定しています。

恒富南地区社協は、延岡市全体の中でも高齢化の進捗状況が著しい地域ですし、現実

に団塊の世代が高齢者の仲間入りとなったため急激な高齢者増になってきています。

当然、更に5年先、 10年先を見た福祉活動が求められており、 10年後も福祉の第

一線で活動することのできる年代の人たちを、どのように仲間に入れることができるか

が、一つの大きな鍵になります。

また、健康維持、防災対策と、個人をペースにして自分や家銭の命を守る自助活動と、

fいざj というときに近隣が協カして助け合う関係を如何にして築くかという活動が、

地域の安全・安心を守るという点では重要な課題と考えています。

今回作成した f地域福祉活動計画jでも、個人・地区・地域のそれぞれで何をなすべ

きかを磁拾し、納得した上で自らの行動を決めて頂くという基本から始めていますが、

既に実行している地区を歩考にして、それぞれの地区の具体化をここに提案します。

2，活動の方向・手段

①活動は個人を中心とするものが多く、一人一人が自分自身、または家族のために何

をするべきかを考えて頂かなければなりません。そのためにそれぞれの区で、どのよ

うなげーダーシyプを取るj ことができるのかが関われることになります。

24年度に平原地区全体で実施した、防災避費量訓練は地域の幹を深め、実際に災害

が多量生した場合を想定しても効果的な地区活動であると考えられますので、是非参考

にして頂きたいと思っています。

②活動の前提条件

1) 2 4年度は，小学校・中学校を巻き込んだ形の『あいさつ運動j からスタ｝ト致

しましたが、このことは地埠の人たちを知り、仲間意織を待ち合うためにも重要な

活動ですので、是非続けて実施できるようご支銀頂きたいと思います。

2）活動の中心は区長各位にお願いしなければなりませんが、推進チーム他の福祉組

織にも力量を発揮して頂かなければなりませんので、是非、活発に活動のできる

年代の方々を仲間に引き込んで頂く工夫をお願い致します。
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③上記の活動は、 5年間で一応の成果を出すよう計画していますが、 2年目の今回は、

f活動の導入jから f定着j ということで、全員参加型で活動が進められるような状

況が作れれば f第一段階は成功j と考えています。

3，地域別の具体的な活動

① 定期的な活動を推進する活動計画と、活動の指導者を育成する。

②適正な食生活を維持するための際演会や、調理講習会等の健康維持企画と実践。

③ 定期健診の受診、禁煙の実行等、健康長寿の維持に必要な事項について、個々に

指導できる体制と、周辺の環境作りを実現する。

④ 災害防止の観点から、自主防災組織またはそれに代わるような共助組織を創る。

4, 現状組織と今後の「活動組織j との関係。

① 区長会組織の地域重点化。

各区の区長は、地域の活動において最重要な立場であり、区長の協力無くしては、

活動の成果はあり得ないということで、区長会を恒富南分会として、恒宮地区全体

からは独立した形として、地区社協単位で常時協議が可憶にはなっていますが、実

質的な、地区全体の『活動体制j を確立するところまでは至っていません。

今後は地区内各区長がどのようなり｝ダ－~~プを取れるのか、特に地区内 3地

域の区長各位がそれぞれどのような活動をされるのかについて、そのご努カに期待

したいところであります。

②恒宮南地区社協内の活動単位見直し。

恒富南地区社協では、昨年度から交通安全協会の支部活動の範囲に合わせた形で、

実質的な活動を計画し実施していますが、一部では、地域の中に他地域と混在して

いるため活動に不具合を生じている部分があり、区の単位に囚われることなく、実

質的に効果のある活動が出来るよう、組織のあり方を検討したいと考えています。
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平成25年度恒富南地区社協・予算（案）

［ 収入 ］ 

項 自 24年決算 25年予算 比較

前年度繰越金 150,859 131,604 -19,255 

運営助成金 197,950 180，制加。 -17,950 

活動助成金 120,000 120，制加。 。
雑収入 26,006 20，創）（） - 6,006 

利 息 36 50 14 

iロ!lo.. 計 494,851 451,654 -43,197 

［支出 ］ 

‘ 
項目 24年決算 25年予算 比較

広報部活動費 96,868 100,000 4,182 

研修活動費 54,841 70,000 15,159 

地域 厚生部 印，縦訓O

福祉 育成部 114,457 25，制加 10,543 

活動 がデノティア部 25，倒防

費 高齢者部 25，似到。

会儀費 86,298 50，似加。 13,702 

負担費 7,500 7,500 。
通信事務費 10,120 30,000 19,880 

交通費 7，似）（） 10,，似加。 S,000 

諸手当 10,000 10，似刻。 。
保険代 2,700 5,000 2,300 

予備費 4,463 44,154 39,691 

iロ~ 計 343,247 451,654 108,407 
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平成25年 4月 10日

摘 要

基礎額・企画広報・世帯割額

助成事業対象 20,000以内X6件

ミニパレー・Gゴルフ参加料

摘 要

広報紙の発行（年3回）

役員研修費（先進地視察等〉

Gゴルフ、ミニパレー

子育てサロン、

研修費、会議費

演芸会、 Gゴルフ、他

会場使用料、理事会茶食事代

地区社協連協会費

事務用品、コピ｝代等

会長会議交通費

会計担当手当

スポ｝ツ保険
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凪 ヘ盟璽器援護議覇 i 
面 開謹輯盤面鑑幽磁歯菌幽歯菌総 園
長3 圃圃圃圃圃圃園田覇露関掴．臨 画

面 匝l
凪 日時平成22年4月24日（土） ~ 

凪 9:30～ 11:30 ~ 
~ ~ 
~ 

会 場 ーヶ岡コミュニティーセンター 雪
面 匝l

~ ~ 
~ ~ 



・[・ 妥三~·＇. 之欠． ・祭主手 】

1 開会のζ とば

2 会長あいさつ

3 来賓あいさつ． 来賓紹介 （延岡市社会福祉協議会）

．，， 
J
 

、．，． 
・‘ι

4 議長選出 書記記録依頼

5 議事
、，・，、

( 1 ) 平成 21年度事業活動経過報告と承認

( 2 ) 平成 21年度会計決算報告－監査報告と承認

( 3 ) 役員の一部改選 選考委員会報告と承認

( 4 ) 退任（挨拶〉、感謝状贈呈・：新任者紹介挨拶

( 5 ) 平成2・ 2年度 事業活動計画提案と承認－
．一，一

( 6 ) 平成2.2年B号会計予算提案よ承認

( 7 ) その他

6 議長降壇

7 閉会の ζ とば



平成 2 1年度弓霊長三業ネ圭主邑幸良壬去

年月日｜ 事業活動内容

21. 4. 8 I －ケ岡社協役員会 21年度事業計画，予算定期会等について 繍会長値4名
4.171 2 0年度ーケ同社協会計監査 鈴コらニティセンター 耕土田矢野勝捌断
4.25 I平成21年度ーケ岡社協定期総会 長一ケ岡コミセン 出席者51名、委任抗22、計73名

2 0年度事業経過報告－決算報告、 2 1年度事業計画－予算承認等
＊議長：海江田政利様（山手区区長）

5. 8 I延岡市地区社協連協理事会予算 年間事業計画他長市社会福祉センター鱗会長
5.15 I第 1回ーケ岡地区社協理事会。福祉研修会湘一畑仕出だより他長ーケ岡コミセン 会閥解
5.18 I地区社協運営－活動助成金交付申請書請求書提出 市社会福祉協議会

市地区社会福祉協議会連絡協議会費 7、50 0円納入 福祉協議会
5.21 I市社会福祉協議会連絡協議会総会鈴市社会福祉センタ－ 3名参加
5.26 I ーケ岡地区社協だより（前期）発行：区長組長~~ICお願いし、全世帯約3000戸配布
6. 14 I市災害ボランティアリーダ－養成講座 長市社協センタ一川上－武田
6. 19 I県住北3区福祉推進チーム懇談会鈴お区集会所 講師市社会福祉協議会

土々日包括センタ一 一ケ同社協理事
6.25 I夏休みふれあい朝のラジオ体操住民参加呼びかけチラシ配布殴8ん凶顧
6.26 I第31回延岡市社会福祉大会 野日記念館表彰（森崎会長南一畑5丁目福祉推進チーム）16名参加
7. 21ーケ岡地区社会福祉研修会長一ケ岡コミセン研修テーマ「認知症について j

講師；市高齢福祉課山崎真梨子様他2名－耐帥域福祉課佐伯課長様他1名参加者89名
7.10 I小学校地区親子会会長向け、朝のラジオ体操住民参加協力理解文書と

チラシ配布
7.24 Iーケ岡社協森崎会長－南ーケ岡 5丁目福祉推進チーム表彰お祝い
7.26 I市災害ボランティアリーダー養成講座（実践編）鈴市社協センター 川｜上理事
8. 71延岡市社協連絡協議会理事会長市社協センター 森崎会長

第 9回延岡市地域福祉推進大会開催について、福祉活動計画Kついて
7月ト8月｜ーケ岡地区親子会朝のふれあいラジオ体操に住民参加、がんばった賞

状を親子会長、関係者から子ども達へ 300技
9.15 I第 2回地区社協理事会、ふれあいGG大会、福祉研修会について
9.29 Iーケ岡地区ふれあいグランドゴルフ大会監督会実施 役員－理事－駆代表
10.14 Iーケ岡地区ふれあいグランドゴルフ大会 参加者98名
10.20 Iーケ岡県住北3区福祉推進チーム懇談会 県住北集会所会長他
10. 29 Iーケ岡地区社協だより発行（後期） 1 8区長配布依頼
12. 5 Iーケ岡地区社会福祉協議会福祉推進研修会 ーケ同コミセン 参加者 51名

「介護を通して学ぶζ とJ0 長坂恒雄様（ーケ同社協理事）
「生きがいと健康づくり J 0 演 方 堅市様（延岡市健康づくり指導員）

12.15 I延岡市地区社協連絡協議会理事会（市社皆川一極力参加、市峨蹴推進大会Kついて）紛会長
22. 1. 28 I第 3回一ケ岡地区社協理事会（福祉推進チームKついて研修視察Kついて）ー畑氏セン
1/12-2/7 I市社会福祉協議会福祉バザー参加協力 2/6・2/7（一畑地区福祉推進委員。民生脂委員他）

2.17 I延岡市地区社協連絡協議会理事会（地域福祉推進大会Kついて）森崎会長
2.19 Iーケ岡地区社協研修視察（30名参加） 都農特別老人ホーム尾鈴荘見学

小丸川揚水式発電所－えほんの里見学
3. 71延岡市地域福祉推進大会（28t参加） 。事例発表・アトラクション（幻自中学校吹奏楽部の演奏）

。講 演：演題 「ζれからの地域における新たな支え合いJ
講師 ルーテル学院大学教授和田敏明氏

4. 61第4回一ケ岡地区社協理事会 平成21年度反省と、新年度に向。て
平成 22年度総会について、場所：ーケ同コミセン

4.10 I平成21年度ーケ岡地区社協会計監査 監査員会長会計他ーケ同コミセン

- 2 -



平成 21年度 決算書

収入の部 （円）

項 目 予 算 額 決 算 額 増 減 摘 要

繰 越 金 191, 832 191, 832 。前年度より繰越金

運営助成金 270, 000 281, 320 1 1 ' 3 2 0 市社会福祉協議会より

雑 収 入 1 0 0 9 6 4 利子

計 461, 932 473, 248 1 1 ' 3 1 6 

支出の部 （円）

項 目 予 算 額 決 算 額 増 減 摘 要

広報活動費 15, 000 7 I 2 9 8 7. 7 0 2 地区社協便り，年 2回発行

講演会．恕親会 50, 000 5. 2 8 0 44, 720 講話会・推進チーム交流会等

ふれあい会費 140, 000 101, 456 38, 544 推進チーム活動費，ラジオ体操

研 修 費 50, 000 47, 488 2' 5 1 2 福祉協議会研修会参加費，視察等

~ 議 費 1 5' 0 0 0 9 I 5 8 0 5, 4 2 0 総会，理事会，冷暖房費，お茶代

費用弁償費 80, 000 9 1 . 0 0 0 1 1 ' 0 0 0 負担金，役員事務連絡，交通費等

事 務 費 14, 000 14, 275 2 7 5 事務用消耗品費等

予 備 費 97, 932 。 97, 932 

計 461, 932 276, 377 185, 555 

次年度繰越金（収入） 473, 248一（支出） 276, 377=196, 871円（繰越金）

-3-



竪左至歪幸反を奇書雪ド

去る平成22年4月 10日，ーケ岡コミュニティ

センターにおいて「平成21年度の決算書および

出納簿・領収書－預金通帳等Jを，監査の結果，

正確に処理されている ζ とを認め， ζ 乙に報告致

します。

平成22年4月10日

監事 土田和宏命

監事矢野武場

一－ 4 一一



弓喜多霞平成22年度 言十国主（案）

地樹吾i止の増進と福祉の町づくりをすいしんするために本年度は次の目，僚の実践に努める白

活動目標

地域住民の実態を把爆しひとり暮らし高齢者及び高齢樹立帯者障害者子ども等とのふ

れあいを図ることに努める。

±HY或住民へ地域福祉についての広報活動に努める。つιJ 

t也i或福祉関係旭織及び団体との連携を深め，講演、懇談会等を開催し，地域のふれあいと福

祉の輸を拡げることに努める。

3 

地場E福祉推進チーム聞の交流を図り研修とふれあいを通じて地場日福祉についての共通理

解に努める。

4 

子どもと高齢者の交流の場をつくりお互いにいたわりと助け合いの心を養うことに努める。

土曜日の児童福祉活動について検討する。

5 

その他

区長会，民生児童委員会，公開官長会，高齢者クラブ，出3脂祉推進チーム，親子会

PTA，保育園・幼稚園・小学校等の行事活動の協力に努めるo

l"v＂きいきサロン事業jの拡大と活動の協力に努める。

福祉協力系ilt~哉・団体の加入促進に努める。

地域福祉のボランティア協力員の拡大と協力を求めることに努める。

ーケ岡地域の福祉的な会館の建設要望に努める。

各区または公民館役員構成のなかに「福祉担当Jの役員を設置するよう要望すること

に努める。

戸

hu

。
0

0

0

0

0
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平成22年度月男リ弓三三葉言十E罰（案）

（年月i一事業名｜ 活動内 容

2 2. 4 I監 査 ｜鵡踏実施湖札憐備
理 事会 I ~脳演料蔀義 役員改選等
定期総会｜年度事業路館設告－決算審議

年度事業↑画と予算の審議

51理 事会 ｜役員解の働組と勾三時背併鮒
当面の事業晒につしミて機守する。

61広報発行 地区I出掛士会福祉儲義会だより発行
議活・敏廿腿 各繍世俗隼チームの交読得を縦滋炎し
宛涜会 地域福祉の意識を深め非ぷ型輸卒を図る。

71理事会 事鶏村容に~：）て機守
親子会長会 親子会との週発を深め意見要望を鱗勺し

活鋭↑画¢轡ζする。
ふれあいラジオ 親子会と溺秀し， ζどもと論緒のふれ
制約〉充実 あいを図る。

81ふれあいラジオ 親子会と週発し，乙どもと繭緒、地域
体操の売実 住民とのふれあいを図る。
高齢者と子供の ζ どもとの以前いを通じ，福祉に.~~
ふれあい会 ての瑚特深める。

91理事会 敬老会行事への初〕・公開白調刷協力
ふれあしミ電話 一人暮らしの苛給者へのふれあい電話
儲雌箇箇在勤 編曲信敏苗蝉備会を聞き樹齢荒突を

1 O I理事会 事掲λ踏にすJミて機サ
ーケ岡ふれあい 地区住民のふれあいと彩挺を図る。
グラバゴルフ大会 高齢者と小学校生のふれあいを深める。

1 1 I広報発行 捌翠白繍士会福祉協義会だより発行
観世街師修会 地域福祉併街隼と邦宙基調卒を図る。

1 2 ！ 理事会 事菊有用にすJミて機サ
繭緒ふれあい ふれあしヰ副院雪談会により締出ζ汎ミて
福被験会 瑚卒を深める。

場 所 ｜ 備考

哨コミュニ｜磁閥系協；力
ティセンター ｜団体等

役員－理事

→間コミュニ｜役員－理事
ティセンター

寸調コミュニ 全世荷配布
ティセンター 繍閥偏重体

協7痔

寸調コミュニ 役員－理事
ティセンター 民生！尽童委員

親子会長
公翠等の 関飛車体等
回議

公賓等の 役員・理事
日暴 民生児童委員
公開官 親子会長
集会所 高齢者クラブ

寸簡3ミュニ 役員－理事
ティセンター ？説廿街差委員

コミュニティセン｜役員・理事
タ．ーケ岡
中央公璽 関係者の協力

寸前コミュニ 全世帯配布
ティセンター 雄進委員

寸間コミュニ 役員－理事
ティセンター 区長－民生児

童委員

2 3. 1 I研断膝 研｛燐賎冬期ζより繍捌臓を行う。 川勝也 ｜傾－理事

2市連信網i民 会 地 助1の市主億棚修会bζ参加
理事会 ｜年間予事の反省－会制対兄

31役員会 ｜事業街並被告－会計決算等の機サ
理事会 ｜次年度事業↑画－予算案等併鰭1

役員改選等

- 6 -

詞議員希讃

明ヨミュニ｜傾・理事
ティセンター

→調コミュニ｜役員－理事
ティセンタ－



平成 22年度予算（案）

収入の部 （円）

項 目 前年度決算額 本年度予算額 増 減 摘 要

繰 越 金 191, 832 196, 871 5, 0 3 9 前年度より繰越金

運営助成金 281, 320 270, 000 11,320 市社会福祉協議会より

雑 収 入 9 6 1 0 0 4 利子

計 473, 248 466, 971 6' 2 7 7 

支出の部 （円）

項 目 前年度決算額 本年度予算額 増 減 摘 要

広報活動費 7' 2 9 8 1 5' 0 0 0 7, 7 0 2 地区社協便り，年 2回発行

講演会．懇親会 5' 2 8 0 30. 000 24, 720 講演会・推進チーム交流会

ふれあい会費 101, 456 140, 000 38, 544 子今ど川もと係高齢M者‘，推進チーム活動費等

研 ｛彦 費 47, 488 50, 000 2' 5 1 2 福祉協議会研修会参加費，視察等

コ£ヱ与 議 費 9. 5 8 0 1 5' 0 0 0 5. 4 2 0 総会，理事会，冷暖房費，お茶代

費用弁償費 91, 000 100, 000 9, 0 0 0 負担金，役員事務連絡，交通費等

事 務 費 14, 275 14, 000 2 7 5 事務用消耗品費，通信費等

予 備 費 。 lOム qqI 97, 932 

計 276, 377 持もも、 qc7{ 185, 555 

-7-



平成 22年度

一一ケ I司宇土妥き字冨字止 1湯言義委主＝f交員名簿寧（案）

考備
CJ 

τ7 番5言電所住名氏名職役

市社臨連合会理事北ーケ岡 4丁目圃・・・・日召県岡成長ム一品

事務局 締南ーケ岡 2丁目圃・・・・良日泰畑l
 
i
 

－－
a
F
 

長ム
玄高lj

事務局締南ーケ岡 3丁目・・・・・咲愛野矢々

南ーケ岡 3丁目．．．．． 幸田武事務局長（書記）

北ーケ岡 2丁目・・・・・野姫事高局次長（会計）

南ーケ岡 2丁目圃圃圃恒雄坂長事理

推量チーム代表南ーケ岡 4丁目．．．．． 子悦屋室II 

権違チーム代表
南ーケ岡 3丁目・・・・・子恵島中II 

高島者クラプ代表南ーケ岡 3丁目・・・・・造万高森II 

院チーム代表南ーゲ岡 2丁目圃・・・・公子藤須II 

躍進チーム代表南ーケ岡 5丁目圃・・・・矢哲野堀II 

民生児童委員北ーケ岡 2丁目．．．．．． 男寿泉、、．．．．．． ，， 

民生児童委員

II 

JI 
北ーケ岡 3丁目・・・・・
北ーケ岡 3丁目圃・・・・

省上l
 
i
 

－－
s

’
 

一＝一口r－E
 

越 英1
 

・1
’

事監

南ーケ岡 7丁目・・・・・男邦林々

前会長南ーケ岡 5丁目・・・・・美春崎森問顧

前副会 長北ーケ岡 2丁目．．．．． 雄時野津々

活動者全買にボランティア保険をかける．

理事は別表 Lζ 掲げる組織・団体の中から会長が推薦する．

会長・副会長・事務局（書記）・事務局次長（会計）は理事の中から推薦する．

監事は評議員の中から会長が推薦する．

役貝などの任期は 2年，但し再任は妨げない．
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ーケ岡地区社会福祉協議会会則
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（総会の議決事項）
第 11条 総会は次に掬げる事項を審議・決定する。

( 1）事業計閥並びに運営に関する事項
( 2）予算及ぴ決算に関する事項
( 3）会則の改廃に関する事項

. (4）役員の選任
(5）その他．会長が付議した事項
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［別表第 1J 

役員等構成

福祉関係協力組織・団体等

NO 福祉関係協力組織・団体等 現伎での加胤員・鵬等

1 区 長 ~企2』;;' 全 員

ー
. 

2 民生委員・児藍委員会 全 員

3. 公民館長会 会 員

4 高齢者クラブ会長会 全 員

5 地域福祉推進チーム代表 全 員

6 ーケ岡小学校親子会代表〈地区会長） 地区会長 1名

7 福祉関係役職経験者 若 干 名
－・

1----・・・・・・司圃－－

小学校・中学校代表

トー町四・ー・”

社会福祉施設代表（保育所、幼稚園等も含む）

－ー

障が い 者 団 体 代表

一 ． 

青少年健全育成団体代表

』ーーーー－－－ーー圃ーー・ー ー．

ボランティア団体代表
－ー．ー一一一 一一一一

その他、学識・福祉関係者等

』ー一一一一_l_一一一一一ー一一一一一一ー一一一一一

- 1 1 -



ーケ岡地区

地縮祉ボランティア協力員会運営規則

この規則はーケ岡地区社会福祉協議会の福祉活動に協力するボランティアの方の

活動が円滑に運営されるために作成したものである。

（名称及ぴ事務所）

1.本会は－－：ケ附地区、地域福祉ボランティア協力員会と呼び、事務所を地区社協のボラ

ンティアアドバイザー担当者宅に置く。

（目的）

2.本会はーケ岡地区社会福祉協議会の目的及び事業活動を推進するために、要請に応じ

て地域福祉活動に自らボランティア（無償）として協力することを目的とする。

（事業）

3.本会はーケ附地区社会指祉協議会の会則に掲げる事業およびその他、要請に応じて福

祉に関する活動の協力をボランティアで行う。

（資格）

4.本会の会員は、ーケ岡地域の住民のなかから、希望者で登録したものをもって会員と

する。

（活動）

5.地減福祉の事業活動の協力は地区社協のボランティアアドバイザーの要請に基づいて

活動する。

（保険）

6.ボランティア協力員の活動が長期にわたる場合または危険が予想される場合には地区

社協は必ず、ボランティア保険の加入手続きをしなければならない。

（その他）

7.福祉活動以外のボランティア活動はあくまでも本人の自主的活動とする。

各地区にある「地域福祉推進チームj の活動に重複するものではなく、それを補うた

めの地域のふれあいと助け合いの活動でもある。

平成 l2年5月13日より施行
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・・・・平成24年度・・・・

定期総会議案

日時：平成24年4月30日（月）午後 1時30分

会場：東海コミュニティセンター大会議室 ル終得る学糸

ゐゐを誌でモ診《るゑ
事完省る岨琢也毛主

東海西地区社会福祉協議会



総会次第

1 開会のことば

2 会長あいさつ

3 来賓あいさつ・紹介

4 講話

5 議長選出

6 議事

① 平成 23年度事業報告

② 平成 23年度決算報告

③ 平成 23年度会計監査報告

④ 平成 24年度事業計画（案）

⑤ 平成 24年度予算（案）

⑥ その他

7 役員改選とあいさつ

8 議長解任

9 閉会のことば



1年を振 D 返って

はじめに

昨年は口蹄疫・鳥インフルエンザ・そして新燃岳の突然の噴火問題が書き出しの拙文

でしたが、今年は「3・11東日本大震災」を抜きに語る事は出来ません。

1年以上たった今日もなお被災地は、震災直後とほぼ同様の生活を余儀なくされています白

国民がこぞって「がんばろう東日本」と叫んだ声とは裏腹に、がれきの受け入れ自治体M

さえなかなか現れないのが今日の実態です。

一日も早く政治の力が発揮されることをただただ願うばかりです。

さてそんな中で東海西地区社協は「地域福祉計画策定作業」を中心に活動した 1年間で
した。

作業は夏田副会長を中心！こ順調に進み、本日皆様に提示できるところまでこぎ着けました。

残念ながら製本は来年度送りとなりましたが、今後は可能な限り多くの皆さんに配布し実
践に移すこととなります。

その他のものと合わせ、以下主な事業について振り返ります。

1 地域福祉計画策定作業
運営委員会で何度か議論をしましたが、作業手JI慎さえわからない手探り状態でした。

そこで 7/12 （火〉桜ヶE公民館に井上教授（九保大〉を招き「作業手順のイロハJか
ら学びました。

その後徐々に自信をつけて 10/14岡富・東海両包括支援センターを招き「高齢者問題懇

談会J 11/4延岡市危機管理室を囲んで「防災問題懇談会j 11/17東海小・中学校の関

係者を囲み「教育問題懇談会J 11/30黒岩小・中学校の関係者を囲んだ「教育問題懇談

会J 12/22さくらんぽ保育園の関係者を囲む「幼児教育問題懇談会Jと、作業は順調に

進みました。

そして、これらの懇談会で洗い出された課題をさらに精査するために、地域内を2ブロッ

クに大別し「まとめのための懇談会Jを実施しました。

先ず 1/29第1グループ（桜ヶE、樫山、稲葉崎、大峡、差木野）そして2/12第 2グル

ープ〈要因、尾崎、祝子、佐野、鹿狩瀬、大野、妙、桑平、宮長）と開いたのがそれです。

本日配布の計画警は完成昂ではありませんが、取りかかりからまとめまで“東奔西定”し

てくれた要因副会長と、指導と協力をいただいた社会福祉協議会の担当者に心から感謝し

ます。

2 ブロック別交流会
地域内を7ブロックに分割し 70才以上の独居者を対象に、それぞれのブロックの公

民館等にお集まり頂きました。

内容は、 11時に開会し ①市内の有力な講師による講話②ささやかな昼食（アルコー

ル無し） ③参加者の歌や踊りで、あっという閣の2時間半。もちろん地元の皆さんの

心温まる心遣いや、もてなしがあった事も申し添えます。

今年度は、樫山・桜ケ丘A・黒岩の3ブロックで実施しました。

6/27樫山ブロック・ 36人 8/26桜ケ丘Aブロック・ 60人 11/10黒岩ブロック・ 42人
合計138人の参加を頂きました。

もちろん歌や踊りだけでなく「高齢者の食生活」「熱中症対策」等について、じっくり学

習しあったことも申し添えます。

今年度も該当するブロック内の役員（区長・公民館長・民生委員・高齢者クラブ会長・福
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祉推進チーム代表等）にお集まりいただき「日時・会場・内容・当日の役割分担」を議論、
決定することができました。総ての皆様に感謝します。

3 ふれあいグラウンドゴルフ大会

東海小学校の校長・教頭先生を始め、民生委員・区長等の役員に大変お世話になりました。

10/13 （木）東海小学校運動場で「学童36名、先生4名、高齢者52名、合計92名」の参加者
が交流を深めることができました。

学童と高齢者が笑顔でことばを交わす姿、随所に飛び出した好プレー・珍プレー白

日頃疎遠になりがちな大人と子供のふれあいが、見事に結実した 1日でした。 .., 

あらゆる面でご配慮を頂いた学校、農繁期にもかかわらずご協力いただいた地域の皆様に、
心より感謝します。

4 福祉推進チーム・サロン代表者交涜会
初めて昨年度実施した「慰労会形式の交流会」は大好評でした。

それを受け今年度はどうするかを議論した結果「民生児童委員まで鉱大し、昨年同様の
交流会にしよう」という結論に至りました。

12/4 （日） 11:00～ 祝子営農集会所に 10 3名が集まりました。

ボランティア集団「千鳥会」のご協力も頂きながら「歌、踊り、隠し芸そして飛び入りあ

り」と、目的を達するに余りある取り組みとなりました。

5 畏期在宅療護者の介護者激励
この取り組みは療養者の見舞いではなく「長期にわたり介護を続けている人」の激励です。

12/16 41名の方々に、ささやかな品に激励のメッセージを添えてお届けしました。

実施に当たっては、対象者の調査から配布まで、東海西民児協のご協力を頂いたことを申

し添えます。

6 東海西社協の活動拠点
昨年の総会で概要は説明しましたが、ようやく活動の拠点を得ることが出来ました。

ある故人のご厚志で延岡市に寄贈された「桜ヶ圧団地の中の一軒」を、無償で借用するこ

ととなりました。

'6/13に延岡市社会福祉協議会と貸借契約の調印 7/61こは関係者を招いてささやかな事務

所開きを行いました。

それ以降は運営委員会など西社協の会議の全ては、この事務局で行っています。

さらに公民館を持たない周辺住民の会議の場として提供し、有意義な活用を行っています。

おわりに
「地域福祉計画策定作業」は、製本を残すのみとなりほぼ完了しました。

この間ご協力をいただきました全ての皆様に、心より感謝申し上げます。

特に、ご指導をいただいた九州保健福祉大学の井上教授、東海中・東海小・黒岩中・黒岩

小の先生方やPT Aの役員、岡富・東海包括支援センターの関係者の皆様には感謝の言葉

が見当たりません。

今後は「完成した計画を、忠実に実践する」ことで、ご思に報いたいと思います。

以上、特徴的な事業について述べました。

構成員各位の忌俸のないご批判をお願いいたします。
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平成23年度活動日誌

4/29 （金） 平成23年度定期総会（13:30～ 東海コミュ二ティーセンター）

5/10 （火） 第 1回運営委員会（9:30～槌ヶE公民館 年間事業計画の具体化）

5/13 （金） 地区社協連協理事会（1か00～源太連協総会苅策）

5/15 （土） 東海コミ二ティーセンター総会（10心O～ 東海コミセン 三重野、小坂、甲斐）

5/22 （巴） 東海中学校体育大会

5/20 （金） 地区社協連協総会（10:00～福祉センター 三重野、小坂、安閏）

5/25 （水） 第2回妬大運営委員会（19:00～ 樫山公民館ブロック受流会苅策）

6/10 （金） 西社協三役会議（1止00～ 桜ケ丘公民館 事務所の貸借契約について）

6/13 （月） 事務所貸借契約調印（9:30～福祉センター 三重野）

6/15 （水） 実施計画策定作業について打ち合わせ（9:30～ 三重野宅三重野、夏目）

6/27 （月） 樫山ブロック受流会（11：（）（）～ 樫山1区公民館 36名参加）

6/30 （木） 樫山ブロック受流会礼状発送および記念写真配布

事務局の電気・水道復活手続き完プ

7/ 1 （金） 事務局用座卓信用・搬入（10心0～ 三重野・小坂・甲斐（邦））

7/ 6 （水） 事務局聞きれか00～ 市役所・社会福祉協議会・運営委員 17名）

7/12 （火） 井上教授を囲んで地域福祉計画策定会議（14:00～ 桜ヶE公民館 32名参加）

7/14 （木）

7/22 （金）

7/26 （火）

8/ 8 （月）

8/11 （木）

8/17 （水）

8/20 （土）

8/26 （金）

8/30 （火）

9/13 （火）

9/17 （土）

9/18 （巴）

9/20 （火〉

9/21 （水）

9/24 （土）

9/26 （月）

9/29 （木）

9/30 （金）

第3回運営委員会

第33回延岡市社会福祉大会（9:30～ 延岡総合文化センター）

第4回妬大運営委員会（13:30～ 桜ケ丘公民館 桜ヶ.EiAブロック受流会苅策）

桜ケ丘Aブロック~流会の講師派遣依頼

桜の会、ふれあい合同役員会（14:00～ 三重野宅 ブロック受流会対策）

桜ヶ.EiAブロック受流会案内状配布開始

金重公民館より座卓・座布団譲渡（9:00～ 三重野、甲斐邦）

事務局清掃作業（8:30～ 三重野、甲斐邦、小野、土持、迫、山崎、小総）

桜ヶ£iAブロック受流会実施（11:00～ 桜ケ丘公民館 60名参加）

桜ヶ£iAブロック支流会の礼状と写真を配布

第5回運営委員会（9:30～ 事務局）

桜ヶEなかよしサロン敏老会出席（11:00～ 三重野、小坂）

l忘れあい合同役員会G・G大会申込書配布

桜ケ丘6区叡老会出席（11:00～桜ヶE公民館三重野）

桜ヶfi.2区叡老会出席（11:30～桜ヶEB集会所要因）

台風15雪接近（祝子川・北川流域に避難勧告発令）

地区社協連協三役会議（10心O～ 福祉センター 三重野）

第6固拡大運営委員会（19:30～ 大野集会所 黒岩ブロック受流会について）

事務局除草作業（8:30～ 三重野、甲斐宣、要因、橋本、甲斐邦）

地区社協連協理事会（1止00～ 福祉センター 三重野）

第7回運営委員会れか00～ 実施計画策定会議）
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10/ 2 （日）

10/ 7 （金）

10/11 （火）

10/13 （木）

10/18 （火）

10/24 （月）

10/28 （金）

11/ 4 （金）

東海小学校運動会

第8回運営委員会（9:30～ ふれあいG・G大会について）

ふれあいG・G大会資料印刷（9:00～ 福祉センター）

ふれあいG・G大会実施（14:00～ 東海小学校運動場 90名参加）

事務局整備事業問成金申請作業（9:30～ 三重野、夏目～平J11) 

高齢者問題懇談会（14:00～ 桜ヶE公民館東海・岡富包括支援センター）

東海・黒岩小中学校訪問（9:30～ 教育問題懇談会の件 三重野、夏目）

防災問題懇談会（13:30～桜ヶE公民館危機管理室・小村平川）

11/ 8 （火） 第9回運営委員会（9:30～ 事務局 黒岩ブロック受流会の件）

11ハ0（木〉 黒岩ブロック受流会実施（11:30～ 大野集会所 42名参加）

11/17 （木） 教育問題懇談会・東海小、中（19:30～ 桜ヶE公民館〉

11/28 （月） 三役会議（9:30～事務局 福祉推進チーム交流会の件）

11/30 （水） 教育問題懇談会・黒岩小、中（19:30～ 佐野公民館）

12/ 1 （木） 後期朗成盆申請作業（10心O～ 三重野、小野）

12/ 4 （日） 福祉推進チーム受流会（11：（）（）～ 祝子営農集会所 103名参加）

12/ 7 （水） 地区社協連協理事会（10心O～ 福祉センター）

12/16 （金） 長期在宅療養介護者灘間作業（9:00～ 苅象者41名）

12/22 （木） さくらんぽ保育園と懇談（16:00～ 保育事業の実態について）

1/10 （氷） 第10回運営委員会（9:30～ 事務局 当面の課題について）

ふくしバザー動員（差木野福祉推進チーム）

1/13 （金） 地域福祉計固まとめのための懇話会案内状印刷

1/18 （水） ふくしバザー動員（桜ケ丘B地区福祉推進チーム）

1/24 （火）

1/27 （金）

1/29 （日）

2/ 4 （土）

2/12 （日）

2/17 （金）

2/26 （臼）

3/ 4 （日〉

3/13 （火）

3ハ6（金）

3/23 （金〉

3/ 6 （盆）

4/12 （木）

4ハ3（金）

4/17 （火）

4/20 （金）

ふくしバザー動員（桜の会）

「健康長寿 IN延岡J(13:30～ 延岡総合文化センター）

まとめのための懇話会・第1グループ（13:30桜ケ丘公民館〉

ふくしバザー動員（ふれあい）

まとめのための懇話会・第2グループ（13:30 祝子営農集会所）

地区社協連協理事会（10心O～ 福祉センター 夏目）

第11団地域福祉推進大会（13:30～ 総合文化センター）

上南方地区社協，3，くし発表会（9:30～ 上南方小体育館 三重野、安閲）

第11回運営委員会（9:30～ 事務局 総会対策その他）

東海中学校卒業式

東海小学校卒業式

定期総会案内状配布開始

東海中学校入学式

東海小学校入学式

会計監査（9:30～ 事務局）

第12回運営委員会（9:30～ 事務局 最終総会苅策）
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平成23年度収支決算書

自平成23年4月1日 至平成24年3月31日

｜一般会計！

収入の部

一一一一望一旦一一一J＿＿ー 予算額（円） ｜ 決算額（円） ｜ 備 考
繰越金 ' 330,6151 一一－－－－33己~15r--- -

亘社協運営助成金 1 1 ao.oool 112.000ト

ー上期活動助成金 l 60.0001 - 一一一－－－6-o~ooor-

下期活動助成金 I 60.0001 9o.ooor 

その他 I ol - ----2·10~oof泡議活動計画策定問雨量i
緩収入・預金利息 I 10.1001 1001ali区長会助成金10.000円預金利息76円

合計 I 590.1151 a12 691 ・ 

支出の部

ド 費目 1 予算額（円） J 決算額（円） l 備 考

会際費 I ao.oo叫 9 3121：運営委員会地区懇般会

消耗品費 I 20.00叫 2,0561＇電池ファイル

施般利用料 I 10.00叫 2.00011推進チーム交流会祝子地区懇般会

備品質 I 1.00叫 0 

通信費 I 1000叫 15 0401~薬害切手代（ー5040円）

事務用品質 I 10.0001 1.01al:::Jピー用紙封筒

総会費 I 10.00叫 7,1101;お茶（90本）

研修費 I 20.00叫 0 

至極経伝二二二二二：~~~~~~二二二二~~~~宣伝三主張~~·~~~~~~~~三二二
ふれあい事業費 I 1 ao.00叫 172,930ドフロック交融制チーム交触グラン阿ルフ地

負担金 I 7,5o叫 7,5001：地区社会福祉協織金負担金

車借上げ料 I 20.00叫 0 

渉外費 I 20.00叫 11,300f桜ケ丘2.6区なかよしサロン敬老会理事懇親会費

予備費 I 202.21引 15,7791;水道料電気料事務所開き

合計 590,715 268 541 

（収入総額）
812 691 

（支出総額）
268 541 -

（繰越総額）
544150 

（宮崎銀行）

監査の結果、上記のとおり相違無いことを認めます

会計 小野 マサ子
の畑一し～

事

事

時

監

監

z〆年イ月 J「7白

河咋仇卯j

タベ？をふり位

ι

畿畑
W
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Lノ

平成23年度収支決算書
自平成23年4月1日 至平成24年3月31日

｜運用基金｜

収入の部

き一旦一一一i一一一竺竺塑s＿~J________ J一一一ー竺~！塑－~里｝一一一J一一一一一一一坐一竺．
繰越金 ｜ ｜ 

雑収入
－－－－－－－－－－－－ー－－－ーー－－－－ー・吋・・・ーーーー－－－－－ーーー・ーー・・ーー・・・・・圃・・・・ーーーーーーーーーーー・・ーーーー・困喧ーーーーーーーー・・』・・・ーーーーーー・・ーーーーーーー・・・ーーーー－－－－ーーーーー－－ーー・ーーー・ー

100 54 預金利息
ー－－－－－－－－－－－ーー・・園田・・ー－－－－－ー－－ーーー・・・・ー・・ーーー－－－－－－－－－－－ーーー・・4・・ーーー・ー・ーーー・・・・・・・ーー－－－－－－－－－－－ー－－－－ーーーーーー・ーー圃・・ーー”ーーーー－－－－－－－ーーーーーーーーー・・ーーーー・

合計 330 397 330 351 

支出の部

向回．．雪－－－~－－－－－－－-1一一一受竺型切！_______ _J_ーーーーー・竺~~－~－~里｝一一一一l_＿＿ー一一ーー国一一ー坐．．．竺一一ー一一一一一
3,0001 松本匠様香典

ドー－－－－－－－－－ーーーーー－－－－－－－－－－ー－ーーーーーーーーー四・・ーーー－－－－－ーーー－－ーー・・-1－－－－－－－－－ーーーーーーー－－－－－ーーーーーーーー－1-－－－ーーーーーーーーーーーーー・・・ーー”・・ーーーーーー・・ーーーーー・・ーーーー

・・・・・ーーーー・ーーーー－－－－－－－ーー・4・・・ーーーーーー・ーーーーーーーーー－－ーーーーーー・司・4・ーー・ーー・・・ーー圃ーーー・・ーーー・・ーーーーーーー－1-－－－ーーーーーーー・ーーーーーーー・・・ーー・ーーー・ーーー・ーーーーーーーーーーーー

合計 。 3000 

（収入総額）
330 351 -

（支出総額）
3000 = 

（繰越総額）
327 351 

（延岡農協）

監査の結果、上記のとおり相違無いことを認めます

事

事

一
一
監
監
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実施月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

平成24年度事業計画 （案）

事業項目

地区社協定期総会

運営委員会

地域福祉計画書の印刷製本

桜ヶ.EiBブロック交流会

役員と活動家の視察研修

運営委員会

福祉推進チームの交流会

稲葉崎ブロック交流会

．敬老会支援

運営委員会

摘 要

東海コミュニティーセンター

年間事業計画の具体化

ブロック別の説明会開催

70才以上の独居者を対象に
会食しながら、悪徳商法対
策などの学習と激励

福祉先進地や施設を研修

地区内の推進チームの代表
（三役）が集まり、実例報告
や意見交換をする

グラウンドゴルフ大会対策

東海小の学童と高齢者がふ

備 考

運営委員会で内容を
具体化
（各ブロック共通）

10月 ｜ふれあいグラウンドゴルフ大会 ｜れあい、世代聞の交流を深 ｜学校側と打合わせ
めあう

1 1月
大峡差木野ブロック交流会

運営委員会

長期在宅療養者の介護者激励 ｜長期にわたり在宅介護を続け｜見舞品の選定
12月 ｜ ｜ている人を激励

1月

2月

3月

福祉バザー協力

運営委員会

祝子ブロック交流会

運営委員会 今年度の総括と次年度の事
業計画並びに予算を検討す
る
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平成24年度収支予算（案）

I 1自 平 成2仰月1日至平成2均月叩

一般会計！

収入の部

里一旦一一一一ー－ I予算額（円） ト備 考
繰趣金 r -一一一一－－－5玩・.－15oT
市祉協運営助成金 I 一一－－－－112.函F一一一ー

T－ー一一一一一一一一一一一一一一一ーす
上期活動助成金 ｜ 

下期活動助成金 T ao耐＋
維収入・預金利息一ー一下一一一一一一一一一一一百五可示蚕雇忌蚕扇面釜石盃示幅一一一一一一一

合計 ｜ 

支出の部

費目 ↓予算額（円） 十備 考

会脂質 I 3o.oool 

消耗品費 I 20.0001ファイルその他

施股利用料 I 40.000閣：気料水道料その他
←一一一一－－－－ーー圃ーー四回圃一一 ー

備品費 I 100.0001事務局備品

通信費 I 20.000州切手葉書

事窃用品費 I 10.0001コピー用紙封筒

総会費 I 10.0001お茶
ーーーーーーーーー・圃．，．．・ーーーーーーーー・ーーーー・』・ーーーーーーーー”ー”ーーーーーー・ーー圃恒国国・ーーーーー””ートーーーーー国ー・ーーーーーーー．，・ーー圃ーーーーーーーーーー同圃ーーーーーー・・ーーーー圃・ー・ーーーーー四
研修費 I 50,000 

長期療養者見舞費 I 50.000 

ふれあい事業費 I 200.0001各種交流会グランドゴルフ大会
・... ・ ・・・・申・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー．． ．． ．． 

負担金 I 7.5001地区社会福祉協議会負担金

車借上げ料 I 20.000 

渉外資 I 30,000卜各種行事祝い金

予備費 I 19a,15ol地域福祉計画書印刷製本代含む

合計

！運用基金

収入の部

786,250 

ーー国ーーーー一秀一旦．ーーーー－ー・ー＿1＿＿ーーーーーーー竺月F塑~~！＿＿＿＿＿＿＿＿園田1＿＿＿ーーーーーーーー－ーーー圃ーーーーー”！望－ー一空一ー一一晴ーーーーーーー一一
繰越金 I 

－一一一一一一一一圃圃圃ーーーー・圃ーーーーーーー
緩収入 I 1001預金利息
－ーー・・・・・岨・・ーーーーーーーー圃ーー・ーーーーー『・』ーーーーーーーーーーー－－－－ーーーー・ーーーーーー・ーーーー－－－－ー－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，ーーーーーーーー回国ーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー

合計 327.451 
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平成 24年度

役 割

11相談役

21会長

31副会長

51副会長

61副会長

71監事

81監事

10 事務局長

11 運営委員（桜ケ丘1.4) 

ーー... ーーーー－－－－－．． 

12 運営委員（桜ケ丘2.3) 

13 運営委員（綴ヶ丘5,9,10)

運営委員候補（案）

氏名

甲斐忠義

電話番号 住 所 郵便番号｜ 備考

綴ヶ丘 3丁目・・・・・•1aa2-0001
一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー－十一一一一一

三重野静郷圃・ー｜桜ケ丘 2丁目面園1882切 07

小坂美行 ｜圃・・・・1桜ケ丘 2丁目・・・・1882-0007
一一一一一一一一一一一一一一一一 i一 一 一

土肥政則 11111111・｜樫山町3丁目－1882-0004

安閑直樹

夏田邦裕

河野武則

久澄和治

桜ケ丘 2丁目圃圃..,882-0007 

桜ケ丘 3丁目＿，882-0007

桜ヶ.fi.3丁目圃・・・・・1882-0007

882-0003 

原口由香 圃圃圃圃綴ケ丘2丁目－ 1882-0007

小松宮子

迫 文 代

一一一－

原口由香

自

ー・・l桜ケ丘3T彊園園｜脱却07

桜ケ丘 3丁目・・・・・11882-0007

桜ケ丘2丁目1・・・・1882-0007

141運営委員（桜ケ丘a.1.a>I甲斐邦彦

一一一一

151運営委員（千代が丘） 佐藤裕子
－ー一 －ー吋

16 運営委員（祝子地区） 橋本昭朗

一 一ー

17 運営委員（黒岩地区）

18 運営委員（樫山）

19 運営委員（稲葉崎） 宮本良治 882-0003 

一一 一一 一一一 一

20 運営委員（大峡） 山崎晶子 大峡町・・・・・・・・•1882-0001
一一 一一一 一’一一

21 運営委員（差木野） 差木野町田・・・・・•1882-0002
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（付属資料）

東海西地区社会福祉協議会会則

（名称）

第1条 本会は、 東海西地区社会徳祉協機会という。

（事務所の所在地）

第2条 本会の事務局を、 東海西地区社会福祉協織会 会長宅に置く。

（目的）

第3条 本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協織会（以下「市社協Jという。）の基
本方針に基づき、東海西地区内の住民の地域福祉の増進と徳祉の町づくりを推
進することを目的とする。

（事業）

第4条 本会は、前条の目的を速成するため、次の事業を行う。
(1) 地域福祉に関する閥査圃研究

(2）福祉関係機関・団体との連絡閥整
(3）地域福祉活動の計画と実施
何） 地域福祉に関する啓発・広報
(5）共同募金運動の推進に関する協力
(6) その他、本会の目的達成に必要な事業

（役員の定数）

第5条 本会に次の役員を置く。
(1) 理事 39人
(2) 監事 2人

（役員の選任）
第6条 本会の理事の中より会長1人、副会長4人を現事会において選任し、総会におい

て承認を得るものとする。
理事及び監事は、男lJ表第1に掲げる機関・図体の代表及び福祉（学織〉経験
者の中から総会において選任する。
本会は、地区代表運営委員を置く。地区代表運営委員の選任は、理事の中か
ら（地区割りA地区～i地区） 10地区に分け地区代表者を選任し、本会の事業

計画、活動の円滑化を百十る。

（肝機員）
第7条 本会に評織員を置く。

2 5平機員は、区長・公民館長・民生児童委員・高齢者クラブ会長”推進チーム及

（職務）

ぴ社会福祉事業に関心を持ち、または福祉（学織）経験ある者で、本会の趣旨
に賛同して協力する者の中から理事会の同意を得て、会長が委嘱する。

第8条 会長は、本会を代表し会務を総指する。
2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名した

副会長が、順次にその職務を代理する。
3 理事は、理事会を組織し，本会の運営・業務の執行にあたる。
4 監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。
5 8平織員は、理事に協力し地域福祉増進のための活動を行う。

-1'I -



（役員の任期〉

第9条 役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 役職をもって役員に就任したものの任期は、その役職の残任期間とする。
3 補充役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（僻蛾昆の任期）

第10条 僻織員の任期！ま、前条の規定を準用する。

（会織）

第11条 会識は、総会及び砲事会とする。

2 総会は、理事及び肝臓員をもって組織し、毎年1国会長が招集する。ただし、
必要に応じて臨時に招集することが出来る。

3 理事会は理事をもって組織し、会長が招集する。

（総会の織決事項〉
第12条 総会は、次の掲げる事項を審織決定する。

(1) 事業富十周並びに運営に関する事項
(2) 予算及び決算に関する事項
(3｝会則の改廃に関する事項
(4) その他、会長が付織した事項

（理事会の織決事項）
第13条 週事会［ま、次の掲げる事項を審織決定する。

{1) 事業計画並びに予算及び決算に関する事項
(2) 総会の機決により委任された事項
(3）会長が付織した事項
(4) その他、必要な事項

（餓事）

第14条 総会！ま、構成員の過半数の出席により成立し、機事は、出席者の過半数の同意
を持って決定し、可否問数のときは機長の決するところによる。

2 砲事会は、理事総数の3分の2以上の出席により成立し、機事は、理事総数の
過半数で決定し、可否問数のときは蛾長の決するところによる。

（機長〉
第15条 総会の機長は、その都度出席者の中から選出し、現事会の議長！ま会長とする。

（会計）
第16条 本会の経費は、次の収入をもって充てる。

(1）市社協助成金
(2）寄付金
(3) その他の収入
2 年度移行等に必要な運用基金を設置し、事業バザー益金を充てる。

（事務局長・書偲会計）
第17条本会に、事務局長、書記会計を置く。

2 事務局長、書記会計は理事会において承飽うけ、会長が愛嘱する。

一12-



社会福祉協議会組織図東海西地区

2名監事1名

地区代表運営委員
ー－ー

会長

副会長 4名

理｜事

評議員

事務局長
書記・会計委嘱

39名争ーー

東
海
西
地
区
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

福
祉
（
学
識
）
経
験
者

P

T

A

 

親
子
会

地
域
福
祉
推
進
チ

l
ム

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

高
齢
者
ク
ラ
ブ

民
生
・
児
童
委
員

公
民
館
長

区

長

（会則第6条第3項）地区代表運営委員

職役代 表 者 氏 名地域範囲地区

小松富子

迫文代
福祉推進チーム桜ケ丘3丁目（1区、 4区）A1 

民生・児童委員
ト一一一ーーーーー一一十ーーーーーー－－ーーーーーーーーーーーーー一一ーー一一ー一一ーー一司ーーーーー一一一一ー一ーー一一・ーー一ーーーー一－一－一一一・ーー一一ー一一ーーーーーーー・← 目 ーーーーーーーー一 一一一一

桜ケ丘3丁目（2区、 3区）A2 

桜ケ丘2丁目（5区、 9区、 10区）
一一一」一一 －一一ーーーー‘一一ー一一一←一一一一 E 一一ー十ー一一一一ー一一一一一一一一一一一←一一ー一一 － 一一

桜ケ丘2丁目（6区、 7区、 8区）

民生・児童委員香
↑
彦

由
一
邦

口
一
斐

原
一
甲

B 

c 
桜ケ丘1丁目（千代J，ー「・

一一一一一＋一一一一一一一一一一一一一ーーー一一ー一一一一

祝子町1区・2区、坂宮、夏目、夏回新団地、

尾崎、祝子内

民生・児童委員
－一一一一一」ー一一一一一一一十一一一一一一一一一一一

ァ丘1区‘ 2区‘ 3区） ｜佐蕗裕平 ｜民生・児童委員

区長

佐藤裕子

橋本昭朗E
 

民生・児童委員土持ふみ子
宮長町、桑平町、妙町、大野町、鹿狩瀬町、

佐野町
F 

樫山町（1区、 2区、 3区）

稲葉崎町（南区、平田区、新平田区、新平田2区
｜宮本良治

中原区、小梓区、東桜ケ丘区） ｜ 

I ｜大峡町 ｜山崎晶子 ｜民生・児童委員

I’ l差木野町 ｜小野マサ子 i民生・児童委員

学識経験者土肥政則

民生・児童委員
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平成 24年度

別表第1 理事・監事の選出機関・団体・福祉（学識）経験者母体名簿

1 .区長

区名 ！ 御氏名

」唾里 ｜渡部平安

2ー坦翌！＿＿2 岬夏千三石一

ぺ弘吋広田一
41大野 ｜奥椙一行
・－，－－ー・一ーー・ ”・ーーーー一一－－－ーーー←ーー－ー・・山崎一ー

51桑平 ｜松田九州男
61盈桶一一一｜属~~二一一
71妙 -1吉川年房一

到璽亙 ｜黒田幹生

到塑王1 1竹村栄司
101祝子 2 ｜平野栄
一 一 一一111祝子内 ｜橋本昭朗

！~L壁宣伊地 ｜酒井公証一一
回里崎 ｜小幡普浩一

竺夏！日 唾！！！松夫
151夏回新団地｜柳田憲広

！~I桜ヶ手 1 ｜河野武則－
171桜ケ丘 2 ｜西口勝因

181桜ケ丘 3 I柳田康管

191桜ケ丘 4 I今井裕美

~01桜ケ丘 5--1矢野香
21 I桜ケ丘 s I宇都宮貞昭

221桜ケ丘 7 ｜安閑直樹

231桜ケ丘 8 ｜下清水一正
制型ケ丘 9 ｜坂本憲昭

劉坐ケ丘 10 ｜石井清子
261千代ガ丘 1I佐 藤幸一

g11千代ガ丘 21藤縄豊

2~1千代ガ丘 3 I田村吉宏
291樫山 1 ｜山岡豊子

301樫山 2 ｜山口正春

3J I樫山 3 ｜仁科武

321稲葉崎 1 1竹尾公彦

331新平田 2 ｜甲斐政義

3~1稲葉崎南｜佐々木安雄
~51 中原 ｜友井義則
3~1平田 ｜湯浅一弘
37. I新平田 ｜前田泰夫
381小梓 ｜久澄和治

~I東桜ケ丘 ｜吉田文き－－

2幸子二

!f~I 備考

882:-.Q_OBt I ~ 25 
882-0081 I 1 I 10 

~8.2~086 I ~ 11 qa 
882-009 t I 41 38 

空~~=9.Q竺j日？I！－~~竺竺

882-0092 I 31 28 
ーー一ーーーーーーーーーー司ーーー，ーーーーー~・』ーーーーーーー冒 ・ーーー－

882-0082 I ~I 51 
882-0082 I 41 54 

哩~＝~哩討＿｝J＿~一一一一
882-0006 I 71 741東海区長会理恵

8~2-0005 I 4 I 51 
882~Q05 I 51 88 

~8?-0007 I 121187 
882-0007け 111261

882:::2001 I 6 I 661東海区長会理事

882-0001 I 13 I 11 s 

~~~·~；けト-¥o＇市政連絡員

·~i~~f同1l~r-------·
RJV

一ηL
一－nu

円。一守，一
KJV

引
司
一
刻

3
一3
－3

nu
一nu↑

nu

n
U
一nυ
一n
U

4
一
舟
一
円
可

。，』一円
ζ
－
内

4

no－

no
一－
no

n
O
一n
O
一O
R
U

品
盟
玄

関
一
四
日
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2.公民館館長

！ 公民館名 I 御氏名

」i塁杢堅一一一一一｜渡辺洋一郎・ 一一 一一←

~I大峡 沖瓦－保一一－

~I密山 2 ｜山口正春

4樫山 3 ｜黒木芳則

_§_I稲葉崎 1 ｜竹尾公彦

6稲葉崎中原 ｜工藤国治

7稲葉崎平田 ｜湯浅孝司

8稲葉崎新平田 ｜前田泰夫

一旦l稲葉崎小梓 ｜牧野稔

1空｜東桜ケ丘 l安田文英

り｜桜ヶE ｜三重野静郷

121桜ケ丘A地区集会所｜荻田ミユキ

131桜ケ丘B地区集会所｜丸野俊明

111千代ケ丘 ｜田村吉宏

141夏回 ｜夏目一夫

151祝子営農集会所｜広瀬政春

161祝子肉 ｜橋本昭朗

17j佐野 ｜渡部孝
181_宮長 ｜大神宇佐美

191桑平 ｜平田能久

201妙 ｜土井房信

211大野 ｜松田孝二

221鹿狩瀬 ｜岩永初輝

3.民生・児童委員

担当地区 御氏名

11宮長町 ｜黒田義治

21桑平町、妙町 ｜吉本武久

31大野町 ｜宮田利井子

41鹿狩瀬町、佐野町 ｜土持ふみ子

51坂宮、祝子町 ｜松田尚武

61尾崎町 ｜小幡瑠璃子

71夏田町 ｜夏田隆子

al千代ガ丘1.2. 3区｜佐藤裕子

91桜ケ丘（1,4区） ｜児玉香世子

十一一－lo！桜与昼包3区ぷ一｜過失伶一一
111桜ケ丘（6,7,8区） ｜甲斐邦彦

121桜ケ丘（5,9,10区） ｜原口由香
一一 一一一
131稲葉崎 3丁目 ｜宮本良治

141稲葉崎1.2. 3、4丁目｜ 河野譲次

151稲葉崎3.5. 6丁目｜菊池妙子

161樫山町1.2. 3丁目｜矢野直勝

171大峡町 ｜山崎晶子

181差木野町 ｜小野マサ子
主任児童委員（黒岩、｜

191東海小中学校区） ｜西村敏明

釧詩情：：~~岩、｜畑本益子

住所 ！郵便番号｜ 備考

備 考

882-0091 

882-0081 I東海西社協運営委員

882-0005 

882-00071東海西社協運営委員

882-00071 

882=00071東海西社協建営委貴・一一一

882-00071東海西社協運営委員

882-00071東海西社協運営委員

882-00031東海西社協運営委員

882-0003 

882-00041東海西社協監事

樫山町3丁目－1882-0004
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4.高齢者クラブ

I クラブ名 I 御氏名

1 I宮長クラブ ｜藤波徳弥

太田隆文

三l限会（鹿狩瀬町）｜佐藤寿 -1 

三栴第一千 歳 会 ｜甲斐←良秋 一一

sl祝子第二千歳会 ｜甲斐林

61桜会（夏回） 波留邦夫

71年輪クラブ（桜ケ丘）｜迫田司

81桜寿会（桜ケ丘） 居村アキエ

91中原老人クラブ高笑会｜粟田宏

101平田鶴寿会

11 I新平田平寿会

甲斐勉

渡部正夫

121鶴遊会（稲葉崎1区）｜金子謙利

13／大峡高齢者クラブ 川、谷日出男

司ふ瓦ブ（差木野［小野一色一一

5.推進チーム、ふれあいサロン

クラブ名 御氏名

11差木野推進チーム｜小野礼子

21差木野ふれあい会｜渡辺澄子

3J鶴遊会（稲葉崎） ｜金子謙利

原口由香

61なかよしサロン

71桜ケ丘3丁目推進チーム｜小松富子

81花爽（はなそう） 児玉香世子

91桜ケ丘B推進チーム｜迫文代

1018地区ふれあい桜の会｜迫 文代

111妙いきいきサロン ｜漬方キヌ子

121桑平健康サロン ｜岡寅雄

郵便番号I~l'lfi I 桝

882-0092 I 27 

32 

25 

稲葉崎町1丁目・＿，882-00叫 30 

稲葉崎町咽園1882-00031 44 

稲葉崎3丁目田園1882-00叶48

大峡町圃圃園1882-00叶37

差木野町田・..,882-00叫84

513 

住 所 郵便番号1 数

差 木 野 町 ー ＿ ，882-0002

差木野町田－ 1882-0002

稲葉崎3丁調－1882-0003I 48 

882-0007 I 1 6 

桜ケ丘2丁目圃・1882-00叶17

13 

桜ケ丘3丁目圃＿，882一00 15 

桜ケli3丁目圃＿，882一00叫 2 5 

妙町－－－｜…｜ 1 3 

882-0091 I 1 0 

-16-
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6.福祉（学識）経験者

l 役 割 I 御氏名 ｜電話番号（ 住所 l郵便番号｜ 備考

』相談役 ｜甲斐忠義 ｜田園圃Ill桜ケ丘 3丁目圃圃圃laa2-0001

引副会長 川、坂美行圃 圃園桜ケ丘 2T唱ーー1…=-0001・一一ー

引副会長 ！甲斐宣 ｜圃・・・稲葉崎町 3丁目園田ー a82~o…－ー 一一一

41福祉（学識） ｜土肥政則 圃・・E纏山町 3丁目ーーー1882~（）（）…一一一
51福祉（学議） ｜田中菊生 1－ ・ 綴 ケ 丘 1丁目圃園圃laa2-0001

亀岡会一』ー1い咽iiiI…7 引福祉（学織）

引福祉（学識） 山村正 1 --1桜ヶ.li.2丁目圃iiiiliilaa2-oo07・一一 一一一

7.平成 23年度 運営委員

役割 氏名 郵便番号 備考

斗翌竺年一一一一一＿＿＿, _ ＿！＿苧平苧－－1ーーーー~＿：：竺竺一一~~－~~~J
21会長 ｜三重野静郷｜圃・・・・・桜ケ丘 2丁目・・・・・1882-0007

31副会長 ｜小坂美行 ｜・・・・圃・｜桜ケ丘 2丁目圃・・・・1882-0007

訓副会長 ｜甲斐宣 圃圃圃圃｜稲葉崎町3丁目・圃圃1882-0003

司副会長 l安閑直樹 』ーーii~－；五五五ーー j aa2:0ocl7T 
al副会長 ｜夏回邦裕 ｜・・・・｜桜ケ丘 3丁目＿，882ー0007

71監事 河野武則 圃・・・・・｜桜ケ丘3丁目・・・・・882-0007

Bl監事 ー久澄和治＿IIー・・l的知5土日~1882-00久 一一

世卸 I iJ慢す竺王国ーーi戸町一
101事務局長

1川運営餐員（桜ケ丘1,4)I 1J、松富子 ｜圃圃圃圃圃園桜ケ丘3丁目・・・・・ 1882-0007
一一 一一一一一一 一 一 一
1引運営委員（桜ケ丘2.3) I迫 文代 同圃圃圃圃圃圃副桜ケ丘 3丁目・E ・E ・.882-0007 

131運営委員（桜ケ丘5幻 o>I原口由香 1－ーーー桜ヶ.Ei2丁目・・・・ 882-0007

141運営委員（綴ケ丘a.1.a>I甲斐邦彦 ｜一一一一一一｜桜ケ丘2丁目圃圃圃圃 882-0007

151運営曇員（千代が丘） ｜佐藤裕子 1－ー・桜ケ丘1丁目

161運営委員（祝子地区） ｜橋本昭朗 ｜一一一一一一ー｜祝子町

1引運営委員（黒岩地区） ｜土持ふみ子同ーーーーー｜佐野町一一一一一一 1882-0086

181運営委員（樫山） ｜仁科武：｜一一一一一一鰹山町3丁目圃圃圃園町882-0004

91 ｜宮本良治 ｜・ーーーー｜稲葉崎町 1丁目・・・11882-0003
－｜運営委員（稲葉崎） ト一一一一一一一ー－一一一一→一一一一一一竺竺＝＝i
201 ｜甲斐宣 同E ・E ・－稲葉崎町 3丁目----11882-0003
一一一一一 一一＋一一一一－一一一 一一
211運営委員（大峡） ｜山崎晶子 ｜ーーーーーー｜大峡町・ーーーーーー・ 1882-0001J 

22陣営委員（差木野） ｜小野マサ子 1----1差木野mr-ーー！882-0002

-17-
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長長長妄莱長

平成 25年4月 30日

バU1
へ ’延岡市高齢福祉課

課長友 清明俊様 ふ作1刊。

東海東地区社会福祉協議会総会の開催について（ご案内）

新緑の候、貴殿におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。また、

平素のご指導、ご協力につきまして深く感謝申し上げます。

さて、当地区社協の総会を下記により開催する運びとなりました。

つきましては、公務ご多用のところ誠に恐縮ですが、ご臨席の上、ご挨拶を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。

『

H
U

音
ロ

日時：平成 25年5月21日（火） 10時開会

場所： 東海コミュニティーセンター（大門町）



平成 25年度

東海東地区社会福祉協議会
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日時：平成25年5月t:21日【火】：
午前：~q時から

場所：東海コミュニティセンター



定期総会次第

1：開会の言葉

2：会長挨拶

3：来賓挨拶

司会：清島光雄
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延岡市市議会議員
白石良盛様

延岡市健康福祉部高齢福祉課
課長友清明俊様

延岡市社会福祉協議会
地域福祉課課長佐伯京子様

東海地域包括支援センター

主任介護支援専門員中村健次郎捧

4：来賓紹介

5：議長選出

6：議事

1】平成24年度活動経過報告

2】平成24年度決算報告並びに会計監査報告

3】平成25年度事業計画〈案〉

4】平成25年度予算〈案〉

5】平成25年度役員並びに理事・評議員の承認

6】その他

7：閉会の言葉



平成24年度活動経過報告

（平成 24年）

5月 1日（火）地区社協会計監査

5月 8日（火）理事会：定期総会の資料説明

5月 19日（土）定期総会

6月 27日（水）福祉推進チーム・いきいきサロン会議

講話：「介護予防教室についてJ

東海東地区社会福祉協議会

講師：東海地域包括支援センター 中村氏・高木氏

7月 27日（金）地区社協だより発行（第 1号）

7月 31日（火）グラウンドゴルフ大会（第 l回） J ri島埋立場コート、参加者 103名

8月 4日（土）！第 34回延岡市社会福祉大会参加 61名参力日

8月 28日（火）地域福祉推進大会 -96名参加

講演：「東海地区の地名 e西南戦争j

講師：市文化課学芸員大浪和弥，氏

9月11日（火）子供会・親子会へのア：ンケート実施

10月29日〈月）子供会・親子会長会
10月末日 地区社協だより発行（第2号）

11月 13日（火） ＿：グラウンドゴルフ大会（第2回） J，，島埋立場コート、参加者：78名－

12月 i3日（木）地域福祉懇談会 so名参加

（平成 25~三）

講演：「必笑懸命 （ラッキーを口ぐせに）J

講師：株式会社虎屋社長上田耕市氏

1月9日（水） 17日（木）、 24日（木）－市ふくしバザー準備参加

2月 2日（土）、 3日（日） ー 市ふくしバザー当日運営参加

2月 24日（日）第 12回延岡市地域福祉推進大会 97名参加

2月 28日（木）指定地区社会福祉協議会社会福祉協力校打合せ（地区内g小学校－）．

3月 12~－ （火）福祉推進チームγいきいきサロX会議 83名参加

講演：「くらしの中の契約（契約の基礎知識、悪質商法i等）.J' .• 
講師：宮崎県消費生活センター延岡支所

消費生活啓発員磯田志乃氏

3月 28日（木）社会福祉協力校各校取り組みの打合せ

3月末日 地区社協だより発行（第3号）

役員会：毎月第 1火曜日開催



平成24年度決算

収入

東海東地区社会福祉協議会

（単位：円）
No. 項 目 予 算 決 算 備 考

前年度繰越金 330,060 330,060 
2 地区社協運営助成金 121,000 121,000 
3 地区社協活動助成金 160,000 160,000 上期60,000円・下期100,000円
4 東海区長会助成金 10,000 10,000 
5 雑 収 入 40 61 預金利息（29円＋32円）

£ロ~ 計 621,100 621,121 

支出

No. 項 目 予 算 決 算 備 考

広報活動費 10,000 2,080 地区社協だより送料（1回分）
2 在宅福祉活動費 30,000 11,280 在宅高齢者ヘ福祉用品寄贈
3 研修活動費 10,000 9,480 災害ホ．ランティア養成講座案内、市社会福祉大会案内ハガキ代

4 地区ふれあい活動費 50,000 36,992 グラウンドゴルフ大会賞品・景品・傷害保険代他
5 児童育成活動費 30,000 2,260 子供会、親子会各会長へのアンケート及び案内ハカ．キ代他

6 諸会議費 60,000 45,494 定期総会・役員会・理事会・お茶・弁当代他

7 代表者会議費 10,000 26,580 薬害・お茶代、冷房代

8 地域福祉推進大会 60,000 23,045 葉書・お茶代、冷房代

9 地域福祉懇般会 20,000 31,128 薬害・お茶代、講師謝金、暖房代

10 事務費 30,000 15,647 用紙・封筒代他

11 渉外費 10,000 。
12 交通費 10,000 7,000 福祉バザー準備・当日交通費

・－

13 地区社協連協会費 7,500 7,500 負担金

14 予備費 283,600 。
支出計 621,100 218,486 

繰越金 。402,635 次年度繰越金

合計 621, 100 621,121 

会計瞥杏報告

平成24年度収支決算について監査の結果、会計簿・領収書・その他適正に
処理されていることを認めます。

平成25年 f月ア 日

監事杯¢

監事
ノ／／

2 



平成 25年度事業計画（案）

活動の基本方向
東海東地区社会福祉協議会

加盟各団体の相互交流・啓発の場をつくり、共に福祉活動の活発化を図る。

「地域の福祉を推進する人が、同じ揚・同じ時間に一歩先の福祉を共に体験J

月 度 項 目 摘 要
平成25年｜理事会（5/9)

5月
事業経過・収支決算報告・事業計画（案）・予算

（案）

6月

7月

定期総会（5/21)

地区社協だより発行（第1号）

推進チーム、いきいきサロン

会議

親善グラウンドゴルフ大会

事業経過・収支決算報告・事業計画（案）・予算

（案）

今年度の組織の紹介・事業の説明・他

推進チーム・サロン関連事業の交流・打合
せヲ

推進チーム・いきいきサロンチーム員等

の交流と健康づくり

8月 ｜地域福祉推進大会 ｜福祉講話、推進チーム・いきいきサロン

理事、評議員他 E

9月 ｜在宅高齢者福祉活動調査 ｜一人暮ら；し高齢者に福祉用品の贈呈

－〈担当民生児童委員から）

;・ ：｜地区社協だより発行（第待）：：｜事業経過報告・今後の事業の説明他

10月 ！親子会長会 ト 、－~、 、 1親子会活動状況把握ー福祉懇談会打ぢ合
（親子会を育てる会〉 ·.~ 1わせ他J ;:.; ...... A 二・＿ : -

親善グラワンドゴルフ大会 ． ｜推進チーム・いきいきサロ.~7;ーム－員等
11月 ｜ iの交流と健康づくり

地域福祉懇談会 ！ ～｜講話、推進チーム・いきいきサロン－

I ］理事、評議員他

平成26年lふくしバザー協力 ー ：｜推進チーム・いきいきサロンチーみ員等：

1－~ -2月

・3月

一ーー・ 一・－－ －－ 

推進チーム、いきいきサロン

会議

－ 

ー ． 

推進チームーサロンの交涜他 r

延岡市地域福祉推進大会参加 l役員、理事、評議員他参加－

地区社協だより発行（第3号） ｜地区社協活動結果報告・他

構成各団体の活動

句E・・・ 9

’”~＂ 

－＋＂＂，‘．： 

．．叶 i

. " 

区長会をはじめ民生児童委員協議会・推進チーム・いきいきサロン・他各加盟団体

はそれぞれの福祉活動を推進する。

3 



平成25年度予算（案〉

東海東地区社会福祉協議会

収入
（単位：円）

No. 項 目 前年度決算 予 算 備 考
前年度繰越金 330 060 402 635 

2 地区社協運営助成金 121,000 121,000 

3 地区社協活動助成金 160,000 160,000 上期60,000円・下期100,000円

4 東海区長会助成金 10,000 10000 

5 社会福祉協力校補助金 。300,000 共同募金助成金（平成25年度のみ）

6 雑 収 入 61 65 預金利息
£ロ)... 計 621 121 993,700 

支出

No. 項 目 前年度決算 予 算 備 考

広報活動費 2,080 10,000 地区社協だより送料（3回分）※回覧

2 在宅福祉活動費 11,280 30,000 在宅高齢者ヘ福祉用品寄贈

3 研修活動費 9,480 20,000 各種篇習会、市社会福祉大会・地区社協連協推進大会

4 地区ふれあい活動費 36,992. 50,000 グラウンドゴルフ賞品・景品・傷害保険

5 児童育成活動費 2,260 5000 親子会長会・福祉懇級会案内ハカ守代他

6 諸会議費 45,494 60,000 定期総会・役員会・理事会・お茶・弁当他

7 代表者会緩費 26,580 30,000 案内ハカ．キ、お茶代他

8 地域福祉推進大会 23',045 50,000 案内ハカ．キ、お茶代他

9 地域福祉懇般会 31128 40000 案内ハカ．キ、お茶代他

10 事務費 15,647 20,000 用紙、封筒代他

11 渉外費 。10,000 

12 交通費 7,000 10,000 福祉バザー準備・当日交通貨

13 地区社協連協会費 7,500 1,500 負担金

14 予備費 。351,200 

15 社会福祉協力校 。300,000 内訳は別紙

支出計 218y486 993,700 

繰越金 アo~~A1'fi0 。
合計 吾48-:546 993,700 

6 >--(I l叶

4 



平成（ 25 ）年度事業計画書

団体名（ 東海東地区社会福祉協議会 ） 事業名（ 東海東地区社会福祉協力校事業 ） 

事 業 名 東海東地区社会福祉協力校事業 、． 

事業の期間 平成 25 年 4月 1日 から平成 26 年 3月 3 1日

；各 月 計 画 支出額
守匹崎 ． 

－梅ちぎり（港小） 1 8, 0 0 0円
5月 川島ふれあい然り（川島小） 2 o~ o o 0円

‘目． ' 

地域ネゲトワーク会議（東海東小） 8, 0 0 0円
6月

．． ． 
』

心肺蘇生法・ AED講習会（川島小） 1 0, 0 0 0円
7月 東海東地区グラウンドゴルフ太会（全体） .3.0,. 0 0 0円．ー・ ・

公民館登校（港小） 5, 0 0. 0円
8月

各学校との打食堂 f上半期活動報告） 7 ,. 5 0 0円・．、 ， 
． －’ －ー 、

"' 

各学校あいさ，つ運動｛青少協と合同）-・． ， 

9月 ’冒h‘色 、v ・’~、 ．－・‘；＇ー肉‘・、， ~.γ，・．γ.. ・・ ． ’ ．・ー• ，ー＇.＋・‘ • 
圃a』.’．・‘.、 t・i’‘－ 事，・b ． 

. ' ~－－ 、． 島・： a・・』 ’ ( 

‘ 
' 

小学校地区合関連号会：（港小） －‘．、． 
10月． d’. ，.争...‘包T’．ザ：.，品..~ ·~，、..『 F、－，’司．』.....s 、' ．・...

・吋 ' ・-: ・ー、－》； J守~・ v‘、ーf．．、、．ζ＇c・島－ • F：‘ ,:-、 、 ‘"'r• I~~ ： 、、 ＝ 、守ー一－ － ・h． .,,, 
一‘

夜間宅大J宮Z界｛港存小料）、）
3 4, Q 6 0円、

1 ！｛月－ 駅伝
・－ ． . -. -・ ‘ ． ．． ト 1‘ 

ー・ 3 5, 0 0 O円・．． :-守も

~· : ・. 咽ー ：司寸． － ・1・ Ji: .. ::!,: t-ik3~~ 日ね：i.γ 、也、』p' 司 ． ． ’・‘司... ~ ’． ・..‘’ 』‘
事域守~－~·＇.h兵十ク会議ぽ海京外、1).i :>:.:: .. 8, 0 0 0 円. -，、ι， 、・， .• ・、. 

1月 ...  邑晶 ..  4・ ’ 一ー
・s 

・． 昼一 、：・H _,  -－・ ． “ － ．． ー‘， e

’ ’ ． ‘ ー－‘ ~.一·•‘九守 ，－：；、' 
， 、 、J -・ 

川島内？？イト3ウォータ｛夜間歩行）.Uf!島小） 司． :2 ・0, 0・・ 00 円
2月 ・．

ー．I 、
・． ． ‘ .. 

反省会（来年度の活動について） 7, 2 5 0円

3月

事業看板（各小学校設置） @15, 750円× 3枚 47, 250円
その他 ベスト @2, 5 0 0円× 20着 5 0, 0 0 0円

ムロ 言十 300, 00 0円

5 



平成25年度役員

副会長｜甲斐満夫

石原弘文

甲斐保子

監事｜三浦達雄

林田孝

理事
氏名

1 ｜酒井践一郎｜粟野名町

2 ｜児玉正一’ － 
3 ｜甲斐照和

平成25年5月9日

東海東地区社会福祉協騒会

所属加盟国体

所属加盟国体

4 ｜清島光雄｜東海田rm圃圃圃i-圃｜東海地区区長連絡也儀会理事

5 trn口武志｜無鹿町2--1圃圃圃圃｜東海地区公民館連絡協隆会理事

6 ｜ 吉 田鱗｜川島町田園・－1－ー｜東海地区公民館連絡協鰻会理事

7 ｜羽田朕｜水尻町田園圃E 田園圃｜東海都公民館連絡協議会理事

8 ｜稲田セツ子｜川島町圃圃圃園田園圃｜東海東地区民生委員児童雲員副会長

。｜闘マサヨ｜大武町ー~·t－ー｜東海京地区主任児童委員
10 ｜三輸美智子｜川島町ーーーーー田園圃圃｜いきいきサロン代表
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平成25年5月9日

東海東地区社会福祉協議会

備考

' 
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理事・評議員
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平成25年5月9日

東海東地区社会電位協続会．

住所 I n,, ｜備考

~ 

区分

民生委長児童委員
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主任児童委員

推進予Jーム
い都港サロン

監事
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順次その職務を代行する。

3，理事は、理事会を組織し本会の運営・業務を決定する。

4，監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。

5，評議員は、理事に協力し地媛福祉増進のための活動を行うとともに、総会に出席し議案

の審議議決を行う。

（役員の任期）

第 10条役員の任期は2年とする。但し再任を妨げない。

(1)役職をもって役員に就任したものの任期は、その役職の残任期間とする。

(2）補充役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（評議員の任期） 、

第11条評絡員の任期はよ前条の規定を準用する。

（顧問）

第 12条本会に願聞を置くことができる。

願問は、

（会議）

第 13条会E畿は、総会、役員会及rび理事会とする。

(1)総会は、理事及び評緩員をもって組織し、毎年1回会長が招集する。

但し、必要に応じて臨時に召集することができる。

(2）役員会は、三役をもって組織：し、会長がこれを招集する。

(3）理事会は、理事をもって組織し会長がζれを招集する。

（総会の緩決事項）

第 14条総会は次に掲げる事項を審援決定する。

(1）事業計画並びに運営に関する事項 (2）予算および決算に関する事項

(3）会則の改廃に関する事項 (4）その他会長が付隠した事項

（理事会の議決事項）

第 15条理事会は次の事項を審鰭決定し、必要な事項については総会の機決を経て実行する。

(1)事業計画並びに予算決算に関する事項＿（2）総会の織決により委任された事項

:(3）会長が付織した事項

（議決）

(4）その他必要な事項

第 16条総会は構成員の過半数の出席により成立じ、綴決は出席者の過半数の同意をも

（議長）

って決定し、可否同数のときは機長の決するところによる」

2、理事会は理事総数の 2分の 1以上の出席により成立し、織決は出席理事の過半

数で決定し、可否同数のときは議長の決するところによる。

第 17条 総会の議長は出席者の中から選出する。理事会の議長は会長とする。

（会計）

第 18条本会の経費は次の収入をもって充てる。

(1)市社会福祉協議会助成金 (2）寄付金 (3）その他の収入

10 



（会計事務）

第 19条 本会の庶務および会計事務は、副会長の肉一人が担当する。

（監査）

第 20条 監事は監査を年1回以上行い、総会において報告しなければならない。

（会計年度）

第 21条 本会の会計年度は、毎年4月 1日から翌年の3月31日までとする

（付則）

1，この会則は平成 11年 6月27日から施行する。

2，平成 14年 5月25日一部改正

3，平成 15年5月 24日一部改正

4，平成 18年 6月 3日一部改正

5，平成 20年 6月 1日一部改正

6，平成23年 5月21日一部改正

7，平成24年 5月 19日一部改正

11 
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南浦地区社会福祉協議会

総 会 会 次 第

1 . 開会の挨拶

2. 会長挨拶

3. 来賓挨拶

延岡市社会福祉協議会

4. 来賓紹介

5. 議長選出

6. 議事
( 1）平成21年度活動経過報告について

(2）平成21年度収支決算報告について

監査報告

(3）平成22年度事業計画（案）について

(4）平成22年度収支予算（案）について

(5）役員交替承認

(6）その他

7. 閉会のことぱ
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平成21年度南浦地区社会福祉協議会活動経過報告

月別 事業名 場所、地区 活動内容

6月 地区内環境整備 各地区 清掃、草刈、その他

6月 H21出前講座 各地区 メタボリックについて

あなたの心元気ですか

6月 平成21年度市社会福祉 野口記念館 14名参加

推進大会

7月 クリーンステーション 各地区

指導員教育 野口記念館

8月 青少年健全育成 各地区 青少協合同パトロール

夏季巡回指導など

8月 理事会 社会福祉センター 会長参加

敬老祝賀会準備 各地区 敬老者名簿作成提出など

9月 敬老祝賀会 各地区 祝賀会参加接待など

10月 環境整備 各地区 堤防などの草刈

10月 児童とのふれ合い 各地区 芋ほりなど

11月 秋祭り 各地区 児童みこし、持ちまきなど

12月 年末環境整備 各地区 道路、公園、など清掃

1月 福祉バザー準備 各地区 バザー準備参加

2月 福祉バザー 各地区 バザー、ミニバザー参加

3月 地域環境整備 各地区 アースデイー参加

不法投棄《組大ゴミ》回収

4月 南浦地区区長交流会 各地区、民宿しまだ 福祉役員参加次期会長決定等

5月 南浦地区社会福祉協議 浦城公民館 活動、決算報告

会総会実施 計画、予算、会長承認など

2 



平成21年度南浦地区社会福祉協議会収支決算書

南浦地区社会福祉協議会

収入の部 支出の部
科 目 金額 摘要 科 目 金額

前期繰越金 241 491 地域福祉活動 105 000 
費

地区社協運営 79 475 延岡市社協 研修活動費 40000 
助成金 より
地区社協活動 130 475 延岡市社協 調査活動費 10 000 
助成金 より
雑収入 73 貯金利息 会議費 10 092 

負担費 5000 

旅費交通費 13 600 

事務費 400 

~ 計 451 514 よd" 計 184 092 

収入の部（451.514円）一支出の部（184.092円） =267.422円

次期繰越金の内訳
預貯金（宮崎銀行）
現金

125.828円
141.594円

TOTAL 267.422円

繰越金 267.422円

3 

摘要
福祉推進
チーム活動

地域推進
大会、他

福祉バザー

協力費

総会、他

延岡市地区

社協
船運賃
車馬賃



監査報告

平成21年度南浦地区社会福祉協議会の収支決算、それに伴う

関係書類を監査した結果、適正であると認めます。

平成22年5月17日

監事俳娠をイ土⑮
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月別

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

4月

平成 2 2 年度事業計画（案）

南浦地区社会福祉協議会
スローガン

「社会福祉の心をみんなが持つ、明るく住みよい

南浦地区づくりを推進しようJ

重点目標

1、南浦地域5地区社協の連絡と情報交換を密にしながら地域福祉の
増進に努める。

1、青少協、 PTA、地域との連携と協力により児童の健全育成に

努める。

事業名 場所 活動内容 備考
環境整備 各地区 南浦地域清掃
理事会、総会 熊の江 役員、理事、評議員監事

出前講座 各地区 健康講座など

市社協理事会 延岡市 会議参加

青少年健全育成 各地区 夏季巡回指導 青少協合同

敬老祝賀会参加 各地区 公民館行事

協力

環境整備 各地区 道路、公園等ク

リーン作戦
市社協理事会 市内 会議参加

年末環境整備 各地区 道路、公園、
市理事会 市内 神社等清掃等
福祉バザー準備 市内 準備協力 各地区

福祉バザー 市内 バザー協力 各地区

福祉推進大会 市内 参加協力 各地区

地域福祉推進 南浦 南浦地区交流会 内容詳細は事前計画
t也区 等

5 



平成22年度南浦地区社会福祉協議会収支予算書（案）

南浦地区社会福祉協議会

収入の 部 支出の部
科 目 金額 摘要 科 目 金額 摘要

前期繰越金 267 422 地域福祉活動 105 000 1T /15,000 

費 チーム活動費

地区社協運営 80000 市社協よら 研修活動費 50000 推進大会
助成金 他

地区社協活動 131 000 市社協よら 調査活動費 20000 福祉バザ

助成金 一協力費
雑収入 78 貯金利息 会議費 30000 総会、他

負担費 5 000 市社協

旅費交通費 40000 船運賃

車馬賃

事務費 1 000 

予備費 227 500 

£口~ 計 478 500 ~ 』 計 478 500 

＊決定事項（平成21年度総会にて提案承認された）

1、社会福祉推進チーム活動費1T/10000円から1T/15000円とする。

2、地区社福会長 会議費Y／打ち切り10000円と市街地などの会議、活動出張時

日／2000円の車馬賃を支払う。
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南浦地区社会 福祉 協議 会役 員名 簿

平成22年度

会長 萱野 長 熊の江

副会長 谷口 鶴 安井

副会長 小野 島浦

副会長 藤田 浦城

会計 萱野 熊の江

理 事

NO 氏名 住所 選出母体

藤 田敏庚 浦城町 区長

2 萱野長夫 熊の江町 区長

3 小 野厚記 島浦町 区長

4 谷口鶴幸 安井町 民生委員会長

5 稲田清久 浦城町 副区長

6 西 岡マサ子 浦城町 民生委員児童委員

7 河野満智子 熊の江町 民生委員児童委員

8 掘田裕子 熊の江町 民生委員児童委員

9 河野庄ニ 熊の江町 北高齢者クラブ代表

10 阿波野保夫 熊の江町 南高齢者クラブ代表

11 吉井泰俊 須美江町 民生委員児童委員

12 甲斐弘行 須美江町 高齢者クラブ代表

13 吉井雅子 須美江町 主任児童委員

14 塩 谷 サ ツ キ 島浦町 民生委員児童委員

15 島田盛幸 島浦町 民生委員児童委員

16 佐藤富士幸 島浦町 主任児童委員

17 森本弥須盛 島浦町 高齢者クラブ代表

監 事

NO I 監事氏名

11草野正人

21佐厳重任

間
一
町
一
町

井
一
江

安
一
美須

7 



南浦地区社会福祉 協議 評議 員名 簿

平成22年度

NO 氏名 住所 電話 選出母体
田中 サダ子 安井町 婦人会会長

2 ｜遠回 ツユミ 安井町 推進チーム

3 ｜中野 金生 熊の江町 副区長

4 l安藤 道晴 熊の江町 北公民館館長

5 ｜萱野 祐一 熊の江町 南公民館館長

6 l堀田 みち子 熊の江町 南婦人会会長

7 l甲斐 幸元 須美江町 公民館館長

推進チーム代表

8 ｜長野 義文 島浦町 推進チーム代表

9 ｜中野 幸文 島浦町 推進チーム代表

10 l清本 友一郎 島浦町 会計

11 ｜長野 要子 島浦町 婦人会会長

12 ｜稲田 光美 浦城町 地区社教会計

区会計

13 ｜岩谷 勇 島浦町 区会計

14 l小田 国力 浦城町 推進チーム代表

15 ｜藤田 早美 熊の江町 推進チーム代表
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南浦地区社会福祉協議会会員lj
（名称）

第l条 本会は、南浦地区社会福祉協議会という。

（事務所の所在地）

第2条 本会の事務所を、会長宅に置く。

（目的）

第3条 本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会（以下「市社協j という。）の基

本方針に基づき、地区（安井町、浦城町、須美江町、熊野江町、島浦町）内住民

を会員として、地域福祉の増進と福祉のまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）

第4条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（工）地域福祉に関する調査・研究

( 2）福祉関係機関・団体との連絡調整

(3）地域福祉活動の計画と実施

( 4）地域福祉に関する啓発・広報

( 5）共同募金運動の推進に関する協力

( 6）その他、本会の目的達成に必要な事業

（役員）

第5条 本会に、次の役員を置く。

( 1 ）理事 1 7名

( 2）監事 2名

（役員の選任）

第6条 本会に、理事たる会長 1名、副会長 3名、会計 1名を置き、総会において承認

する。

2. 会長は、 5地区愉番制とする。

3. 理事及び監事は、別表第 1に掲げる機関・団体の代表及び学識経験者の中から

総会において選任し、会長が委嘱する。

（評議員）

第7条 本会は、評議員を置く。

2. 評議員はL社会福祉事業に関心を持ち、又は学識経験ある者で、本会の趣旨に

賛同して協力する者の中から理事会の同意を得て、会長が委月属する。

3. 評議員の数は 15名以内とする。

（職務）

第8条 会長は、本会を代表し会務を統括する。

2. 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名した

副会長が、順次にその職務を代理する。

・9-



3. 理事は、本会の運営・業務を決定する。

4. 監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。

5. 評議員は、理事に協力し地域福祉増進のための活動を行う。

（役員の任期）

第9条 役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2. 役職をもって役員に就任したものの任期は、その役職の残任期間とするロ

3. 補充役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（評議員の任期）

第 10条 評議員の任期は、前条の規定を準用する。

（会議）

第 11条 会議は、総会及び理事会とする。

2. 総会は、理事及び評議員をもって組織し、毎年 1回会長が招集する。ただし必

要に応じて臨時に招集することができる。

3. 理事会は理事をもって組織し、会長がこれを招集する。

（総会の議決事項）

第 12条総会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ）事業計画並びに運営に関する事項

( 2）予算及び決算に関する事項

(3）会則の改廃に関する事項

(4）その他、会長が付議した事項

（理事会の議決事項）

第 13条理事会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1）事業計画並びに予算・決算に関する事項

(2）総会の議決により委任された事項

( 3）会長が付議した事項

(4）その他、必要な事項

（議事）

第 14条 総会は、構成員の過半数の出席により成立し、議事は、出席者の過半数の同意

をもって決定し、可否同数のときは議長の決するところによる。

2. 理事会は、理事総数の 3分の 2以上の出席により成立し、議事は、出席理事の

過半数で決定し、可否同数のときは議長の決するどころによる。

（議長）

第 15条 総会の議長は、その都度出席者の中から選出し、理事会の議長は会長とする。

（会計）

第 16条 本会の経費は、次の収入をもって充てる。

( 1 ）市社協助成金

-10 -



平成 25年度

第 14回

岡富北地区社会福祉協議会 総会

凌〉し、さ d つヌうま J コくる メ、<7::>~口封忽均!Go:> 面調

日 日寺

右身 月斤

ヰZ反免 2 5-&:f三5月 1 2 日 〈日〉

.q=.甫合 1 1 ff寺 - 1 3P寺

山 月 1 12:ζ会主とE定食官



王手店主と 2 5 勾三左自E

I司宣言ヰヒ全也巨ζ率土委主守語字止枝~言議壬主吉永~~さと欠祭事

1. 開会のことば

2. 会長あいさつ

ム千ふレ

3. 来賓あいさつ

延岡市健康福祉部高齢福祉課長 友清明俊様

延岡市社会福祉協議会地域福祉課課長 佐伯京子様

地域福祉課岡宮北地区民事協担当 佐田真保様

4. 来賓紹介並びに出席者紹介

5. 議長選出

6. 議事

( 1 ）平成24年度事業経過報告

( 2）平成24年度収支決算報告並びに監査報告

(3）平成25年度役員選出（案）について

(4）平成25年度岡北地区社協評議員選出（案）について

(5）平成25年度事業計画（案）について

( 6）平成25年度収支予算（案）について

(7）その他

7. 閉会のことば
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ヰZ 反交 2 4 勾三店主事：業主宰伎笹子

『あ い さ つ がつくる人の和 地 域の和』 岡富北地区社会福祉協議会

月 日 活 動 内 ：；オ胃・ iコ~ 場 備 考

4月 7日（土） 交 通 安 全 GG大会 旭小学校運動場 岡北交通安全協会

参加者 90名 交通安全街頭指導

1 7日（火） 第 1回理事会 山 月 公 民 館 旭小中入学式

5月 13日（日） 第 13回岡宮北地区 山月 1区公民館 岡宮コミセン・ 地区社

18日（水） 社会福祉協議会 総 会 協連・市公連・市区長

連総会

6月 8 日（金） 推進チーム代表者会議 中川原集会所 青少協総会

1 6日（土） 花い っ ぱ い 健 康 教室 健康増進課

－健康長寿の取り組み －講師森山氏

6 2名参加 見附氏

7月 12日（木） 旭校区地区懇談会 旭小学校 延岡市への要望

（不審者対応の講演） 講師田上氏

8月 4日（土） 延岡市社会福祉大会 文化センター 岡宮地区まちづくり

岡北社協自主防災 研修会 懇談会

9月 15日（土） 第 2回理事会 山月 1区公民館 旭中学校運動会

29日（土） 交通安全ふれ合い GG 旭小運動場 交通安全街頭指導

－雨で中止（弁当配布） 103名参加予定

10月 24日（水） 岡北社協福祉講演 会 山月 1区公民館 旭小運動会

・お接待の心 講 師 善 正 寺 住 職 赤い羽根募金運 動

参加者 58名 野中玄雄氏

11月 30日（金） 旭小 6年生ふれ合い G.G 旭小運動場 除福まつり

児童数 85名 ・ 地 区 25名

12月 4日（火） 第 3回理事会 山月 1区公民館

6日（木） 推進チーム代表者会 中川原集会所

平成 25年 岡宮北地区社協理事会 山月 1区公民館 出初式

1月 19日（土） （新年会） 福祉バザー

2月 6日 （水） 推進チーム代表者会議 中川原集会所

24日（日） ＊地域福祉大会 文化センター

3月 4日 （月） 岡北包括支援研修 山月 1区公民館 旭小卒業式

－支援センターの実情 講師 岡田氏 旭中卒業式

及 び 介 護と予防 参加人員 52名

11日（月） 推進チーム研修旅行 阿蘇白水館 ＊ハープの里

参 加人員 58名 みつばち牧場研修

4月 10日（水） 会計監査

柳 田 氏 ・梶原氏 山月 1区公民館
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工戸店主と 24主F三左宣Eまた多事 2之てメ 25を手三居乞守ら多車 〈第さ〉

l 斗又 J入、伐〉音β

2 4年 度 2 5年度

項 目 予算 決算 内 訳 予 算 内 訳

繰越金 116,240 116,240 1 2 2, 0 0 0 前年度繰越金

社協 1,744 x 2o+120 1,744 x 20 + 120 
運営助成金 90,000 90,000 3,5000 +55,000 9 0, 0 0 0 3 , 500 + 55 , 000 

社協 2 3年 度 実 績 2 4年 度 実績

活 動 助 成 金 170,000 156,000 170,000 1 5 6, 0 0 0 1 5 6, 0 0 0 

寄付金 。 。 。
新年会 21,000

雑収入 20,000 21,026 利息 26 2 0, 0 0 0 理事会新年会

メE合3』三PιI 396,240 383,266 3 8 8, 。。。
2 ~ξH二3ι〉膏広

2 4年度 2 5年度

項 目 予算 決算 内 訳 予 算 内 訳

広報活動費 15,000 12,860 挨拶椴 10 本 1 5, 。。。 挨拶織

研修活動費 50,000 40,290 理事会研修費 5 0, 0 0 0 理事会研修費

ふれあい 高齢者 GG 高齢者 GG

活動費 70,000 68,936 健 康 教 室 7 0, 0 0 0 健康 教室

児童育成 旭小ふれ合い 旭小 6年生 GG

活動費 30,000 24,541 青少協助成金 3 0' 0 0 0 青少協助成金

在宅福祉活動 50,000 42,155 推進チーム研 5 0, 0 0 0 推進チーム研修

講演会活動費 20,000 10,480 福祉講演会 2 0, 。。。 地区福祉講演会

自主防災 包括支援研修 包括支援研修

活動費 15,000 2,296 防災研修費 1 5' 0 0 0 防災研修費

会議費 40,000 34,677 社協総会費 4 0, 。。。 社協総会費

事務費 10,000 7,031 通信連絡費 1 0, 0 0 0 通信連絡費

社協連協会費 社協連協会費

雑 費 20,000 18,000 監査謝礼他 2 0, 0 0 0 監査謝礼

予 備 費 76,240 122,000 次年度繰越金 6 8, 0 0 0 次年度繰越金

合計 396,240 383,266 3 8 8, 。。。
＊総収入 383, 266円 一 総支出 26 1 2 6 6 円 =122, 000  （繰越金）

監査の結果上記の通り相違ないことを認めます。

監査日平成 2 5年 4月 10 日（水）ゴヨ？ ／手も
監事 柳田 義彦 iT印 監事 梶原光夫 Ylilま／
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持〈 湾霊

NO 氏 名 住

1 百合図聖

2 甲斐 高

3 田口次男

4 小野三千年

5 上回俊之

6 高橋範行 桜園

7 山木一成 桜閤

8 松田正樹

9 大金賢二

1 0 工藤満長

1 1 山下幸治

1 2 加藤亀芳

1 3 佐 藤功

1 4 日高文代

1 5 佐々木裕子｜中川原3

1 6五十嵐夕美子｜萩町

1 71鈴木延子

1 a I渡部紀子

1 91岡田明利 ｜中川原 1

2 o I石原勉

2 1 I渡部誠一郎｜富美山町29 a -i I 33-4543 I旭中学校教頭

2 2 I谷口武範 ｜富美山・－ー圃圃圃｜富美山地区社協副会長

2 3 I下回英樹 ｜富美山町ーー圃園田｜園園田｜旭小中校区青少協会長

平成25年度岡宮北地区社会福祉協議会役員名簿 （案）

会長 山下幸治

副会長 松田 正樹・小野 ＝千年

加藤亀芳・渡部紀子

書記会計 鈴木延子

監事 柳田義彦・梶原光夫

事

所
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平成25年度間宮北地区社会福祉協議会評議員名簿（案）

NO 氏 名 住 所

1 柳田義彦

2 梶原光夫

3 川 竹孝

4 甲斐見一

5 浦演義弘

6 後藤忠夫

7 浅野房男

8 上原敦雄

9 平田ヨシエ

1 0 内倉一臣

1 1 山崎冴子

1 2 中谷政和

1 3 山口昭

1 4 赤須清子

1 5 甲斐田鶴子

1 6 高橋ヨシ子

1 7 中野一成

1 8 甲斐シマ子

1 9 問中栄子

20 田口雄一

2 1 吉高克幸

22 岡野貴史

23 松田初生

24 吉村隆明

25 木原重則 山下町3 ボランティア団体

2 6 後藤幸子 中川原 2-3-2 32-5007 望幼稚園

27 岡田虞 中川原 2-4591 21-8568 岡宮包括支援センター
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ヰZ 反え 2 5 壬干三彦芝弓喜多長言十匪訂 く第三〉

『あいさつがつくる人の和 地域の和』 岡宮北地区社会福祉協議会

月 日 活 動 内 ~ォT・・ dコ合＝』' 場 備 考

4月 17日（水） 第 1回理事会 山 月 公 民 館 交通安全街頭指導

旭小中入学式

5月 1 2日（日） 第 14回岡富北地区 山月 1区公民館 岡宮コミセン・地区社

社会福祉協議会 総 会 協連・市公連・市区長

連総会

6月 5日（水） 1回推進チーム代表者会 中川原集会所 青 少 協 総 会

15日（土） ＊花いっぱい健康教室 旭小体育館

第 2回理事会（役員会） 山月 I区公民館

7月 旭 小 中 校 区 地 区 懇談会 旭 中 学 校 延岡市への要望’

8月 岡北社協自主防災研修会 山月 1区公民館

25日（日） ＊おかきた夏祭り 旭小駐車場 岡宮地区まちづくり 4

延岡市福祉大会 文化センター 懇談会

9月 14日（土） 第 3回理事会（役員会） 山月 1区公民館 旭中学校運動会

20日（土） ＊交通安全ふれ合い 旭小運動場 交通安全街頭指 導

グランドゴノレフ大会

10月 20日（金） ＊ 岡北社協福祉講演会 山月 1区公民館 旭小運動会

赤い羽根募金運 動

11月 ＊旭小 6年生ふれ合い 旭小運動場 除福まつり

グランドゴルフ大会

12月 5日（木） 第 4回理事会（役員会） 山月 1区公民館

11日（水） 2回推進チーム代表者会 中川原集会所

平成 25年 岡 宮 北 地 区 社 協 理事会 山月 1区公民館 出初式

1月 18日（土） （新年会） 福祉バザー

2月 5日（水） 3回推進チーム代表者会 中川原集会所

地域福祉大会（社協） 文化センター

3月 ＊岡北包括支援研修 山月 1区公民館 旭小卒業式

＊推進チーム研修旅行 旭中卒業式

4月 10日（木） 会計監査 山月 1区公民館
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I司重富斗ヒ全也巨ζ宇土壬言語言宇止長~議委壬きさ妥主主貝リ

（名称、）

第 1条 本会は、岡富北地区社会福祉協議会とし、う。

（事務所の所在地）

第2条 本会の事務所を、会長宅に置く。

（目的）

第3条 本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会（以下 f市社協Jという）の

（事業）

基本方針に基づき、地区（山下町、萩町、桜岡町、中ノ瀬町、中川原町、

山月町）内の住民を会員として、地域福祉の増進と福祉の町づくりを

目的とする。

第4条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（役員）

( 1 ）地域福祉に、関する調査・研究

(2）福祉関係機関・団体との連絡調整

(3）地域福祉活動の計画と実施

(4）地域福祉に関する啓発・広報

(5）共同募金運動の増進に関する協力

( 6）その他、本会の目的達成に必要な事業

第5条 本会に、次の役員を置く。

( 1) 理事 23人

(2) 監事 2 人

（役員の選出）

第6条 本会に、理事たる会長 1人、副会長 4人置き、総会にて選出する。

2 理事及び監事は、別表第 1に掲げる機関・団体の代表及び学識経験者の中

から、総会において選任し、医型空喧章、

（評議員）

第7条 本会は、評議員を置く。

2 評議員は、社会福祉事業に関心を持ち、又は学識経験のある者で、本会の

趣旨に賛同して協力する者の中から理事会の同意を得て、会長が委嘱する。

3 評議員の数は、 2 7 人とする。

7 



（職務）

第8条 会長は、本会を代表し会務を統括する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、あらかじめ会長が

指名した副会長が、順次にその職務を代理する。

3 理事は、理事会を組織し、本会の運営・業務を決定する。

4 監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。

5 評議員は、理事に協力し地域福祉増進のための活動を行う。

（役員の任務）

第9条 役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 役職をもって役員に就任した者の任期は、その役職の残任期間とする。

3 補充役員の任期は、前任者残任期間とする。

（評議員の任期）

第 10条 評議員の任期は、前条の規定を準用する。

（会議）

第 11条 会議は、総会及び理事会とする。

2 総会は、理事及び評議員をもって組織し、毎年1回会長が招集する。

ただし、必要に応じて臨時に招集する。

3 理事会は、理事をもって組織し、会長がこれを招集する。

（総会の議決事項）

第 12条 総会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ）事業計画ならびに運営に関する事項

(2）予算及び決算に関する事項

(3）会則の改廃に関する事項

(4）その他、会長が付議した事項

（理事会の議決事項）

第 13条 理事会（役員）は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ）事業計画ならびに予算・決算に関する事項

(2）総会の議決により委任された事項

( 3）会長が、付議した事項

(4）その他、必要な事項
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（議 事）

第 14条 総会は、構成員の過半数の出席により成立し、議事は、出席者の過半数

の同意をもって決定し、可否同数の時は、議長の決するところによる。

2 理事会は、理事総数の 3分の 2以上の出席により成立し、議事は、理事

総数の過半数で決定し、可否同数のときは議長の決するところによる。

（議 長）

第 15条 総会の議長は、その都度、出席者の中から選出する。

2 理事会の議長は、会長とする。

（ム-;r:;; 計）

第 16条 本会の経費は、次の収入をもって充てるロ

( 1 ) 市社協助成金

( 2) 寄付金

( 3) その他の収入

（書 記）

第 17条 本会に、庶務及び会計事務を担当する書記を置く。

2 書記は、理事の中から理事会において選任し、会長が委嘱する。

（監 査）

第 18条 監査は、年 1回以上おこない、総会において監査結果を報告しなければ

ならない。

（会計年度）

第 19条 本会の会計年度は、毎年4月 1日から翌年3月 31日までとする。

附 員lj

・この会則は、平成 11年 12月 14日から施行する0

・この会則は、平成 13年 5月 12日から施行する0

・この会則は、平成 I4年 5月 I1日から施行する0

・この会則は、平成 15年 5月25日から施行する0

・この会則は、平成 17年 5月29日から施行する0

・この会則は、平成21年 5月30日から施行する0

・この会則は、平成23年 5月22日から施行する。
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役員選出母体

区長・民生委員児童委員・公民館長・高齢者クラブ

地域福祉推進チーム・福祉施設代表・小中学校PTA  

障害者団体・学識経験者・ボランテイア団体

延岡交通安全協会
一〉 γ

間宮北支部 平成Z弓仁年度岡富北支部役員

役員名 氏 名

支部長 加藤亀芳

長lj支部長 田口健一

高lj支部長 粂回彰三

会計 山下幸治

監事 松田正樹

監事 渡部紀子

役員 田口次男

役員 甲斐栄

役員 中野一成

役員 甲斐寓

延岡市青色ノミトロール部会

＊延岡地区地域安全ボランテイア

＊ パトローノレ隊名 （ 旭小校区学校安全ノ〈トロール隊）

＊ 隊員名 山下幸治・加藤亀芳・川越勝成

* 2 1団体 * 8 3台

＊ パトロール活動 （岡宮北地域） 1 5 KM～ 2 0 KM走行

1週間に 1回～ 3回程度ノ〈トロール行っているロ

l 0 
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長⑤監長
マ（議）

平成21年度伊福形地区社会福祉協議会

総
ノ、

M 資

地区内、全住民で

料

ふれあいと、助け合いで

明るい、住みよい、町を

¥ みんなでつくろう

日時、平成2t年7月30日〈会曜日〉

時間、 19時 00分より μこ切手ハ

場所、伊形公民館



会次 第 釘広夫切事供五

34-弘..＿，.3よら法／停 委イ士が与1主久

1，開会のことぱ

’ E事~pJ1付与と談会
2，会長あいさつ ¥0，ワザ、ろ仰の→ ¢nti＞－／とA

－鮮や0ι →k :E ：／..こかーでl-9-

持 rの？をt依

3議長選出、 Iわ馴（イ川手1
6 書毘依頼J 興科沢利 (wほ ~l)
g益事・ 1 ’ 

1 号鰭案、平成~J.年度事業経過報告と象認について
2号議案、平成2／年度会計決算報告、

及び監査報告について

3号議案、役員改選について

4号議案、平成22年度事業計画案と承認について

5号議案、平成22年度会計予算案と象認について

6，その他 川市トコ Rサ三国

7，議長降壇 （まま心ぷRへ

⑮ 名称汚名

服（的

白］志‘Lレ什併→午匂t:tJぞE，弘美L{:¥lf心・

8，閉会の言葉



ね（d材イ戸会初版矧脇被

与d少芸るるJ包m盈行し1.¥;¥ 

そdlゼ‘tllグ、松反グ刷、え斗担い 4コ反長公民衿決、紋辺愛妻-J..騨材 I 

籍多f；···~ 孝殺均（仇二！含立：グF

下令J之則 F耳方JJ

－考でツ守！．歩く

以下れ；協の均主総 kし付

I，込征拠減持級争ぎの移動得制島被呼継続隷Jb~eJl4)
2 .. ：マふねε キI~ ~Lt:<.校区私設のふイ伽勧y 私同 ε劇｛ ~.，. 

ふメιめ凶Jちシドプlりjにふタ兵法／ （μ還をや場〉

12.IE 吻ん動けい，;1~ 叶~. ~敬仰縫必殺必お＇lk l 
d 散総ふれ惨事れ称~~－:t_·詮ヅ．

/tt必－~＜~Y.. J ！：＞‘縦れわ徒名左中切れ老身）胸k撤£撲締与！会if'T11.J.1tiI 

+. VJき¥/l£ナuン絵毒るの豪雨 どイ？紛が、向上＼r＇＇，戸 ~l1 ミF命中〉

泊先皇、下伊秒．ω 即日．ある者片＇~kl之た扇動公成-tκ 怠叶 筏漆

土：織り議諮問グ特待合イリをこわけ、広くれ鴻z庁；~
--.. - -

？イ（宮）安怜
6：すむ淀の木ち yテア言ん亙民のム札あ l~珍窃、θ盈位脅J色会＼） 抑作手

う込似偽ゆ才ム」り絞殺』ぺ刻k私物件札~るとE府〉ぺ内f;
6 忍tP>..E~k都ふみ） →間：~~i~；~：君＇＂t:P~~ il-7>- 'a 

稲わβ利和VうクイトJ.t 「Lめ重要ゥ立つJ 社レぞうめ丸会話：議会グ〉次

τふがめ脇ふ械金7訟の械

兵役；協 J耐と大ふ偽八平等三盆lて獄匙必勝之仰玖

］／－＜よ

，
 

，
 ，
 

－E『
』

t
’



3低空似一野泌盆益誘；ム抑制去＿：；；~·.：·；イー－
f JJ~二g··- j子学J~ －t_J道－~；iJ＿＿翁 －瓦 －－~~－~：J 
U訴え委M織広j_JSJ,_2~ IζL fWJ' 1 o) ___ _ 
""">.. I亙掌劫え起会JqαCρ0i ! 'Pq 1 Go I , g 1 sd歩磁格を偽i義会ム ~ 

: ~－－ ！裟動助反~I 1bo. 

i弁l示金収入 l l> ！ 
'.I 

,, 

実字必.－；｛（｝ゐ3 '3 

22393 

の単語手 2玄

、。ρD

zaooo 

念E，α九つ ／右・3

106 g~» 

／~22／－主主Jdイ久子／

ν·~‘ 

、...）..
，， 
d’ ミミ

去る刻約十ヌ髪結時
手~o<o執委私是正ふ~~J: t7?'Z) K! . ..特i舛δW~ID嫌或，i,- ~b}!o.?jf.J. 

与さむの~~手伝£／級一敏端付制去を？の決手芝慈会j乏し吋、
会長 三す俊弘委主；：会考タャ長広ミ子、＼ －－·~ ・r 

必十彦会
よか砲、むIt~·· ：氏物；拐、 ~lflit.君主ふ星放夢み援金の広告系議μいて認め-;j 1 
掛川r~~lr~ 除後 ζ 場参衣：3

& ~形払筋一



-'-・ P.2!仏入宇乃ワ（'/ 
延岡市社会福祉協議会 守）い＼フのw小今ノ

＜様式第5号＞

会長坂本純一様

平成 22 年度

事業実施計画書

活動の種類 実施日 対象 内容 支出予定額

・(1) 絢を .._, ＼＿、、

福祉思想の啓発事業記t
九 w "I るさ省令~~を淀ぷ＼ o<.t ~~ρ ｜ ｜  

(2) 

在宅福祉事業の推進
I _・;;:t‘A I -i.1r ~－み l 前会、λ~ －仲司、リ，~fb,,lゑ f-tt-*"' d~w rt・円l・'

~t),. ~.ρD 

ク>CJD
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バ，＆OD

(8) 

その他
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平成 22 年度

伊協杉

【 収入 】

項目

前年度繰越金

運営助成金

活動助成金

オ1J ~0 

合計

【 支出 】

項目

予算額

ノl-d.t.L.lb 

チ{J/ 0ρt> 
／ 

メ，fo., 6C'JO 

di/. 

~ 9 ；；；え－•t-t? p 
， 

予算額

、！..ttJ//-lJ 

、／）， ~OD

、~~

合計 I ~！；二"P7l

＜様式第6号＞

地区社協予算書，

（単位円）

説 明

前期（ μ、ρiDo）後期（ jt/，ρdρ ） 

説明
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L息ド1おJ.-~ ＼之を手 （立与問〉

I K2 O<V 2 ｛司 ＋切ろοちRf7〆
（様式第6号）

平成21年度社会福祉普及推進校事業「指定社協J活動実績報告書

社協名：延岡市社会福祉協議会

会長名：坂本純一

所在地：延岡市三ツ瀬町 1丁目 12-4 

（担当者氏名南祐亮）

(TE L 0982-32-.6555) 

( F AX  0982-35-5863) 

1 活動の主体

(1) 推進地域 （伊福形地区 ） 

(2）対象

ア保育園・幼稚園

イ小学校

ウ中学校

エ高等学校

オその他

（ 市立伊形小学校 ） 

（ 市立土々自中学校）

（ 地区住民と自治会 ） 

2 活動助成費決算書

項目｜ 金額

報償費

旅費

消耗品費

印刷製本費

修繕費

食糧費

使用料及び賃借料

通信運搬費 ｜ 、〈ー， oov
保険料 ｜ ρ 

手数料 ｜ ρ 
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3 活動実績

( 1）活動推進のための方針や組織

地域内の自治会と学校、児童、生徒、 PTA等と地区社協が協力し、地域住民の総参加によ

る福祉活動の意識養成と、青少年の育成の場を作る。

(2）活動の記録（経緯）

月 主な活動内容

4月 ・伊福形地区社協役員会開催
， ． 

5月 ・米づくり体験学習（5～12月）

6月 －無形文化財の継承（6～8月）

－川の歴史と愛護活動

7月 －伊福形地区社協役員会開催

8月 －ふれあい盆踊り大会

・中学生のボランティア育成

9月 ・敬老の日訪問
－ ． 

1 0月 ・運動会への参加

1 1月 －昔の遊び体験

1 2月 －昔のおやつ作り

1月 －児童と高齢者交流会

2月 －サロンと伊形小のふれあい給食会

3月 ・地域住民と伊形小のふれあい給食会

－善行児童の表彰

年間 －児童安全パトロ｝ル

－学校通信等の区民全戸回覧

ーら｛
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(3）活動の実際

事業名 肉 容 月 日 場所 参加人数

米づくり体験学習 食育を基本に育首から収穫・餅っき 5月～ 12月 伊形地区 1 6 1名

まで体験する

無形文化財の継承 県・市認定「花笠踊り jの伝承と地 6月～8月 公民館 1 2 8名

区住民への披露発表 小学校

川の歴史と愛護活 4年生と地区住民による、河川・古 6月3日 井替川 78名

動 皇学習会
． ． 

中学生のボランテ 高齢者宅の家事ボランティア体験 8月2日 旭ケ丘区 1 0 3名

ィア育成 と地区住民との交流対話

ふれあい盆踊り大 地区児童会、社協も PTA、親子会で 8月 15日 公民館 1 2 0 0 

~』; の盆踊り大会 名

敬老の日訪問 児童生徒による祝辞、ダンス 9月21日 公民館 6名

運動会招待、参加 小学校運動会の高齢者部会への案 1 0月4日 小学校 60名

内と参加要請

昔の遊び体験 コマ、竹トンボ、水鉄砲など 1 1月3日 小学校 92名

昔のおやつ作り 昔のおやつの作り方を地域の高齢 1 2月14日 小学校 88名

者に習い、地域や世代間の交流を図

る

児童と高齢者交流 学年PTAと高齢者部会による、おで 1月20日 小学校 9 7名

，コ~』¥' んを囲んでふれあい会

ふれあい給食会 地域の高齢者を招待し、小学生とふ 2月16日 小学校 50名

れあい給食会を開く 3月8日

善行児童の表彰 学生別、又は親子会推薦による善行 3月 11日 小学校 24名

児童の表彰

児童安全パトロー 児童登下校時の安全パトロール 年間 各地区 1 2名

ノレ

学校だより回覧 学校通信等の区民全戸田覧 年間 各地区 全戸回覧

子ども自治会の設 各地区で子どもたちのふれあいの 年間 小学校 全校生徒

立への取り組み 場をっくり、親子会や地域住民等と 地域住民

の交流を通して地域の繋がりを強

める。

-7-
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＜生きる＞

自分は、何も持っていないと言う人に、

だから自分は、人にあげるものは何もないと言う人に、

ある哲学者が意味ありげな笑みを浮かべて言いました。

あなたは、まだ人を励ます口があり、

あなたは、まだ倒れた人を支える手があり、

人の代わりに歩く足があるではないか？

あなたは、まだ人の重荷を背負う背中があり、

人の不幸を悲しむ，心があり、

あなたは、まだ人のために祈る時聞があるではないか？
<=n c=、．



土々日地区

地域福祉活動計画

～土々白地区を明るく楽しい町に～

グラウンドゴルフ大会

平成 23年 3月

土々呂地区社会福祉協議会
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土々呂地区地域福祉活動計画策定委員会；ワーキングメンバー

氏名 役 職 備 考

吉永清 土々呂地区社協会長 延岡市民児協会長・土々呂民児協会長
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金井紘ニ II 副会長 土々呂公民館館長・ふれあい福祉

富山友子 II 副会長 土々呂地区福祉推進チーム代表

中川｜ 高夫 II 事務局長 土々日地区民児協・民生委員児童委員

姫田芳子 II 会計 土々呂地区民児協・主任児童委員

伊東厚 II 広報 高齢者クラブ会長

松永友子 II 障害者福祉 土々目地区民児協・主任児童委員

福井哲夫 II 高齢者福祉 土々呂地区民児協副会長

甲斐麻里子 延岡市社協土々呂地区担当



長

員

1 .土々呂地区の現状

現在の我が国の人口構成は、少子高齢化の急速な進行により、高

齢化比率が年々上昇している。

そのようななか近年の土々呂地区は、水産業の漁獲高の減少、

それに伴う水産加工用原魚の供給不足による水産加工業での取扱

高の減少など、水産関係事業の低迷が続いている。これらの事業

は、その労働力のほとんどが地区民で賄われていたため、事業の

低迷により地区内での就労人口が著しく減退することとなった。

又、嘗ての農業地帯は、準工業地帯に変貌し幾つかの企業立地

が行われたものの、これらの企業での従業員の多くは、他地区か

らの雇用が多く、土々日地区の労働力の吸収への貢献度はあまり

高いとは言えない。

このように過去には一次産業が中心で、あった地区では“働き口”

がないといわれているが、土々呂地区もその例外ではなく、もと

もと減少傾向にある若者の県外流出が続き、地区内居住者の高齢

化比率を一層引き上げる要因ともなっている。

- 1 -



さて、土々目地区は往時の漁港を中心として繁栄した時期に比

較すると、現在の凋落傾向は目を覆うものがある。そして全国的

な漁村の衰退や、環境条件等を考慮すると、この状態が好転する

ことは困難と見るべきである。

このような状況のもとでは、現在の高齢化率32%から更に一

段と高齢化が進行することを回避することはできないであろう。

この度の地域福祉活動計画策定にあたっては、このような当地

の現状をふまえ、高齢者への対応に充分な配慮を行いつつ策定す

るよう心掛けることとした。

じ：討 ~.i
一一一：；'171119；も品J

認知症サポーター研修会

2 

地域福祉懇談会

（鯛名）

介護教室



；比 2. 地域福祉について

！的 ①地域福祉とは

る 地域福祉とは、誰もが住み慣れた家庭や地域で安心していき

いきとした生活が送れるよう、「困ったこと」「悩みごとJを公

。

的制度によるサービスを利用するだけでなく、地域において、

お互いに助けられたり、助けたりする関係を築きながら、“共に

l地 生き、支え合う地域社会”を実現しようとすることです。

：す ②地域福祉の担い手は

地域福祉の“対象者”は、地域で暮らす、すべての人々です。

そして、地域福祉の“担い手”も、地域で暮らす、すべての人々

です。

ただ、現在は、民生委員児童委員・区長（自治会）・福祉推進

ふ
コミ

チーム・公民館・高齢者クラブ・ボランティア等の人々が、地区

社協を結成し、社会福祉協議会と連携しながら推進しているとこ

』豆

ろです。今回策定した「地域福祉活動計画Jの推進にあたっては、

地区社協も精一杯、コーディネーターの役割を果たしますが活動

の主役は、あくまでも土々呂地区で暮らす皆様方です。

- 3 -



③地域福祉の推進にあたり

前述の地域福祉の担い手も「地域で暮らす、すべての人々J

に近づくには、各区程度を単位とした諸会合やサロン活動の中

などで、地域福祉に関する話し合いを活発に行い、地域福祉の

意義や役割を地域の皆さんの多くの方々に理解していただく努

力が重要であると考えられます。

各区におかれては、地域福祉推進に関する事項を役員会やそ

の他の会合で、積極的に取り上げていただくほか、サロンの開

設によって地域の皆さんが話し合える場を多くしていただくこ

とが望まれます。それと同時に、このような集会の場所として

の「コミュニティーセンター」の早期確保が待たれるところで

す。地域を挙げての運動を展開したいものです。

'itlr" ~ 
4 



3. 地域福祉活動計画策定について

昨年の 6月～7月にかけて「アンケート調査J また 8月～10

月に 8回に分けて実施した「地域福祉懇談会」の意見・要望等を

ベースにして、基本目標や活動の主要項目の検討を進めてきまし

た。

アンケート調査 1）地域の皆さんへのアンケート 1 0 2 

2）社協の理事・評議員アンケート 5 6 

3）福祉推進チームアンケート 7 7 

4）児童・生徒の保護者アンケート 1 0 4 

5）児童・生盆へのアンケート 8 3 

（計） ( 4 2 2) 

地域福祉懇談会（8/1、8/18、9/5、9/12、9/25、10/2、10/23、10/24)

懇談会参加者 延べ 239名。
これらのアンケートや懇談会で出された意見を、社協の役員で

議論を実施。 (10月から 8回開催）

検討の結果、以下の 3項目を「基本目標」に掲げ、具体的な活

動の主要項目を策定した。

5 



土々呂地区・地域福祉活動主要項目

テーマ I 皆がふれ合う町づくり

子供から高齢者までのすべての人々がゆったりと

楽しく過ごせる町

テーマE ルール・マナーを守る町づくり

海や山の自然環境の豊かな土々呂の町をいつまで

も残そう

テーマE 安心で安全な住みやすい町づくり

皆がいつでも気持ちよく暮らせる安全な町

- 6 一



テーマ I; 皆が楽しくふれ合う町づくり
子供から高齢者までのすべての人々がゆったりと楽しく過ごせる町

主要項目

1.高齢者・障がい者福祉

2.ふれあい活動

3.青少年育成

第 1 ステップ

・高齢者、障がい者の実態把握
・民生委員、福祉推進チーム、各区長の
連携強化

・ボランティア（リーダー）の養成
・公民館で実施している各種活動のPR 
強化（ふれあい活動にも該当）

・訪問活動、声かけ運動の活発化
．高齢者世帯のゴミ出し手伝い

（推進チームを通して呼びかけ）

第 2 ステップ

・高齢者を対象とした、オレオレ詐欺な
どの講習会・出前講座の開催

・健康で長寿の町づくり
（グラウンドゴルフ、ウオーキング、
カラオケ、健康教室等、例えば青少
協との共催でウオーキング大会〉

－検診受診の推進
・いきいきサロン設置の拡大活動
－買い物ボランティア、移動ボランティア
の登録

－あいさつ運動の積極的な推進（のぼりい活動の拠点となるセンターの確保
旗の僧設、大人も子供も含めたあいさ｜ （行政への働きかけ）
つ運動の展開） ｜・センター内に「ふれあいサロン」の開設

・ふれあい行事の検討 ｜・「地域のあちこち再発見」 「地域を知ろ
（グラウンドゴルフ、しめ縄作り等々 ）｜ う」等、地域内の各区を歩いてみる活動

・自治会未加入者への加入促進活動 ｜ の展開
（地区内での孤立防止）

・公民館活動への参加呼びかけ
－ととろ浜まつり、流海頂、秋祭り等の
地域に根付いた行事を活用したふれ
あい活動

・学校、 PT A、青少協等関係機関との
情報連絡、連携強化（定期的な連絡
会議の設置）

・あいさつ運動の推進
「こども 11 0番おたすけハウス」の

周知徹底

・廃屋、危険個所の定期的点検

7 

・子供の見守り隊の再編成
（登校時、下校時の見守り）

．子育て講演会の開催
．子供の安全な遊び場の確保

（土日隠日の公園でのグラウンドゴルフ
の問題、公園の整備）

・放課後の子供の見守り、居場所作り
（例えば、児童クラブ・子供教室等）

・子育てサロン開設への助言、手助け、
場所の確保

将来

地区の全ての人々が、自然に高齢者や障がい者
をいたわる優しい町を目指す

皆がいつもニコニコと明るい顔で挨拶し合う町
を目指す

いつも子供達の明るい声が、響き渡っている町
を目指す



テーマn; ルール・マナーを守る町づくり
海や山の自然環境の豊かな土々呂の町をいつまでも残そう

主 要 項 目

1.ルール・マナーを守る活動

2.きれいな町をつくる活動

第 1 ス テ ッ プ

・啓発活動の標語を募集

（各地区に標語を掲示）

第 2 ステップ

「他人に迷惑をかけない運動Jの展開

・回覧版、チラシ等でマナーの向上を継続｜・資源ゴミ収集、分別方法の徹底研修

的に呼びかける

（犬の糞、ゴミ捨てルール等）

・土々呂湾、鯛名、赤水の釣りのポイント｜・土々邑地区一斉清掃の日を設ける

に「ゴミ持ち帰り」の看板設置 いクリーン作戦を地区統一して実施

・公園や海へのゴミ・空き缶等のポイ捨て｜・公園の定期的な草刈り、清掃の実施

防止活動 ｜ （ボランティア活動で）

－地区内の公園や空き地等を利用した

花一杯運動の展開

（例えば、妙見湾周辺の未耕作地を

借り上げて、菜の花やコスモスを植

えて、地区民の散歩コースとして盤

備する）

テーマ皿； 安心で安全な住みやすい町づくり

皆がいつでも気持ちよく暮らせる安全な町

主 要 項 目 第 1 ステッ プ 第 2 ステッ プ

－安全運転の呼びかけ（マナー遵守） ・延岡南道路の完全無料化に向けた住民

1.道路・交通問題 （生活道路、通学道路でのスピード出し 運動の展開

過ぎの防止） ・コミュニティパスの運行要請

－路上駐車の規制 （高齢者の通院や買い物の交通手段の

確保）

・地区の避難所マップを作成し、各家庭 ・定期的な防災訓練の実施

2.防災・防犯の問題 に配布（避難場所の周知徹底） （特に、浄波対策）

・避難場所の看板設置 ・非常持ち出し品チェックの日を設ける

・災害時の要援護者のリストの作成 －防犯灯の設置

・防犯灯の一斉点検の実施

（不足と思われる所は、関係機関と設

置の協議）

8 

将 来

大人から子供も皆、胸を張って生きていける町

を目指す

土々自の町は何処を見てもきれいで暮らしやす

いと言われる町を目指す

将 来

地区住民が安心して散歩やウオーキングのでき

る町を目指す

災害発生時に、地区住民が一致団結して一人も

被災者を出さない町を目指す



4.土々呂地区の人・施設等の概況
平成22年度十々呂地区世帯状祝

世 65歳 高齢者 高齢者 ひとり 寝た 認知症 高校生

帯 人 以上 比率 世 帯 暮らし き り 高齢者 以下の

数 口 人員 （%） 高齢者 高齢者 人員

東浜 138 319 88 27.6 31 17 2 3 59 

流川 62 142 41 28.9 18 12 2 4 32 

霧島台 73 254 12 4.7 4 。。47 

茶屋 68 189 56 29.6 20 15 2 32 

桟橋 126 276 102 37.0 32 19 3 38 

上洲の鼻 86 219 101 46.1 37 18 3 2 25 

下州の鼻 84 211 73 34.6 24 13 2 29 

中村 1 71 224 70 31.3 27 15 。 27 

中村2 157 393 130 33.1 25 10 。62 

中村3 90 196 69 35.2 16 6 。。21 

ニュータウン 119 323 62 19.2 12 9 。。46 

緑 36 87 27 31.0 11 5 13 

浦上ケ丘 64 167 61 36.5 25 12 。 26 

港ケ丘 '36 94 25 26.6 5 。 7 

櫛津 116 287 94 32.8 30 17 34 

妙見 46 129 45 34.9 31 6 。。 14 

港 66 161 62 38.5 40 11 7 。 17 

鯛名 118 290 115 39.7 57 25 。 32 

シーサイド鯛名 34 105 16 15.2 。 。 。 26 
赤水 121 249 114 45.8 44 26 2 16 
合計 1,711 4,315 1,363 31.6 489 238 24 22 603 

高校生以下の内訳 高齢者世帯
区 分 人員 比率（見） 全世帯の28. 6 % 
高 校 生 Ii6 2.7 

中学生 143 3.3 ひとり暮らし高齢者
小 学 生 217 5.0 高齢者世帯の48. 7% 
園児・幼児 127 3.0 

合計 603 14.0 
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十々呂地区の施設状祝（ 1)

分 類 施設の種類・名称 備 考

延岡市伊形支所

公 共機関 延岡警察署土々呂駐在所

延岡市消防本部土々呂出張所

消防団機庫（5施設） 3 6部～ 40部の 5施設

土々呂公民館

東浜公民館

櫛津公民館

公民館（7施設） 浦上ケ丘公民館

港区公民館

公共施設
鯛名漁村センター

赤水公民館

土々呂海浜公園

土々日近隣緑地公園

児童公園（6ケ所）
ニュータウン児童公園

中村3区内公園

櫛津ケ丘公悶

二松公園

宮崎銀行土々呂支店

J A土々日支所

金融・郵便・他 延岡市漁業協同組合

土々呂郵便局

延岡家畜市場

土々日保育所

土々呂幼稚園

土々呂小学校

名水小学校

土々呂中学校 但し、所在地は松原町

延岡土々日聴覚支援学校 特別支援学校

教育・訓練施設 延岡たいよう支援学校 特別支援学校

ひかり学園

デイセンターひかり 就労移行支援施設

延岡職業訓練センター

延岡職業能力開発促進センター

宮崎大学自然共生フィールドセンター

東九州自動車学校

- 10 一



十々呂地区の施設状祝（2)
ー

分 類 施設の種類・名称 併白 考
~ 

土々呂地域包括支援センター

水明荘 特別養護老人ホーム

水明荘居宅介護支援センター 居宅介護

水明荘デイサービスセンター 通所介護

めひかり荘 通所介護

土々 日ホームヘルプサービスセンター 訪問介護

老人福祉施設
くりみ荘 通所リハビリ

おひさま 居宅介護

トトロみのる園 介護老人保健施設

ととろの杜 介護老人保健施設

なでしこ 有料老人ホーム

コリドールくしつ 有料老人ホーム

土都楼 有料老人ホーム

老人いこいの家 集会所

神社（8施設） 霧島神社他

神社・ 仏関 寺（2施設） 極楽寺他

教会（ 1施設） 日本キリスト教団延岡使徒教会

水産施設（6施設） 製氷工場・市場他

水産関連事業
水産業（3社） 網7L等の船主は合まず

水産加工業（7事業所）

渡し船（2事業者）

会社組織の事業所（56事業所）

個人事業所（28事業所）

その他の事業
個人商店（ 1 6店舗）

理容室・美容室（ 1 1店舗）

飲食店（ 1 0店舗）

仕出し店（2店舗）

病院は施設） 但し、 2回／週の開院のみ

医療施設 歯科医院（2施設）

はり灸・整体（2施設）
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5.十．々呂地区社協の構成団体

土々呂地区社協とは、土々呂地区内（土々呂町・櫛津町・

妙見町・鯛名町・赤水町）の地域住民で組織される自治会や

高齢者クラブ・婦人会・子供会・民生委員児童委員や学校・
福祉施設などが連携して「思いやりの心で明るく住みよい町
づくり」をスローガンに、平成12年に設立された組織です。

現在の構成団体

区長会

2 民生委員児童委員協議会

3 公民 館 長 会

4 高 齢者クラブ会長

5 地域福祉推進チーム代表

6 いきいきサロン等代表

7 ボ ランティア団体

8 障がい者団体代表

9 福祉関係役職経験者

10 福祉施設代表

11 学校関係者

12 消防団代表

13 その他福祉関係者
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議議

1、開会の挨拶
2、会長挨拶
3、来賓挨拶並びに紹介

. ，.、

4、機事・機長選出（ ）・8益事録（ ） 
①第1号線案 平成21年度事業経過報告
②第2号踏案 平成21年度会計決算報告
③第3号機案 平成22年度役員選出

会計監査報告
⑨第4号櫨案 平成22年度事業計画案
⑤第5号纏案 平成22年度収支予算案
⑥第6号機案 その他

①平成21年度交通安全協会支部活動報告
②平成21年度会計決算報告及び監査報告
③平成22年度役員選出
④平成22年度活動計画案及び収支予算案

5、閉会の挨拶

福祉懇談会（12時30分開会～13時30分閉会〉



平成21年度岡富東社会福祉協議会経過報告
月日活動項目 事 婁 肉 容 各地区福祉活動

平成21年 日の出区ちぎり絵教室第2,4月曜

4月 川原崎区ひだまりの家肪問月一回実施

8日 第一回運営委員会 広報発行、 21年度事業計画について 川原崎区グランドゴルフ毎週火～金曜実範

25日 第二回運営委員会 21年度総会の準備の打合せ 日の出区グランドゴルフ毎週3回実施

5月 ふれあい福祉活動 各地区水神祭奉納こども相撲大会 川原崎区、昭和三健康体操教室

9日 第三国運営委員会 21年度総会の準備の打合せ 毎週1回実施

16日 ふれあい福祉活動 岡富地区高齢者クラブGG大会参加 さんさん愛腹会日の出区、毎月1回実施

日の出、川原崎 昭和二、川原崎高齢者宅声かけ訪問

20日 定期総会 総会及び福祉懇般会日の出公民館

延岡ふれあい福祉まつり講演会

31日 福祉推進 前宮城県知事浅野氏

6月 ボランティア活動 延岡市クリーン大作験 岡富南青少年育成也路会各地区長出席

22日 第四国運営委員会 クリーンステーション指噂員鵬首会担当者出膚

28日16部消防団操法大会応復書加｜

7月 第五回運営委員会 交通安全対策、広報発行について 川原崎区（あやめ会）高齢者ふれあい研修肢f

1 1日 福祉魯蒙 福祉講演会 7日シルバーボランティア研修会各地区司書加

児童健全育成 ラジオ体操参加各地区 川原崎区（あやめ会）毘知症サポーター属鹿

8月 ふれあい福祉活動 供養盆踊り大会各地区実施 30日衆議院選挙投票日

福祉思想の啓発 地区社会福祉協厳会たあより「おかとみひがしJ発行

9月 ふれあい福祉活動 敬老祝賀会各地区間富東地区社協 26日市民防災フォーラム

よりタオル配布 各地区役員参加

10月 4日間富小学校運動会出席

9日 第六回運営委員会 今後の取り組みについて昭和2集会場

ふれあい福祉活動 間宮高齢者クラブ体育大会 10日地域安全大会高齢者役員出席

日の出区・川原崎区参加

24E 第七回運営委員会 同富東地区社協会長杯GG大会打合せ 10日間富高齢者演芸大会参加

11月3日 ふれあい福祉活動 文化祭各地区実施バザー作品展示等

7E ふれあい福祉活動 地区社協会長杯グランドゴルフ大会 10日川原崎区（あやめ会）

73名参加 ふれあい研修

9E 第八回運営委員会 GG大会の反省会 般行（九重方面）

14E ふれあい福祉活動 岡富地区高齢者クラブGG大会参加

日の出区・川原崎区参加

12月

12E ふれあい福祉活動 岡宮高齢者クラブ体育大会 27日子供と餅っき大会川原崎区

日の出区・川原崎区参加

平成22年

1月12日 第九回運営委員会 役員改選、総会準備について 24日市長・市議補選投票日

2月7日 理事役員懇親会 24日川原崎区（あやめ会）独身高齢者

16E 第十回運営委員会 総会準備について 食事会実施

3月

7日 福祉推進講演会 延岡市地域福祉推進大会文化センター

理事評蟻員参加

1 
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平成21年度岡富東地区社協収支決算報告書

1、収入の部（平成22年3月31日現在）

刷費目
平成21年度 平成21年度

予算額 決算額

繰越金 49 614 49,614 

運営助成金 160160 101,000 

活動助成金 79160 130,000 

協賛金 60000 60000 

雑収入 70 19 

会費 。 。
合計 349,004 340 633 

2、支出の部（平成22年3月31日現在）

80000 
100 000 
25000 
10000 
110 000 
12000 
5000 
3000 

臼~
349.004 

82558 
95 788 
11,550 

担盟
106 575 

160 
5000 
1 680 

306.311 

比較
摘 要

増減

0平成21年からの繰越金

-59,160 世帯数2,281戸＊R20円＋55,000円

50,840 前期（60,000）・後期（70,000)

0 10,000円／区＊6区

-51 預金利息。
-8,371 

摘要

2558 
-4,2121グランドゴルフ、盆踊り大会

-13,4501広報発F

-7000 
-3,4251敬老会祝賀記念タオル

ー11,8401コピー
0 

-1,3201振込手数料

ゴ型企
-42 693 

3、収支決算（平成22年3月31日現在）

残寓の内訳

収入決算額 340,633円

支出決算額 306,311円

差し引き残高 34,322円

平成22年に繰越

当主t盆

頴金 0 円

預金 34, 322円

平成2Q年度の収支につきまして、帳簿、領収書等を
照合し監査したところ、いずれも正確かつ適正に
処理されていると認められます。
平成22年4月16日

監査1

監査2住所

氏名

ノ
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〈名称〉’11象本会は岡宮東地区社会福祉也‘会という。

第2袋本会の事務所を、会長宅に置〈。

〈目的〉

・l3集 本会信、社会福祉法人延岡市社会構~飽‘会＠釜本方針にaづS響、昭和 1 区
2区・ 3区・川廊崎・紺屋町・日＠出区CD＆旭区内住民e会員として、勉緩

繍訟の増進と繍径の＊ちづ〈りを雄選することを目的とする。

〈司I •> 
第4袋本会は、前象＠目的を速成するために、次の..震を行う。

( 1 ）地緩補佐に関する・.・研究。

(2）植祉関係栂関・団体との連絡・盤。

(3 ）地緩橿~活動＠計画と実箆。

(4）勉鎗繍祉に関する啓宛・広報。

(5）共同.金運動＠錘進に関する笛力。

(6）区朱加入者への対応（区長達也、公民館長連也、行政、そ＠他〉

(7）その他、本会＠目的達成に必要な事集。

（役員〉

鯨5集本会に、次＠役員を置〈。

( 1 ）理事 25名 (2）監司E 2名

（役員＠退任〉

第6策本会に、会.，人、副会長4名、量事2名寄置き、理$代表者会において

選任し、総会において承·~得る。

2.理事は、関係．関・団体＠代表者及び学鴎経厳者＠中から会長が餐鳴する。

〈停．員〉

第7象本会に停‘員を置く。

2. ＂・員館、祉会福 ti’E’Rに関心を持ち、文低学．鍵厳ある者で、本会＠・旨

に貸閉して也カする者＠中なら理事会＠問2障を得て会長が曇嘱する。

（顧問〉

鋼電8袋本会に、顧問を若干名置〈ことができる。

2.鳳閉館理事会＠同窓を得て会長が餐鳴する。

3.顧問は本会＠集積について会長＠路聞に答え又は具申する。

4.任期については、役員＠任期に蟻ずる．

〈磯務〉’l9議会長館、本会を代表し会績を総括する。

2. 副会長は、会援を補佐し、会長が司E故あるとき館、~らかじめ会長＠指名

した副会長が順次にその鴎宿舎代行する。

3.理事館、理事会を..・し、本会＠逮曾.....決定する。

4.医事隊、会計集積及び敏行した集積を監査する。

5 ...・員館、理事に也カし地緩舗M:t・進＠ため＠活動を行う。

3 



（役員＠任期〉

第 10集役員＠任期は2年とする。ただし、再径を鈎げない。

2.繍助役員＠任期信、前任者の残任期間とする。

〈僻隊員の任期）’11 1叢停．員の任期は、前項＠鎮定を2・用する。

（会．）

’＇1 2集会．は、総会及び理事会とする。
2.総会は、理事及び鰐．員をもって組織し、毎年1回会長が招集する。

ただし必聾に応じて臨時に招集することがで8る。

3.理事会は理事をもって組‘し、会長がこれを招集する。

〈総会＠決‘事項〉

第13集総会館、次に掲げ6事項~·・決定する。
2.事集計画ならびに還省に関する事項。

3.予算及び決算に関する事項。

4. 会則CD~廃に関する事項。

5. その他、会長が付‘した事項。

〈理事会＠決’隆司E項〉

’，， 4• 理事会は、次に鍋げる事項....決定をする。

2.事集計画並びに予算・決算に関する事項。

3.総会の決‘により餐任された事項。

4.会長が付．した事項。

5. その他、必要な事項。

〈．事）

館 15il 総会は、編成員＠過半数＠出席により成立し、鶴事は出席者＠過半敏＠

同窓をもって決定し、可否問•«＞ときは・..，決するところによる。

2.理事会は、理事総量co3分co2以上＠出席により成立し、．事隊出席浬事

＠過半数で決定し、可否両acoと 8ほ・•«＞決するとこるによる。

〈鴎•＞
館 16~民総会＠・.院、そ＠榔度出席者＠中から選出し、理事会＠・S畏健会長とする

（会計）’11 7;1 本会の鐙’Eは、次＠収入をもって充てる。

(1) 市社也助成金 (2) 寄付金 (3) その他＠収入

（．配〉’11 8袋本会に、庶務及び会計司111－.担当する・配を置〈。

2 ..配は、理事＠中から理事会において選任し、会長が餐嘱する。

〈監査〉

’＇1 9議 監査は年 1回以上行い、総会において監査結果e報告しなげればいけない。
〈会計年度）

第20祭，本会＠会計年度健、毎年4月1日から翌年3月318＊でとする。

【附則】 ①この会期健、平成12年3月25日から施行する。

②平成20年4月第8袋顧問制度を制定する。

4 



岡富東地区社会福祉協議会役員名簿

1.役員

会長 亀山勉 会計 山口精志郎

佐野正 書記 馬場勝年

副会長
酒井芳弘

監査
吉田建治

馬崎勇 近見延子

甲斐千年 願問 渡部智、甲斐米利

之．理事

氏 名 住 所 電話番号 適 要 世帯数

1 I吉田建治 昭和町1 昭和町1区長 267 

2 高久定士 ，， 民生児童委員

3 田原節子 ，， 昭和第1団地区長 55 

4 佐野正 ，， 第2団地区長 I 120 

5 携山喜代子 ，， 民生児童餐員

6 村上光代 ，， 昭和県営区長 60 

7 馬場膨年 ，， 北区長 80 

8 上杉徹夫 ，， 南区長 38 

9 永田収 ，， 民生児童委員

10 亀山勉 II 昭和3区長 I 200 

11 近見延子 ，， H副区長

12 酒井芳弘 川原崎区長 I 310 

13 安部鈴子 ，， 民生児童雲員

14 水 元定 ，， 民生児童餐員

15 属崎勇 紺屋町区長 93 

16 祖国常雄 ，， 1 民生児童委員

17 山 口精 志郎 日の出町1 区長・公民館長 I 727 

18 甲斐千年 ，， 区長補佐・副館長

19 山口和代 ，， 岡宮京地区主任児宣餐員

20 久世義久 ，， 民生児宣委員

21 岡田忠 ，， 民生児童餐員

22 山口君代 ，， 民生児童餐員

5 



評議員

NOi 氏 名 住 所 電 路 適 用 備考

11富岡芳彦 昭和町1 昭和1区副区長

21上薗康広 ，， ”会計

31井上昇 ，， ”監事

41遠回巧三 ，， H監事

51今城利江子 ，， こども会会長

61矢野勝行 ，， 昭和第2団地llJ区長

71矢野千恵子 ，， 推進チーム会長

81小菜香織 昭和県営会計

91甲斐敏子 前北区会計

101佐原弘子 ，， 前北区会計

111矢野正幸 ，， 北区会計

121佐藤笑子 ，， 昭和3区会計

131酒井勉 ，， 子供会会長

141矢野裕奥 ，， 文化部長

151戸高公子 ，， 福祉推進チーム

161吉田順市 公民館長

171宮井守人 ，， ”会計

181吉田保 ，， H区顧問

191木田修子 ，， 推進チーム会長

201酒井多津代 ，， ，，副会長

211矢北みち子 ，， ，，副会長

221松本敏代 ，， ”会計

231今村生男 紺屋町監事

241岸上悦美 ，， 推進チームリーダー

251山口美恵子 ，， 推進チーム

261池田芳政 環境衛生郡長

271山口孝司 ，， 

281山田圭吾 ，， こども会会長

291山口頼久 ，， 日の出区監事

30黒田啓睦 ，， 地域交流部長

31山口盛徳 ，， 史跡文化部長

321草野喜代治 ，， 広報部長

331吉弘真由美 ，， 

341伊東万里子

6 



）：（案〉

1、 ；活動濁：頒；：

ヲ貨店、総極的欄欄鮒閣議色繊維磁隣組雄総＼ 説書欄醐蹴る：ら

誰もが、住み慣れた家庭や地域で安心して生き生きした生活が送られる
よう、地域の人と人とのつながりを大切にして『共に生き共に支え合う』
明るく住みよい福祉のまちづくりの実現をまざしたい。

め

2、 事業推進努力事項

①地域福祉の充実を図るため、講演会・福祉懇談会・ふれあい会を開催し、
地域住民のふれあいと福祉の輸を広げることに努める。

②地繊の隣、近所の方々との積極的な『あいさつ、声かけJ運動を展開する。
③地織住民ヘ広報活動を行い、地域社協事業内容について認識し協力体制を培う。
④地区未加入世帯の方々に地区行事に参加を呼びかけたり、地区の恩恵を受けて
いる事を理解してもらい加入促進に努める。

⑤地域の子どもを育て守るために、子どもの事故防止と健全育成に努力する。
⑥地区の若い世代の方々の参加促進を図る。
⑦地域住民を災害から守るために災害防止対応に努める。
⑧『地域福祉推進チーム』により高齢者の見守り、声かけの活動に努力する。
⑨各種団体との連携を深め、福祉行事への協力、援助をはかる。

3、 事業推進運営委員会

女運営委員一……各地区理事代表者にて構成（12名）

女昭和町3区・（亀山）・川原崎区（酒井）・紺屋町区（馬崎）
II ・（近見）

昭和町1区・（吉田） ・日の出区（山口）・（甲斐（千））

昭和町2区（第 1 （田原） 第 2 （佐野） 第 3 （村上）

北区（馬場）南区（上杉）

7 



平成22年度 事業計画 （案）

年月 事業名 業務内容

22・4 ・ふれあい福祉活動 －ふれあい花見会

－定期総会及び福祉懇談会

－定期総会 ・21年度事業報告、収支決算報告

・22年度事業計画、予算案等審緩

5 .児童健全育成 ・水神奉納子ども相媛大会、親子運動会

－地域福祉推進 ・第1団事業推進運営委員会川昭公民館

6・ボランティア活動 －延岡市クリーン大作戦（美化清婦活動）

－福祉推進 ・第2団事業推進運営委員会川昭公民館

－ふれあい福祉活動 －岡富東地区社協杯グランドゴルフ大会

7 .福祉思想の啓発 －福祉講演会

－福祉推進 －第3団事業推進運営委員会川昭公民館

－児童健全育成 ・夏休みラジオ体操会参加各地区

8 .ふれあい福祉活動 －供養盆踊り大会各地区

－福祉思想の啓発 －東地区社協広報『おかとみひがしj発行

9・ふれあい福祉活動 －各地区敬老祝賀会

10 －ふれあい福祉活動 ・岡富東地区社協杯第2回 GG大会

－福祉推進 －第4回事業推進運営委員会

－福祉懇鍛会 －区長・民児委員・子供会の交流会

11 －ふれあい福祉活動 ・文化祭行事各地区実施

12 －福祉思想の啓発 －福祉講演会（生活安全講話）

－地区社会福祉協厳会だより「おかとみひがしJ発行

－役員会（理事・評穏員）と福祉懇畿会

23・1－福祉推進 －第5団事業推進運営委員会

2 .福祉推進 －第6団事業推進運営委員会

3・福祉推進講演会 －延岡市地域福祉推進大会役員参加

日常地域福祉活動
1、地域住民の和・あいさつ・声かけ運動推進
2、福祉推進チーム活動（声かけ、見守り等

関連行事

小中学校入学式

春の全国交通安全運動

延岡地区社協総会

延岡社会福祉大会

ボランティア養成研修会

今山八幡宮地区緩神幸祭

高齢者と児童の交流

（交通安全教室）

中学校運動会

秋の交通安全運動

小学校運動会

岡小100周年記念式典

年末交通安全運動

福祉バザー準備協力

小学校卒業式

中学校卒業式

3、子どもの見守り、事故防止（登下校の見守り・交通安全）

8 



平成22年度
岡富東地区社協予算〈案〉

【収入】 （単位；円）

制項目 予算額 説明

前年度繰越金 34,322 平成21年度から繰越金

運営助成金 101 000 世帯数2,281戸＊＠20円＋55,000円

活動助成金 130 000 前期（60,000）・後期（70,000)

協賛金 60000 10,000円／区＊ 6区

雑収入 70 預金利息見込み

合計 325 392 

【支出】

制項目 予算額 説明

広報活動費 25,000 広報誌の発行（年2困）

研修活動費 10000 介謹教室・地減学修会での講師樹金他

地域福祉活動費 140 000 敬老会・川原崎昭和盆踊り大会・交流花見大会

ふれあい事業 40,000 グランドゴルフ大会（年2回）

福祉懇談会 15000 区長・民児委員・子供会の交流会

会議費 70000 総会・会議費

負担金 5000 地区社協連協会費

通信費 。ハガキ・切手代他

事務費 7000 用紙代・封筒他

交際費 5000 地区社協連協懇親会参加費他

雑費 4000 コピー代等・振込手数料

予備費 4392 

合計 325 392 
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平成21年度交通安全協会岡富東支部活動経過報告

月日｜ 活動名 ｜ 備 考
4月 ｜街頭交通安全啓発活動（案）

春の交通安全 6日～15日のぼり旗立て ｜春の交通安全

昭和町陸橋

4月10日（土） ｜交通安全街頭パンフレット配り 110号線交差点

各分会長11名参加

5月 高齢者、児童と交通安全ふれあい 交差点指導

7月 ｜支部役員会区長合同会議 17月11日

春の交通安全県民総ぐるみ運動 I 

7月14日（水） 110号線昭和町交番前交差点啓発活動 17月20日

17:00 ～ 18:00 8名参加 ｜のぼり立て

8月 高齢者、児童と交通安全ふれあい

9月

9月 5日（日）｜支部会秋の交通安全運動について

9月25日（土）｜交通安全の一環として啓発活動

10月 夕暮れ時の早めの点灯

12月 年末年始の交通安全運動

1月 支部会、区長役員会

2月 ｜ 支部会、区長役員会

次期役員名簿、春の交通安全計画と運動用品購入

2月16日（火）

3月

1 

各地区にて

場所

10号線

JA農協前

交差点9名参加

ピカピカ運動

飲酒撲滅運動

新年挨拶
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平成21年度交通安全協会岡富東支部収支決算報告書

1、収入の部（平成22年3月31日現在）

費目
平成21年度 平成21年度 比較

適 要
予算額 決算額 増減

繰越金 60242 60,242 0平成20年からの繰越金

交付金 140185 131,147 -9,038 協会還元金

雑収入 40 9 -31 預金利息。
。

会費 。
合計 200,467 191,398 -9069 

2、支出の部（平成21年3月31日現在）

157,000 
20000 

0 
10000 

盟QQ
担盟

0 

2.467 
0 

200.467 

46,8221-110,1781啓
-20 000 

20,307 I 20,307 Iのぼり旗他
-10 000 
-9000 

8401 可ヲ601振込手数料
0（切手電話代

-2467 

11,5501 11,550 
79.5191ー120,948

.i.2-’ 

3、収支決算（平成2ヰ年3月31日現在）

収入決算額円 191,398円

支出決算額円 79,519円

差し引き残高 円 111,879円

平成21年に繰越

残高の内訳 預金 111,879円

平成ぷ年度の収支につきまして、帳簿、領収書等を
照会し監査したところ、いずれも正確かつ適正に
処理されていると鼠められます。
平成22年4月15目 白包丁、 t内．

監査1住所町内ヂρ争W刀
氏名

監査2住所
氏名 印



No. 

2 

3 

4 

5 

むミ 6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

役職名

顧問

支部長

副支部長

書記

会計

監事

分会長

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

// 

氏名

渡部智

民詰賓

馬場第［与

符与弘k
Eも箱詰詠

吉田建治

吉田建治

田原節子

佐野正

符主弘k
馬場勝年

上杉福夫

亀山 勉

酒井芳弘

江ia祐注蕗

信治貨

平成22年度交通安全協会岡富東支部役員名簿

住所 電話番号 担当地区名 携帯電話番号

紺屋町区長

昭和町2区北区長

昭和町県営団地区長

日の出町区長

延岡市昭和町1 昭和町1区区長

延岡市昭和町1 昭和町1区区長

昭和町第一団地区長

延岡市昭和町2 昭和町第二団地区長

昭和町県営団地区長

昭和町2区北区長

昭和町2区南区長

延岡市昭和町3 昭和町3区長

川原崎区長

日の出町区長

延岡市紺屋町2 紺屋町区長



平成22年度交通安全協会岡富東支部事業計画（案）

月日｜ 活動名 ｜ 備考

街頭交通安全啓発活動

4月 ｜ 春の交通安全（全国）のぼり立て ｜新入学児童への保護

交通安全街頭活動 ｜ 誘導活動

5月 ｜ 高齢者、児童との交通安全 ｜ 交差点指導

支部役員会区長合同会議

7月 ｜ 春の交通安全県民総ぐるみ運動 ｜ のぼり立て

交通安全啓発活動 場所 時間

8月 ｜ 高齢者、児童ふれあい ｜ 各地区にて

交通安全教室 日の出区公園にて

啓発の

9月 ｜ 支部会秋の全国交通安全運動 ｜場所；

についての行事計画 ｜時間；

10月 ｜ 夕暮れ時の早めの点灯 ｜ 耐力運動

啓発の

12月 ｜ 年末年始の交通安全 ｜場所；

運動の計画立案 ｜時間；

1月 ｜ 支部会と区長役員会議

3月 ' 23年度の総会準備と反省会

4 



平成22年度
交通安全協会問富東支部予算〈案〉

【収入】 （単位；円）

項目 予算額 説明

前年度繰越金 111 879 平成21年度から繰越金

交付金 131 147 活動交付金

雑収入 70 預金利息見込み

合計 243 096 

【支出】

項目 予算額 説明

活動費 60000 

活動用品代 50000 看板代・のぼり旗他

会議費 65000 総会・会議費

通信費 10000 ハガキ・切手代他

事務費 25 000 用紙代・封筒他

雑費 18 000 コピー代等・振込手数料

予備費 15 096 

合計 243,096 

5 



平成25年7月10日

延岡市高齢福祉課

課長友清明俊様

会長石黒正紘

電話

携帯

平成25年度総会の開催について （ご案内）

盛夏の候、猛暑日の日々貴職におかれましては市政発展のため、益々のご尽力

をしておられることに敬意を表します。弊協議会の活動につきましでも、日頃より

ご懇篤なご指導、ご協力をいただき衷心より感謝申し上げます。

遅くなりましたが、弊協議会の平成25年度の総会を下記の通り開催することに

いたしました。ご多忙中誠に恐縮ですが、ご臨席を賜り一言激励のご挨拶をお願

いできれば幸いに存じます。よろしくお願い申し上げます。

コい－－－－n
 

日時：平成25年7月28日（日曜日）午後2時00分より

会場：岡富コミュニティセンター 2階大会議室

（幸町2-125 電話 26-7588) 

以上



平成 25年度

私いら造3.＇~ =l=f二
JrJ~eふ ι~Pa万一二回且

日時：平成 25年 7月28日（日）

午後 2時 00分より

場所：岡富コミュニティセンター

大会議室

延岡市幸町2-125 電話26-7588

岡富西地区社会福祉協議会



1、開会のことば

2、会長挨拶

総会次第

3、来賓挨拶 延岡市高齢福祉課

課長友清明俊様

延岡市社会福祉協議会地域福祉課

課長佐伯京子様

延岡中央地域包括支援センター

船越政臣様

4、来賓紹介 延岡市高齢福祉課 課長友清明俊様

延岡市社会福祉協議会地域福祉課 課長佐伯京子 様

II 岡西担当佐田真保 様

延岡中央地域包括支援センター 岡西担当船越政臣様

5、議長選出
er Zキ務千

6、議題

1号議案平成24年度事業活動報告

2号議案平成24年度会計決算報告及び監査報告

3号議案会長交代の経緯について

4号議案平成25年度事業活動計画（案）

5号議案平成25年度会計予算（案）

にその他

役員の紹介

8、閉会のことば



月日 行事名

平成 24年度活動経過報告
（任期平成24年4月～25年 3月）

摘 要

高野会長・石黒副会長・吉田事務局長立会いで

岡富西地区社協

場所

4/19 I 23年度監査 j 23年度の帳簿、証葱類、収支計算等について
岡宮コミュ

センター
内田監事・岡本監事から監査を受ける。

平成24年度 ｜平成 24年度延岡市地区社協連協総会

5/20 1地区社協連協 ｜岡富西地区社協から
福祉センタ

6/15 

6/17 

6/25 

7/23 

7/24 

8/4 

9/26 

10/6 

11/7 

11/18 

総会 ｜高野会長・石黒副会長・吉田；事務局長 3人出席

古川福祉推進チ

ーム敬寿園に

慰問

平成 24年度

岡富西地区社協
総ム

延岡市自主防災

組織連協総会

推進チーム

代表者会議

てまりの会

出前講座開催

第 34回延岡市

福祉推進大会

開催

地区社協連協

理事会

高野会長出席

地域安全大会

開催

平成 24年度

宮崎県社会福祉

大会開催

防災フエスタ

開催

総勢40人で敬寿閣に慰問 演芸入り太鼓、ハーモニ

カー、踊り、コーラス、入園のみなさんとー諸に声｜敬寿園

を合わせて合唱して和気あいあいのひと時を過ごす

23年度事業報告・ 23年度収支決算報告・監査報告 I 
｜岡宮コミュ

24年度事業計画（案）・ 24年度予算計画（案）等、 ｜ 
｜ センター

出席 34人・委任状 12人 目

平成 24年度延岡市自主防災組織連協総会 ｜カルチャ一

間富西地区より 古川区、高千穂通り区出席吋前略 プラザ

① 高千穂通区ひまわり会 3人参加

②山下2区 コスモス会 3人参加

③北小路 l区てまりの会 3人参加

④岡富町区 はまなす会 3人参加

⑤古川町区古川推進チーム 2人参加

年間行事計画、情報交換、三役入れて 17人参加

岡富コミュ

センター

出前講座 「認知症の予防法と関わり方についてJ I 

｜高千穂通
中央包括支援センター松本美保氏・佐藤勝子氏 ｜ 

｜教育集会所
船越政臣氏から講話をして頂く。 I 

延岡市地域福祉推進大会へ、岡富西地区より 43人

参加 社会福祉事業功労者表彰式で下記の方が表

彰されました。 団体の部 ｜延岡総合文

高千穂通り区、福祉推進チーム（会長佐藤秀子さん）｜化センタ一

個人の部：吉田 福議さん（瀬之口町）

服部一秀さん（北小路2区）

第 12団地域福祉大会開催について

地域福祉活動計画について

その他

各地区の区長さん、高齢者クラブの各クラブ会長さ

福祉センタ

ん、交通安全に関わっておられる方々多数参加され｜野口記念館

ておられました。

宮崎県社会福祉大会開催 ｜メディキッ

福祉推進チーム「コスモス会J（会長山下初子さん）｜ト県民文化

がボランティア活動功労団体として表彰される ｜センター

各地区区長、災害ボランティアリーダーが参加され｜
｜延岡市

防災実技、防災用具展示品を見学、防災についての｜
｜ 消防庁舎

講演を聴く I 



月日

11/27 

12/1 

12/6 

25年

1月

1/28 

2/3 

2/15 

2/24 

2/25 

2/28 

3/18 

3/27 

行事名

ふれあいフエス

タ参加

ふれあいグラン

ドゴルフ大会

開催

第 10回ふれあ

いグランドゴル

フ大会開催

ふくしバザー

準備応援

理事・評議員研

修会及び懇親会

福祉ノ〈ザ一

応援

めざせ健康長寿

Inのべおか開催

第 12回延岡市

地域福祉推進

大会開催

岡西地区社協

だより 印刷

第2回カラオケ

大会開催

緊急理事会

開催

社会福祉法人

「まりあj 見学

平成 24年度活動経過報告
（任期平成 24年4月～25年 3月）

摘 要

岡富西地区社協

場所

岡富小学校 l年生（59人）と父兄（13人）近隣地区

区長（4人）高齢者クラブ f亀令会（8・人）で fむか

しのあそびをたのしむ会j 開催竹馬・竹とんぼ・

竹てっぽう・こまっくり・こままわし・めんこ・紙

ひこうき飛ばし等をして子ども達とたのしく遊ぶ。

岡富中学校・岡富小学校・延岡小学校・生徒 50人と

高齢者クラブ 30人（川原崎さっき会・日の出クラブ・

山下クラブ・亀令会・岡富 OB会・古川 OBクラブ各

5人参加）とで交流グランドゴルフを楽しむ。

山下2区・栄町・瀬之口町・高千穂通り・岡小北区

北小路 1区・岡富町区・古川町区から 53人参加

この日は、風が強く寒くて参加されたみなさんに

迷惑をかけました。次回は早めに計画します。

1/10 コスモス会参加 来年度①はまなす会

1/18 はまなす会参加 ②古川推進チーム

1/25 古川推進チーム参加 ③ひまわり会

1/28 理事・評議員研修会及び懇親会に 30人出席

24年 12月末までの経過報告、今後の計画予定につ

いて石黒副会長より報告する。

2/3 岡富西地区社協から高野会長・石黒副会長・

吉田事務局長ふくしバザー周辺の交通見守

りに参加する。

各地区の区長（推進リーダ一） 各福祉推進チーム

会長を通じて各区から多数の参加がありました。

古川町区・岡小北区の健康長寿活動中の写真が展示

されておりました。

岡富西地区社協から 46人参加されました。

①東海西地区社協、② 恒富南地区社協、

③ 北川地区社協 3地区社協から地区活動発表

岡富西地区社協だより第 13号印刷仕上がる

14地区の区長さんへ配布広懇φべおか3月号に

入れ込みをお願いしました。

山下2区、高千穂通り、岡小北区、北小路 1区、

岡富町区、古川町区から 22人の方が参加され、優秀

賞に北小路 1区の広瀬武雄さん（86歳）が選ばれる

高野会長体調不良により会長職を辞するとのことで

理事会開催理事 8人出席して協議した結果、残任

期間の 1年間を石黒副会長が務めることになる。又、

副会長に佐藤秀子さんを推薦することに同意を得る

会員 24人で「特別養護老人ホーム まりあJ見学

特徴は5グループホームが全て 1階建てであること。

2 

岡富小学校

体育館

阿南青小協

主催

間宮西地区

社協主催

福祉センタ

松井会館

福祉センタ

延岡総合文

化センター

延岡総合文

化センター

各区長に

配布

古川公民館

岡富コミュ

センター

都城市志比

田町



’ 

平成 24年度収支決算書 岡富西地区社協

（単位：円）収入の部

科 目 予算額 決算額 摘 要

前年度繰越金 144,327 144,327 23年度からの繰越金

運営助成金 89,000 90,000 

活動助成金 150,000 149,000 活動助成金交付要項による

雑収入 24,500 28 利息、

ムロ 計 407,827 383 355 

支出の部

科 目 予算額 決算額 摘 要

広報活動費 10,000 。岡西社協だより発行など

調査活動費 5,000 。
研修活動費 150,000 100,200 

推チ基本助成金 35,000

推チ研修活動費 65,200

GG大会 16,364 カラオケ大会 15,460

50,000 109, 130＇古川町推チ 5416 市福祉パザ一応援費

12,000 福祉趨設視察碕修跡事9,890 I 

総会費 18,418 推チ合同会議費 9,503 

会議費 70,000 60 374 理事・評議員会議費 23,572

岡西社協三役会 8,881

24年度監査費 2,760岡西社協会長座判代

事務 費 20,000 21, 985 1, 500 コピーインク代 7,980

コピー用紙、封筒代 9,745 

雑 費 10,000 5,000 
市社協連絡会費 5,000

予備費 ,,92, 827 。
iロ)... 計 407,827 296,689 

収入合計額 支出合計額 次期繰越金

383, 355 - 296 689 == 86. 666 

！会計監査報告j

平成 25年 4月 29日監査をした結果、帳簿、証泊費類、収支計算ともに正確であることを

確認し、ご報告します。

平成 25年 4月29日監事

監事

3 

間人予 Ut:轡
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会長交代の経緯について

3月13日（水）高野会長から各理事に後任会長（体調不良により会長職

辞退）についての緊急理事会開催の案内を下記の通りでお願いしました。

日時： 3月18日（月）午後6時00分～

場所：岡富コミュニティセンター

議題：会長交代による後任選任について

第3号議案

（残任期間1年）

岡富西地区社協会則

（職務）

第8条 2項 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときには、

あらかじめ会長の指名した副会長が、順次にその職務を代理する。

を摘要して協議の結果、 石黒副会長が会長就任する。

副会長に佐藤秀子氏が就任する。

出席者全員の同意を頂きましたので、残任期間の1年間頑張ります。

皆様方のご協力、ご承認をよろしくお願いいたします。

8人出席

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

高 野 篤 男

三野吉照

石黒正紘

日高裕

吉 田 福 義

吉 本 興 市

森貴美郎

佐藤秀子

長

長ム玄

H

会

副

出席者

長

事

H

局

H

務

理
事

4 



平成 25年度役員名簿（案）
（任期平成 25.4～平成 26年度総会） 岡富西地区社

職名｜ 氏名 ｜干｜ 住 所 ｜ 電話｜ 選出母体

1 I ，袋0長ii石黒正紘

21副会長｜三野吉照

3 j JI ｜日高裕

41 IJ ｜佐藤秀子

51事務局長｜吉田福義

61理 事｜吉本興市

71 II l柳田高志

8 I II ｜野中賢一

9

一
叩
一
日
一
ロ
一
日
一
凶
一
日
一
日
一
口
一
回
一
印
一
羽
一
れ

高野篤男

服部一秀

猪狩信浩

大久保敬子

森 貴 美 郎

川崎喜平

久世包志

藤本美鈴

川本紀代

山下初子

寺崎艶子

伊東和枝

箕輪恵美子

II 

II 

JI 

II 

II 

JI 

II 

" 
II 

" 
II 

II 

,, 

m
M

一
剣
一
日

42 

45 

63 

63 

56 

42 

41 

44 

44 

日｜栄町

55 

53 

55 

41 

ω｜古川町

利岡富町

411北小路

22 I II 1宮田靖

23 I 11 ｜西府繁樹

241 監事｜岡本勲昭

25 I II ｜内田朝穏

区長、

II 

II 

推進チーム代表

瀬之口町顧問

区長 公民館長

民生児童委員

民生児童委員・会長

区長・民児委員

区長

民生児童委員

主任児童委員

区長

II 

II 

民生児童委員

II 

推チ代表

II 民児委員

II 

II 

421高千穂通 3s30 121-6497 I岡富小学校校長

引高千穂通 3830 i 21ー 6497I II PTA会長

州古川町ーーー 1－ーー｜区会計
431祇園町2丁目・ー｜圃圃圃圃｜区長
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平成 25年度評議員名簿
（任期平成25年4月～平成26年度総会） 岡富西地区社協

no ｜氏 名 一丁、、 住 所 電話 備 考

1 I安達洋太郎 63 古川 OBクラブ会長

2 I岡本勲昭 63 古川町 区会計

3 I坂口佐代子 63 古川町 地域福祉推進チーム

4 I帖佐富子 63 

5 I山崎賢一郎 56 

6 I甲斐節子 56 岡富町 地域福祉推進チーム

7 I山崎豊子 56 I I出宮田T I II 

8 I日高須美子 I561 凶宮町 I II 

9 I川本セイ子 I 4~ :i~，J崎｜
10 I米川史郎 55 山下町1丁目・・・園田

11 I藤川武弘 I 4411軍需町 I II 

一
12 I内田朝鰭 I 43 I持 l崩町？.T 同 I II 

13 I吉田高朗 I 46 I~頼回て箔町 I II 

14 I古賀幹也 I 451泊 7 口町虫 I II 

15 I井上豪巴 42 高千穂通 副区長

16 I北村富士夫 42 高千穂通 民生児童委員

17 I西垣昌代 42 高千穂通 地域福祉推進チーム

18 I氏原まゆみ 42 

19 I河野孝一 42 

20 I島崎雅代 55 民生児童委員

21 I大浜美智子 55 地域福祉推進チーム

22 I南 まり子 55 山下町f2T日 " 
23 I渡部憲彦 54 栄町2丁目 民生児童委員

24 1片桐恭子 45 満ニケロ田T2丁目 II 

25 

26 

27 
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平成25年度事業計画（案） 岡富西地区社協

私達を取り巻く環境は少子高齢化の進展により、単身世帯や核家族が

増加するなど、家族の携帯が大きく変化しています。さらに今後、高齢

者のみの世帯や、単身高齢者の増加が見込まれ、介護その他の社会的扶

養の必要性が高まっております。また、経済情勢の低迷、消費税引き上げ

などにより生活不安が広がってし、く現状に、地区社会福祉活動の役割が

益々重要と思います。地域住民の方と交流をはかり誰もが安心して、安全

に暮らせるまちづくり活動を続けて行きたいと思います。

具体的活動

1）各地区で一人暮らし、二人暮らしの高齢者や、障がいのある人の安否

の確認、声かけ実施をとおして皆で見守り運動を展開します。

2）福祉推進チーム、理事、評議員の研修会、懇談等を行い、問題点を

とおして今後の進展を図る。

3）学校ボランティアに参加し児童の登下校の安全見守りの実施また、

青パトロールを使った交通安全、見守り安全にも参加できればと －＜－~-t-60 
思っております。ご協力お願いします。 ~b'1? ¥ 

4）自主防災組織づくりを進めるため、岡西地区社協14地区参加の防災 μ、トエえ
｝，主 u 侃的、千

訓練を実施したいと計画しております。是非ご協力下さい。 fit；＼－.；河~-;t_ t'" 1 :¥-. 

5）地域住民との交流を進め、グランドゴルフ大会、カラオケ大会の 万三；と：
実施を行います。

6）会員の視野を広めるため施設見学や日帰り研修旅行を実施する。

今年の社会福祉協議会のスロガーン

明るく住みよいあいさつの飛びかうまちづくりを推進しよう

『あいさつがつなぐ人の和・地域の輪』
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主な行事の年間スケジュール

月 内 廿，..ヲ 月 内 廿がで守

4 月 1 0月 岡富西地区・防災訓練

5 月 水防訓練・（大貫河川敷） κ 1 1月 第 3回カラオケ大会

6 月 1 2月

7 月 岡富西地区社協総会
ノ

1 月
理事・評議員研修会・懇親会

第 34回ふくしバザー応援

8 月
8/3 第 35回延岡市福祉大会

2 月 施設見学（竹田市方面）
推進チーム合同研修会

9 月 施設見学、 第 11回 GG大会 3 月 3/2 第 13団地域福祉推進大会

平成 25年度収支予算書（案）

収入の部 岡富西地区社協

科 目 予算額
前年度

摘 要
決算額

前年度繰越金 86,666 144,327 24年度からの繰越金。

運営助成金 99,000 90,000 基礎額 55,ooo＋世帯数（2,207×20) =99, 000 

活動助成金 159,000 149,000 前期（60,000）後期（99,000) 

雑収入 25,028 28 延岡市ふれあいパス貸切助成金・利息、

ムロ 計 369,694 383,355 

支出の部

科 目 予算額
前年度

摘 要
決算額

広報活動費 10,000 。社協だより発行など。

調査活動費 5,000 。事業関連の調査活動。

研修活動費 100,000 100,200 
推チ合同研修会、施設見学、理事．評議員研修

会、健康講話、各地区研修会補助など

地域福祉活動
地域推チ活動の助成、地域福祉懇談会、

費
100,000 109, 130 推チ結成促進、各地区推チ研修会補助、

グランドゴルフ大会、カラオケ大会など、

会議費 70,000 60, 374 
総会、理事会、三役会、推チ代表者会、児童育

成懇などの会議費用、会議連絡通信費など。

事務費 20,000 21, 985 
インキ、宛名シール、封筒、コピー用紙、文具、

印刷費など、

雑 費 10,000 5,000 市社協連絡会費、地区社協連絡会費、

予備費 54,694 。
ぷロh、 計 369 694 296,689 
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岡富西地区社会福祉協議会会則

（名称）

第1条 本会は、岡富西地区社会福祉協議会としづ。

（事務所の所在地）

第2条本会の事務所を会長宅に置く。

（目的）

第3条本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会（以下「市社協Jという）の基本方

針

に基づき、古川町、岡富町、北小路 1区、北小路2区、高千穂通、岡小北区、祇園町、

恵比須町、博労町、瀬之口町，栄町，幸町、山下町1区、山下町2区の 14地区内住民

を会員として、地域福祉の増進と福祉のまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）

第4条本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

( 1）地域福祉に関する調査．研究

(2）福祉関係機関．団体との連絡調整

(3）地域福祉活動の計画と実施

(4）地域福祉に関する啓発．広報

(5）共同募金運動の推進に関する協力

(6）その他，本会の目的達成に必要な事業

（役員）

第5条本会に、次の役員を置く。

( 1）理事役員選出基準により選出された数とする。

(2）監事 2名

（役員の選任）

第6条本会に、理事たる会長 1人、副会長2人を置き、総会において選任する。

2、理事は、別表第 1に掲げる機関．団体の代表及び学識経験者の中から、別表2の役員

選出基準にしたがい総会において選任し、会長が委嘱する。

3、監事は、評議員の中より総会において選任し、会長が委嘱する。

（評議員）

第7条本会は、評議員を置く。

2、評議員は、社会福祉事業に関心を持ち、または学識経験ある者で、本会の趣旨に賛

同して協力する者の中から、別表3の評議員選出基準により選出し、理事会の同意を

得て、会長が委嘱する。

3、評議員の数は、評議員選出基準により選出された数とする。

（職務）

第8条会長は、本会を代表し会務を統括する。

2、副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときには、あらかじめ会長の指名した副

会長が、順次にその職務を代理する。
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3、理事は、理事会を組織し、本会の運営．業務を決定する。

4、監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。

5、評議員は、理事に協力し地域福祉増進のための活動を行う。

（役員の任期）

第9条役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2、役職をもって役員に就任した者の任期は、その役職の在任期間とする。ただし、後

任者が就任するまでは、なおその職務を行うものとする。

3、補充役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（評議員の任期）

第 10条評議員の任期は、前条の規定を準用する。

（会議）

第 11条会議は、総会及び理事会とする。

2、総会は、理事及び評議員をもって組織し、毎年 1回会長が招集する。ただし、必要

に応じて臨時に召集することができる。

3、理事会は理事をもって組織し、会長がこれを招集する。

（総会の議決事現

第四条総会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1）事業計画並びに運営に関する事項

(2）予算及び決算にかんする事項

(3）会則の改廃にかんする事項

(4）その他、会長が付議した事項

（理事会の議決事項）

第 13条理事会は、次に掲げる事項を審議決定する。

(1）事業計画並びに予算．決算に関する事項

(2）総会の議決により委任された事項

(3）会長が付議した事項

(4）その他、必要な事項

（議事）

第 14条 総会は、構成員の過半数の出席（委任状を含む）により成立し、議事は出席者の過

半数の同意をもって決定し、可否同数のときは議長の決するところによる。

2、理事会は、理事総数の 3分の2以上の出席（委任状を含む）により成立し、議事は、

出席理事総数の過半数で決定し、可否同数のときは議長の決するところによる。

（議長）

第 15条 総会の議長は、その都度出席者の中から選出し、理事会の議長は会長とする。

（会計）

第 16条本会の経費は、次の収入をもって充てる。

( 1）市社協助成金

(2）寄付金
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(3）その他の収入

（事務局長）

第 17条本会に、庶務及び会計事務を統括する事務局長を置く。

2、事務局長は、理事の中から理事会において選任し、会長が委嘱する。

（監査）

第 18条 監査は年1回以上行い、総会において監査結果を報告しなければならない。

（会計年度）

第 19条 本会の会計年度は、毎年4月 I日から翌年3月 31日までとする。

付則

この会則は、平成 12年 6月 10日から実施する。

2、この会則は、平成 14年 6月21日から、一部改正のうえ実施する。

（第3条、 5条、 9条の一部改正）

3、この会則は平成 16年 4月 1日から、一部改正のうえ実施する。

（第5条、 6条、 7条の一部改正）

4、この会則は平成 16年 5月 7日から、一部改正のうえ実施する。

（第 5条、 6条、 7条、月lj表2の一部改正）

5、この会則は平成 18年 4月22日から、一部改正のうえ実施する。

（第 3条の一部改正）

役員選出母体

NO 役員選出母体

1 区長

2 民生児童委員、主任児童委員

3 公民館長

4 高齢者クラブ

5 地域福祉推進チーム

6 福祉施設代表

7 小中学校長及びPTA関係者

8 障害者団体

9 学識経験者

10 ボランティア団体、その他
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役員選出基準
選出母体 選出基準

i .区長全員 各区の区長．民生児童委員．公民館長の

1 
益．民生児童委員全員 中より区代表として各区 1名

温．公民館長 （区として任せ、全面的協力をする）

岡富西地区社協地域内民生児童委員の

民生児童委員
代表として互選された 2名

( 1で選出された理事が圧倒的に民生
2 （または区長）代表

及び主任児童委員
児童委員の方が多い場合は、民生児童

委員を区長と読み替える）

と主任児童委員

3 高齢者クラブ代表

4 地域福祉推進チーム代表
各チームより 1名
（推進チームができたら増加する）

5 福祉施設代表 必要に応じて選出

6 校長、 PTA関係者 II 

7 障害者団体 II 

8 学識経験者 II 

9 ボランティア団体その他
ボランティアアドバイザー及びボラン

ティア団体代表その他

評議員選出基準
I I 

選 出 基 準

1 区長 理事でない区長．

2 民生児童委員 JI 民生児童委員．

3 公民館長
II 公民館長

4 高齢者クラブ代表
岡富西地区社協地域内高齢者クラブ代

表として互選による 2名

5 地域福祉推進チーム代表
1チームにつき 2名

（推進チームができたら増加する）

6 少年補導員（警察） 必要に応じて選出

7 学識経験者その他 必要に応じて選出
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平成22年度

三川内地区社会福祉協議会 総会資料

日時：平成21年5月27日（水）午後7:30

場所：自然休養村センター「清流荘」



平成22年度 三川内地区社会福祉協議会総会

次第

1 .開会

2.会長挨拶

三川内地区社会福祉協議会会長戸高久文

3.来賓挨拶

延岡市北浦町総合支所福祉保健課長

延岡市社会福祉協議会北浦支所長’

4.来賓紹介

延岡市北浦町総合支所福祉保健課長

延岡市社会福祉協議会北浦支所長

5.議長選出

6.議題

西村伸博様

大野光裕様

西村伸博様

大野光裕様

1 ）議案第 1号平成21年度事業報告及び収支決算報告について

2）議案第 2号平成22年度事業計画（案）及び収支予算書（案）

について

3）議案第 3号理事の選出について

4）議案第 4号会長、副会長、事務局長の承認について

5）議案第 5号監事の選任について

6）その他

7.閉会



三川内地区社会福祉協議会 役員名簿

． ’ F ’ー

No. 役職 選出群 氏名

会長

2 副会長

3 副会長

4 事務局長

5 理事

6 理事

7 理 事

8 理事

9 理事

10 理事

11 理事

F ”’~~－『

No. 役職 選出群 氏名

評議員 歌糸区公民館長 塩月徳治

2 評議員 梅木区公民館長 大羽敏洋

3 評議員 大井区公民館長 甲斐棋恕

4 評議員 市尾内区公民館長 小野省二

5 評議員 下塚区公民館長 佐蔵裕臣

6 評議員 北浦地区民生委員児童委員協議会 池田勇行

7 評議員 北浦地区民生委員児童委員協議会 甲斐査和子

8 評議員 北浦地区民生委員児童委員協議会 徳永遠雄

9 評議員 北浦地区民生委員児童委員協議会 山口峰男

10 評議員 北浦地区民生委員児童委員協議会 渡部昭夫

1 1 評議員 主任児童委員 児浪ルミ子

12 評議員 二川内中学校 岡山清人

13 評議員 一川内中学校 小山武男

14 評議員 一川内小学校 坂下義文

15 評議員 二川内小学校 田口国央

16 評議員 一川内中学校PTA会長 徳永博昭

17 評議員 一川内小学校PTA会長 甲斐雅浩



18 評議員 歌糸地区上老人クラブ 甲斐静子

19 評議員 歌糸地区下老人クラブ 森田芳則

20 評議員 梅木老人クラブ 小野伊豆子

21 評議員 大井老人クラブ 自瀬忠義

22 評議員 市尾内老人クラブ 矢野泰士

23 評議員 下塚老人クラブ 廃止

24 評議員 歌糸土地区婦人会 甲斐由紀子

25 評議員 歌糸下地区婦人会 梅田ユキミ

26 評議員 梅木地区婦人会 高橋昭子

27 評議員 大井地区婦人会 今井まさ子

28 評議員 市尾内地区婦人会 山口初代

29 評議員 下塚地区婦人会 佐藤絹代

30 評議員 歌糸上地区子ども会 松尾優次

31 評議員 歌糸下地区子ども会 小西雄一郎

32 評議員 梅木地区子ども会 川野順二

33 評議員 大井地区子ども会 末永琢弥

34 評議員 市尾内地区子ども会 佐伯成人

35 評議員 下塚地区子ども会 馬場鶴子

・36 評議員 学識経験者 小野繁喜

37 評議員 学識経験者 戸高久文

38 評議員 学識経験者 奈須陽子

39 評議員 二川内神楽保存会 甲斐龍

監事

監事
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平成21年度事業報告

｜日 l 事 業

0理事会

I 2 8 I 女21：年度事業計画・収支予算（案）審議

女20年度事業報告・収支決算審議

女先進地区事例発表（南浦地区社協）

8 l・地区社協連協理事会（社会福祉センター）

2 1 I・地区社協連協総会

0三川内地区社協総会（清流荘）

2 7 I女20年度事業報告・収支決算報告

女21；年度事業計画・収支予算書（案）

~. I 0三川内地区社協新開発行（第3号）
5 I OMK D作戦

7 
0理事会

食ふれあい広場の整備について

女介護・健康相談会の開催について

7 ・地区社協連協理事会

-~－ --_ ( _ Q＿！~－~~－事幣－~－~｝防空？持｝
8 

0三役会

食介護・健康相談会優終確認

.0介護・健康相談会開催
2 5 

0三川内神楽伝承活動（10月～12月）

9 
0理事会

食グラウンドゴルフ大会について

1 0三川内地区社協新聞（第 4号）

6 1・福祉バザーへの協力

1 4 I 0ふれあいグラウンドゴルフ大会

3 I 7 1・延岡市地域福祉推進大会参加
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梅
雨
の
田
値
え
を
終
え
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
梅
雨
も
雨
七
日
、
日
七
日
、

風
七
日
と
琶
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
思
え
ば
、
気
ち
楽
に
前
向
き
に
物
事
を
誓
え
ら
れ

る
気
が
し
ま
す
。

さ
て
三
川
内
地
区
社
協
ち
五
周
に
総
会
を
無
事
終
え
て

二
年
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
事
業
が
円

滑
に
運
営
で
き
誠
に
感
謝
に
絶
え
ま
せ
ん
、
三
川
内
の
す

ば
ら
し
さ
を
表
現
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
ち
三
川
内
が
元
気
に
な
る
、
そ
し
て
、
山
豊
か

に
な
る
事
業
を
と
役
員
一
周
知
恵
を
絞
っ
て
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

近
頃
は
地
区
の
中
で
も
会
話
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
聞
い
た
り
も
し
ま
す
。

社

協

の

事

業

の

中

で

も

そ

う

い

う

取

お

り
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

山
が
少
し
で
も
豊
か
に
な
れ
ば
と
思

最

後

に

こ

れ

か

ら

真

夏

の

太

陽

が

容

け

ま
す
。く

れ

ぐ

れ

ち

無

理

を

な

さ

ら

す

、

お

下

さ
い
。

二川内地区社会福祉協議会

会長戸高久文

役聡 氏 名 地区

会長 戸高久文 市尾内

副会長 甲斐誌 歌糸

副会長 渡部昭夫 下嫁

事務局長 奈須陽子 梅木

理事 佐伯成人 市尾内

理事 徳永遠雄 大井

理事 岡山清人 梅木

理事 松崎信幸 市尾内

理事 山本義則 大井

理事 松尾恒次 歌糸

一
理事 甲斐雅浩 梅木

監事 徳永博昭 大井

監事 小野伊豆子 梅木
一ーー

第3号

発行月：平成21年7月

役員紹介

今
後

ω行
事

①
三
川
内
河
川
大
清
掲

（

M
κ
D作
戦
）
ヘ

ω巻
加
に
つ
い

τ

三
川
内
川
の
沼
川
大
漕
婦
が
本
年
も
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
鼠
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
二
十
一
年
七
周
五
日
ハ
日
〉
九
時
j
十
二
時
記

※
雨
天
・
増
水
等
は
七
月
十
二
日
ハ
日
）
に
延
期
＼
l『
だ

＼

官

＼

4
h
e
M
F
U
 

下

回

坤

・

敬

糸

・

梅

木

午

前

七

時

三

十

分

＼

制

限

均

盛

大

井

午

前

八

路

一

ぺ

な

〓

長

市

尾

内

午

前

八

時

三

十

分

一

制

批

一

一

毘

民

～

戸

合

公

～

’

／

集

区

す

J

⑧
三
川
肉
地
区
介
護
・
健
康
相
談
会
／
化
’
》

・4
4

J

；

／

／

l
＼
陥
m
z
h
か且

ω前
知
内
せ
，
忠
誠
事

九
月
に
健
康
や
介
護
、
リ
ハ
ビ
リ
、
法
律
と
い
っ
た
専
門
の
方
を
招
い
て
の
介
護
・
健
康
相
説
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

入
掲
は
無
料
で
、
専
門
業
者
に
よ
る
介
護
用
の
車
筒
子
や
ベ
ッ
ド
、
杖
な
ど
の
展
示
ち
行
い
ま
す
。
日

程
が
決
ま
り
ま
し
だ
ら
、
正
式
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
ぜ
の
上
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

集

4』

Eコ
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発行月：平成22年1月

．．．．．．．．．．．． 

I ~~ii 

M fl司

r 
~r司

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
川
内
地
区
の
皆
様
に
は
、
新
奮
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
大
き
な
話
題
と
し
て
「
政
権
交
代
」
が

ご
ざ
い
ま
し
た
、
し
か
し
こ
の
「
政
権
交
代
」
の

名
の
も
と
に
地
践
が
埋
ち
れ
で
は
な
り
ま
せ
ん
、

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
地
区
社
協
は
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を

得
て
、
二
歩
、
三
歩
と
前
進
し
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
、
設
立
当
時
の
新
聞
に
お
壇
の
話
を
し
ま
し

だ
が
、
地
鼠
の
役
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
そ
の

兆
し
も
芽
生
え
た
様
に
思
え
ま
す
。
特
に
「
ふ
れ

あ
い
広
錫
」
の
草
刈
作
業
に
於
い
て
は
、
暑
い
中

協
力
し
て
頂
き
、
あ
と
一
歩
で
完
全
に
再
生
し
皆

保
に
御
使
用
頂
け
る
ち
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
と
復
活
は
難
し
く
な

り
ま
す
、
高
速
道
が
開
通
す
る
ま
で
に
三
川
内
の

方
向
性
を
見
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
三
川

内
地
区
社
協
は
地
域
を
応
援
し
ま
す
。

最
後
に
、
新
し
い
年
に
向
か
っ
て
皆
様
方
の
ご

多
幸
と
ご
健
康
を
役
員
一
同

ωか
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

三
川
内
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

戸

高

久

文

去
「年
イ子百も
~.J, 悶や
a~麦はつ

ーだ

健見が
に今

康し年
かも

相すや
談！ :e 
会百
」 l

報
告

昨
年
、
叩
月
に
清
流
荘
に
お
い
て
、

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
す
！
介
護

健
康
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話
ゃ
い
ろ
い

ろ
な
健
康
器
具
が
見
学
で
き
、
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
健
康
相
談
、
住
宅
改
修

相
談
、
リ
ハ
ビ
リ
相
談
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
参
考
に
、
相
談
会
な
ど
の
実
施
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

J
也
戸

な
お
、
介
護
等
に
つ
い
て
ご
相
談
の
｜
｜
｜

あ
る
方
は
、
社
協
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
社
協
北
浦
支
所
4
5
1
2
4
2
7）

北
浦
海
岸
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

昨
年
の
吃
月
に
北
浦
海
岸
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

地
区
社
協
は
、
お
お
よ
そ
中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
、
設
立
さ

れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
北
浦
海
岸
地
区
社
協
の
設
立
で
、

延
岡
市
内
全
て
の
区
域
に
地
区
社
協
が
出
揃
い
ま
し
た
。

同
じ
、
北
浦
町
の
地
区
社
協
と
し
て
、
今
後
、
手
を
取
り
合
い

地
鼠
の
発
展
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
会
長
は
地
下
区
の
木
下
豊
年
さ
ん
と
な
っ
て
お
り
ま

す

。

ゑ

1J
暗い

字幅

今
後

ω行
事

①
春
に
と
き
め
け
1

三
川
肉
地
区
ヴ
弓
ン
ド
コ
ル
7
大
会

昨
年
は
、
子
ど
ち
か
ら
大
人
ま
で
百
名
近
く
の
地
区
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
と
て

も
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
ち
た
く
さ
ん
の
万
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
大
い
に
笑
い
、
み
ん
な
で
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
ー
－

＠
 

日

時

揚

所
参
加
費

参
加
者

二
月
十
四
日
（
日
）
九
時
j

十
二
時

三
川
内
小
中
学
校
合
同
グ
ラ
ウ
ン
ド

無

料
三
川
内
地
区
の
万
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
事
務
局
奈
須
（
四
二
｜
一
二
七
二
〉
ま
で
お
問
い
合
わ
ぜ

下
さ
い
。

⑧
第

9
国
延
岡
市
地
域
福
祉
推
進
大
会

三
月
七
日
〈
白
〉
午
後
一
時
j
三
時
半

延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
l
ル

O
事
例
発
表

O
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
j
土
勾
呂
中
学
校
吹
奏
楽
部
マ
ー
チ
ン
グ
j

O
講

演

テ

l
マ
「
こ
れ
か
ら
の
地
鼠
に
お
け
る
新
だ
な
支
え
合
い
に
つ
い
て
」

講

師

ル

l
テ

ル

学

院

大

学

教

俊

和

田

敏

明

氏

入
場
料
無
料
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
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お
湾
総
困
惑
般
畿
一
割
弱
事
選
山

民
性
社
社
什
医
昨
日
N
H
K
H
E
U
H住
民
仔
μ
H
H
M
N
H
K
b

2
月
6
日
ハ
土
〉

j

7
日
ハ
日
〉
の
2
日
間
、
延
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
っ
ニ

ツ
瀬
町
〉
に
お
い
て
、
延
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
・
「
ふ
く
し
パ
ザ
l
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
皆
機
ふ
る
っ
て
ご
来
湯
下
さ
い
。

ま
た
、
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
お
物
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
一
月
二
十
二
日
（
木
〉

ま
で
に
社
協
北
浦
支
所
〈
北
浦
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
一
口
向
島
在
）
）
ま
で
ご
提
供
下

さ
い
。

内会日

容場時



平成21年度

三川内地区社会福祉協議会決算報告

【 収入 】 （単位：円）

項 目 予算額 決算額 差異 説 明

前年度繰越金 115,986 115,986 。前年皮繰越金

運営助成金 62,000 62,000 。基本額 55,000円
世帯刻 7,000円

活動助成金 60,000 150,000 90,000 
前期（ 60,000円）
後期（ 9 0,000円）

雑収入 。 52 52 預金利息

dロ~ 言十 237,986 328,038 90,052 

【 支出 】 〈単位：円）

項 目 予算額 決算額 差異 説 明

広報活動費 4,000 3,000 1,000 地区社協新開発行費用

南浦地区0社00協円事〕例発表
〔5,

グテウンドプ 1~7大会
(34, 6 7 8円〕、

介護・健康相談会
地母福祉活動費 165,000 169,936 ム4,936 (2 1,420円〕、

三川内神楽伝承
(31,000円〕、

グラウンド整備
(9, 838円〕

他

会議 費 30,000 41,530 ム11,530 総会及び理事会開催費用

負 担金 5,000 5,000 。延岡市地区社協i主協会費

通信運搬費 5,000 1,680 3,320 助成金振込手数料

事務 費 10,000 。 10,000 

予 備 費 18,986 。 18,986 

.g- 計 237,986 221.146 16,840 

収入合計（ 328, 038）ー支出合計（ 221, 146) 

＝差引残額（ 106, 892 ) 

次年度繰越金



監査報告書

平成 21年度会計に関する帳簿、領収書等の証拠関

係書類を監査いたしました。

いずれも適正に処理されていることを認めます。

平成 22年5月15日

監事j引に7今r~i寧）

監事、！／野伊豆5む



平成22年度事業計画（案〉

【スローガン】

「みんなでつくろう 支え令う比域社会

～ あいさつがつなヤ人の輪・地成の輪 ～J 

【基本方針】

診もが安心、安全に生活ができるように、地域4イ主氏の交流を積極に行い、

相互扶助の関係を構築し、「みんなでつくろう 支え令う地』域社会Jの実現に

向けて努力してまいります。

【重点目標】

①高齢者が安心、安全に暮らせるための地域支援

② 「三川内っ子Jの育成支援

③環境保護・保全に関する文抜

月 活動計 @., 

4月 ．理事会

5月 。三川内地区社会福祉協議会総会

6月
．理事会

・三川内地区社協新開発行

7月 eMK D大作戦

8月 ・三川内地区ウォーキング大会

9月
・介護・健康相談会

・三川内地区福祉講演会

1 0月 ．理事会

1 1月 ・三川内神楽伝承活動（霜月祭り： 10～1 2月）

1 2月 ．三川内地区ふれあいグランドゴルフ大会

1月
・三川内比区社協新開発行

・理事会

2月 ・4土協主催の福祉ノ〈ザー協力

3月
・延岡市地成福祉推進大会

．理事会



平成22年度収支予算書〈案〉

0収入の部 （単位：円）

科目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 j市 要

前年度繰越金 106,892 115,986 ム9,094 平成21年度繰越金

運営助成金 62,000 62,000 。基礎額 55,000円

世帯割額 7,000円

活動助成金 150,000 60,000 90,000 
前期 60,000円

後期 90,000円

雑収入 108 。 108 貯金利息

dロ~ 計 319,000 237,986 81,014 

0支出の部 （単位：円）

科 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘要

広報活動費 4,000 4,000 
三川内地区社協新開発行費用。(2回／年）

MKD大作戦（25,000円）

介護・健康相談会

( 20,000円）

三川内地区ウォーキング大会

地減福祉活動費 150,000 165,000 h..15,000 ( 20,000円）

三川内地区グランドゴルフ大会

( 35,000円）

三川内神楽伝承

( 25,000円〉 他

旅 費 10,poo 。 10,000 役員等旅賢

会議費 10,000 30,000 ム20,000 総会及び理事会開催費用

賃借料 35,000 。 35,000 総会・理事会会場使用料

通信運搬費 5,000 5,000 。文書発送資外

三川内地区福祉講演会

諸謝金 20,000 。 20,000 ( 10,000円）

他

事務費 10,000 10,000 。事務用品購入費

負担金 5,000 5,000 。延岡市地区社会宿祉協議会連

絡協議会会費

予備費 70,000 18,986 51,014 

4ロ2』 計 319,000 237,986 81,014 



三川内地区社会福祉協議会会則

（名称）

第 1条 本会は、三川内地区社会福祉協議会（以下「本会Jという。）と称する。

（事務所の所在地）

第 2条本会の事務所は、会長宅に置く。

（目的）

第 3条 本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）

の基本方針に基づき、歌糸区、梅木区、大井区、市尾内区、下塚区内住民の

福祉の増進と福祉のまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）

第4条本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

( 1 ) 地域福祉に関する調査・研究

( 2) 地域福祉関係機関・団体との連絡調整

( 3) 地域福祉活動の計画と実施

( 4) 地域福祉に関する啓発・広報

( 5) 共同募金運動の推進に関する協力

( 6) その他、本会の目的達成に必要な事業

（構成）

第 5条 本会は、三川内地区に居住する住民及び所在する団体で構成し、評議

員は次に掲げる者をもって充てる。

( 1 ) 自治公民館長

( 2) 民生委員児童委員

( 3) 高齢者クラブ会長

( 4) 保育所、小学校、中学校の代表者

( 5) 学識経験者

( 6) その他社会福祉に関心のある個人及び団体の代表者

（役員）

第 6条本会に次の役員を置く。

( 1 ）会長 1名

( 2) 副会長 2名

( 3) 事務局長 1名

( 4）理事 1 0名程度

( 5) 評議員 40名程度



( 6 ）監事 2名

（役員の選任）

第7条 理事は評議員の互選とし、会長、副会長及び事務局長は、理事の互選

とし、それぞれ総会で承認を得る。

2 評議員は第 5条各号に掲げる者のうち、理事以外の者とする。

3 監事は評議員の中から、総会において選任する。

（役員の職務）

第8条会長は、本会を代表し会務を統括する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはあらかじめ会長の指名し

た副会長が）｜慎にその職務を代理する。

3 事務局長は、自ら指名する会計と共に事務全般を行い、総会や理事会の案

内、資料の作成、所轄社協に対する補助金の申請等を行う。

4 理事は、理事会を組織し、本会の運営、業務を分掌する。

5 評議員は、理事に協力し、地域福祉増進のための活動を行う。

6 監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。

（役員の任期）

第9条 役員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。

2 補欠で就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3 充て職により役員に就任した者の任期は、その職の在任期間文は2年のど

ちらか短い方の期間在任する。

4 役員は任期満了後で、あっても後任者が就任するまでは、役員としての職務

を行うものとする。

（会議）

第 10条会議は、総会及び理事会とする。

2 総会は、理事及び評議員をもって組織し、毎年 1回会長が召集する。ただ

し、必要に応じ臨時に召集することができる。

3 理事会は理事をもって組織し、必要により会長が招集する。

（総会の議決事項）

第 11条 総会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ) 事業計画並びに運営に関する事項

(_ 2) 予算及び決算に関する事項

( 3) 会則の改廃に関する事項

( 4) その他会長が付議した事項



（理事会の議決）

第 12条 理事会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ) 総会に付議する事項

( 2) 総会の議決により委任された事項

( 3) 会長が付議した事項

( 4) その他必要な事項

（議事）

第 13条 総会及び理事会は、それぞれの構成員の半数以上の出席により成立

し、議事は出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は議長の決

するところによる。

（議長）

第 14条 総会の議長は、その都度出席者の中から選出する。ただし、理事は

議長になることはできない。

2 理事会の議長は、会長とする。

（会計）

第 15条 本会の経費は、次の収入をもって充てる。

( 1 ) 会費

( 2) 市事業委託金及び市社協助成金

( 3) 寄付金

( 4) その他の収入

（会計監査）

第 16条 会計監査は、年 1回以上行い、総会において監査結果を報告しなけ

ればならない。

（会計年度）

第 17条 本会の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

附則

（施行期日）

1 この会則は、平成 20年7月30日から施行する。

（役員の任期の特例）

2 設立当初の役員の任期は、第 9条の規定にかかわらず、平成22年3月3

1日までとする。



北川地区社会福祉協議会総会

1 .会次第

会長あいさつ

来賓祝辞

来賓紹介

2.議長選出

3.協議題

日時：平成22年5月19日

19時半～

場所：ホタルの宿

(1）平成21年度事業経過報告及び収支決算について

監査報告

(2）平成22年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

(3）役員改選

(4）その他

4.講話

講話 『地域づくりについて』
九州保健福祉大学社会福祉学部

教授井上孝徳先生



北川地区社会福祉協議会役員名簿

~ 、 長 池田 功

副会長 赤木忠一

副会長 津 紀仁

副会長 小野正勝

副会長 吉田 且~主－ 

事務局長 竹林国興

理事

No. 氏 名 選 出 母 体 地 区 名

1 池田 功 北川町区長連絡協議会 瀬 口

2 津 紀仁 II JI I 坂

3 小野正勝 II 深 崎

4 小谷謹一 北川町地域協議会 白 石

5 茂 邦男 延岡市消防団第 5支団 貧民 田

6 赤木忠一 北川地区民生委員児童委員協議会 白 石

7 矢野 正己 II 上 赤

8 森タ ミ子 II 松 瀬

9 吉田 皐 北川地区高齢者クラブ連合会 白 石

1 0 米国 タツ子 延岡市赤十字奉仕団北川分会 瀬 口

1 1 矢野初美 北川町レクリエーション協会 下 赤

1 2 赤木 菊子 北川小よみきかせ隊 貧民 回

1 3 渡部 清香 北川中学校青い鳥 下 塚

14 上田高恵 北川子育て支援委員会 本 村

1 5 井本成夫 北川小学校PTA  白 石

1 6 須藤 暁 北川中学校PTA  瀬 口

1 7 丸田良幸 北川小学校 飛 石

1 8 園田博一 北川｜中学校 本 本す

1 9 佐藤彰生 北川郵便局 貧民 田

20 早瀬純一郎 北川やっちみろ会 下 赤

名一
一
則
一
次

一
正
一
昭

氏
一
一

事
一
一
島
一
玉

一
一
福
一
児

監
一
’
一
一

ぬ一

1
一
2

選出母体

北川町区長連絡協議会

北川地区民生委員児童委員協議会

1 



平成21年度事業経過報告書

月 日 事 業 名 備 考

総会の開催について
4月7日 理事会 平成20年度事業実績並びに決算審議

平成21年度事業計画並びに予算審議

5月21日 延岡市地区社会福祉協議会総会 平成20年度事業実績並びに決算審議
平成21年度事業計画並びに予算審議

平成20年度事業実績並びに決算審議

5月27日 総会 平成21年度事業計画並びに予算審議

講話 順『子福市祉社推会進福チ祉ー協ム議の会進北め方J
谷川 川支所長

6月23日 理事会 高齢者とのふれあい事業
延岡市社会福祉大会

功労者表彰

6月26日 延岡市社会福祉大会
小中学生福祉啓発作文表彰
講演 認知症の予防
九州保健福祉大学小川敬之教授

8月19日
子どもと高齢者との ホタルの話

ふれあい交流事業 ホタルかごの作り方

9月1日
きたがわ地区社会福祉協議会だより

全世帯配布
3号発行

9月1日 一役会 いきいき地域福祉推進モデル創造事業

9月5日～
地域福祉実践研究セミナー 都城市

9月6日

10月26日 地域福祉推進チーム研修会
地域福祉推進チームの役割について
講話・事例発表

12月1日 先進地視察研修 都城市正応寺自治公民館

2月6日～
ふくしJ《ザー

1月12日衣類整理
2月7日 2月7日駐車場整理

3月7日 延岡市地域福祉推進大会 事例発表・アトラクション・講演

小川 鏡山清掃

4月～3月
地域づくりボランテイ活動 本川

（北川やっちみろ会） 八本木登山（身障者とのふれあい登山）

ホ長タ井ルの里づくり｛ホタル博士育成講座等）

9月～3月
いきいき地域福祉推進モデル事業 委員会5回開催
（延岡市社会福祉協議会北川支所） （瀬口地区モデル指定）

3月31日 地区社協だより第4号発行 全世帯配布

2 



平成21年度収支決算書

収入の部

支出

科目 予算額 決算額 備 考

繰越金 95,894 95,894 前年度より

運営助成金 88,000 88,000 
市社協助成金基礎額
世帯割り

活動助成金 100,000 140,000 市社協助成金20,000円 X7事業

寄付金 1 000 22,580 
産業祭品評会
農林産物即売会益金寄付

雑収入 1,106 40 預金利息

言十 286,000 346,514 

科目 予算額 決算額 備 考

広報活動費 20,000 43,995 地区社協だより発行 9月 3月

調査活動費 10,000 。
' 
研修活動費 60,000 36,319 先進地視察研修

子ども見守隊 21, 130円
市福祉バザー協力費 4,000円
子どもと高齢者との交流事業 23,046円

地域福祉活動費 120,000 108,354 
推進チーム研修会 5, 178円
あいさつ運動 20,000円
地域活動 30,000円
（鏡山清掃・八本木登山・ホタル里づくり）
延岡市地域福祉推進大会 5,000円

会議費 10,000 4,096 お茶代

総会 5,600円
理事会 12, 100円

事務費 30,000 29,898 事務用品 10,518円
（ファイル、用紙、インクリボン等）
振り込み手数料 1,680円

負担金 5,000 5,000 
延岡市地区社会福祉協議会連絡協援会
会費（年額）

予備費 31,000 。
計 286,000 227,662 

（総収入）346,514円ー（総支出）227,662円＝残高

3 

118,852円



平成22年度事業計画（案）

（基本方針）

誰もが住み慣れた土地で家族や隣人・友人とふれあいながら、安心して暮らせる福祉社会

の実現に努力してまいります。

（活動目標）

( 1）高齢者と子どもの見守り

・あいさつ運動の促進（黄色いハンカチ運動の促進・のぼり旗の掲揚）

・登下校児の子どもの見守り活動

(2）高齢者と子どもとの交流

・子ども高齢者とのふれあい交流事業

(3）地域づくりボランティアの促進

鏡山清掃

八本木登山（身障者とのふれあい登山）

ホタルの里づくり

(4）各種機関・団体との連絡調整

平成22年度事業計画（案）

月 日 事 業 名 備 考

総会開催むけての協議

4月21日 理事会
平成21年度事業経過報告並びに決算審議
平成22年度事業計画及び予算審議
役員改選等

5月19日 金晴~~陶;; 平成21年度事業経過報告並びに決算審議
平成22年度事業計画及び予算審議等

理事会 事業計画について協議
6月

市社会福祉大会 野口毘念館

8月
子どもと高齢者との

高齢者と子どもの交流を深める
ふれあい交流事業

社協だより発行 全世帯配布
9月

理事会 事業計画について協議

10月 地域福祉推進チーム研修会 地域福祉推進チーム会員を対象

11月 先進地視察研修

12月 理事会 事業計画について協議

2月 市社協ふくしJ《ザー支援

理事会

3月 延岡市地域福祉推進大会 延岡総合文化センター

社協だより発行 全世帯配布

4 



監査報告書

平成 21年度北川地区社会福祉協議会の会計監査

を平成22年5月 14日（金）に実施いたしました。

下記の書類をもとに監査した結果、正確に処理され

ていたので報告いたします。

記

監査対象書類

1 .決算書

2. 出納i援

3. 預金通帳

4. 収入調書及び支出調書

平成 22年 5月 14日

監査 福島正員傷

監査 児 玉 昭 抗 ③



平成22年度収支予算（案）

収入の部

科目
今年度 前年度

備 考
予算額 決算額

繰越金 118 852 95 894 前年度より

市社協助成金基礎額（50,000円）
運営助成金 88 000 88 000 企画広報会議費（5,000円）

世帯割り（1,612世帯X20円）

活動助成金 140 000 140 000 市社協助成金20,000円X7事業

寄付金 1,000 22580 

雑収入 148 40 預金利息

計 348 000 346 514 

支出の部

科目
今年度 前年度

備 考
予算額 決算額

広報活動費 45 000 43 995 地区社協だより発行 12月 3月

研修活動費 60000 36 319 先進地視察研修

子ども見守隊
市福祉バザー協力費
子どもと高齢者との交流事業

地域福祉活動費 170,000 108 354 
推進チーム研修会
あいさつ運動
地域活動
（鏡山清掃・八本木登山・ホタル里づくり）
延岡市福祉推進大会

会議費 10,000 4096 

事務費 30 000 29,898 

負担金 5,000 5 000 
延岡市地区社会福祉協議会連絡協議会
会費（年額）

予備費 28 000 。
計 348,000 227 662 

5 



役員改選（案）

北川地区社会福祉協議会役員名簿

ぷココ~、 長 池田 功

副会長 赤木忠一

副会長 津 紀仁

副会長 小野正勝

副会長 吉田 貝ーすー

事務局長 井本成夫

理 事

No. 氏 名 選出母体 地 区 名

1 池田 功 北川町区長連絡協議会 瀬 口

2 津 紀仁 II Jll 坂

3 小野正勝 II 深 崎

4 小谷謹一 北川町地域協議会 白 石

5 茂 邦男 延岡市消防団第 5支団 貧民 田

6 赤木忠一 北川｜地区民生委員児童委員協議会 白 石

7 矢野正己 II 上 赤

8 森タミ子 II 松 瀬

9 吉田 事 北川地区高齢者クラブ連合会 白 石

1 0 米国 タツ子 延岡市赤十字奉仕団北川分会 瀬 口

1 1 矢野 初美 北川町レクリエーション協会 下 赤

1 2 赤木菊子 北J，，小よみきかせ隊 貧民 回

1 3 渡部清香 北川中学校青い鳥 下 塚

1 4 上田 高恵 北川子育て支援委員会 本 村

1 5 井本成夫 北川小学校PTA  白 石

1 6 須藤 暁 北川中学校PTA  瀬 口

1 7 丸田良幸 北川小学校 飛 石

1 8 園田博一 北川中学校 本 村

1 9 佐藤彰生 北川郵便局 貧民 田

20 早瀬純一郎 北川やっちみろ会 下 赤

2 1 竹林国輿 飛石花づくりボランティア会議 飛 石
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尚
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選出母体

北川町区長連絡協議会

北川｜地区民生委員児童委員協議会

地区名

本村

深崎

6 



評議員名簿

No. 氏名 選 出 母 体 地 区 名

1 高木俊雄 北川町区長連絡協議会 下 塚

2 矢野博則 II 松 瀬

3 小野幸男 II 葛 葉

4 田中登志喜 II 深 瀬

5 矢野裕寛 II 貧民 回

6 一宮英雄 II 白 石

7 小野登茂美 II ）＼ 戸

8 馬原 愛 II 下 赤

9 甲斐光広 II 上 赤

1 0 田中 英二 II 祝子川！

1 1 岩佐美基 II 家 田

1 2 権藤久人 II 飛 石

1 3 児玉 万 II 俵 野

1 4 矢野勝弘 北川地区民生委員児童委員協議会 下 塚

1 5 児玉 晃 II 葛 葉

1 6 小野 敏 II 瀬 口

1 7 須藤卓雄 II 瀬 口

1 8 染矢吉一 II 深 瀬

1 9 小野久子 II 熊 回

20 乙名 等 II ）＼ 戸

2 1 馬原 愛 II 下 赤

22 小野弘子 II 祝子川

23 田野千鳥 II 家 田

24 安藤国男 II Jll 坂

25 河原春幸 II 飛 石

26 黒木鋭明 II 本 村

27 児 玉八千代 II 俵 野

28 今井次郎 II 貧民 回

2 9 黒田五司 II 本 村

30 工藤多富都 北川地区高齢者クラブ連合会 瀬 口

3 1 伊藤益加 II 飛 石

32 矢野弘子 II 松 瀬

33 児玉幹雄 蛍邑苑 貧民 回

34 柳田正幸 きたがわ荘 本 村

7 



3 5 小野真介 ひまわり 深 崎

36 北林幹雄 くまた保育園 熊 回

3 7 盛武一則 北川町商工会 熊 田

3 8 長友策逸 北川駐在所 熊 田

3 9 小野ムツ子 いきいきサロン 瀬 口

40 平田重徳 県北同友会北川分会 家 回

4 1 小野和代 延岡市母子寡婦福祉連絡協議会 深 崎

42 岩佐キクエ 北川こうほね会 家 回

43 夏田幸男 子ども見守り隊 飛 石

8 



講話「地域づくりについてJ

講師 九州保健福祉大学社会福祉学部教授井上孝徳先生

メ モ

9 



第2回北方地区社会福祉協議会総会

1，関 ぷ色、
コミ

2，会長あいさつ

3，来賓あいさつ

次第

延岡市北方町総合支所長様

日時：平成22年 5月 25日 （火）

1 9 : 0 0～ 

場所：北方コミュニティーセンター

延岡市社会福祉協議会北方支所長様

延岡市地区社会福祉協議会連絡協議会会長様

4，議長選出

5，審議事項

1）平成21年度北方地区社協活動経過報告及び収支決算報告（監査報告）

承認について

2）平成22年度北方地区社協活動計画（案）及び予算（案）について

3）評議員の補充選任について

4）その他

6、講ァ演

「福祉推進チームについてj

講師：延岡市社会福祉協議会北方支所長様

7，閉 .A 
コミ



平成22年度北方地区社会福祉協議会活動経過報告書

（平成22年4月 1日～平成23年3月 31日）

年月 日 活 動 内 作，《オ， 

22年 04月23日 －北方地区社協役員会及び監査会：北方コミセン

役員5名・監査員 1名・社協2名出席

18日 正副会長、事務局長会議：社協だより発行について協議

24日 社協だより印刷 1513部：北方総合支所

25日 各区長へ全世帯配布依頼：会長区長会出席

22年1月 8日 公印、 JA普通貯金通帳（23,384円）ゴム印社協より受領

9日 公印、 JA通帳、ゴム印を事務局で保管するよう指示を受く

12日 21年度第1回理事会開催通知発送

20日 結成助成金・運営助成金の交付申請：北方支所

27日 理事会資料収集、作成

28日 • 21年度第 1回北方地区社協理事会：オヒ方コミセン

－福祉アンケート調査：（往復郵送にて実施） 2月20日まで

2月 17日 市地区社協会長会：市社協本所

19日 第9回延岡市地域福祉推進大会参加案内発送： 36名割当

20日 活動助成金（後期分）交付申請：社協本所

21日 福祉アンケート調査のまとめ

25日 福祉アンケート調査のまとめ発送：理事・評議員

3月7日 第9回延岡市地域福祉推進大会：市文化センター25名参加



平成21年度北方地区社会福祉協議会収支決算書

（平成21年 12月 10日～22年 3月 31日）

【収入の部】 単位：円

科 目 予算額 決算額 増 減 説 明

結成助成金 53,000 53,000 。基礎額25,000

世帯額 15×1825主27,375

運営助成金 92,000 91,160 A. 840 基礎額50,000企画広報費 5,000

世帯額20×1825主 36.500

活動助成金 60,000 89,370 29,370 前期活動費 60,000

後期活動費 29,370

雑 入 。 5 5 貯金利息

収入合計 205,000 233,535 28,535 

【支出の部】 単位：円

科 目 予算額 決算額 増 減 説 明

広報活動費 5,000 3,417 企 1,583 用紙代等

調査活動費 10,000 9,600 企 400 郵送による調査郵便料

研修活動費 20,000 。企 20,000

地域福祉活動 20,000 。A. 20,000 

必ココ~ 議 費 20,000 8,000 企 12,000 総会準備、理事会郵便料

事 務 費 30,000 7,826 A. 22,174 封筒、のり、インク代

負 担 金 5,000 5,000 。市地区社協連協負担金

予 備 費 95,000 29,616 企 65,384 北方地区社協設立総会費

支 出 合 計 205,000 63,459 A.141,541 

収入合計 支出合計 次年度繰越金

233,535円 63,459円＝ 170,076円



平成21年度

北方地区社会福祉協議会

止
口幸良査匪と

.rw.. 計
£：：.、
コミ

平成22年・タ月？ヌ日

併マ＇.； __ : .. 
〉も1<-'Z;i~） 

平成21年度の北方地区社会福祉協議会収支決算における

)•l'1 -1を

7え村

監査員

監査員

会計監査を平成 22年4月 23日に実施した結果、的確適正

に処理されていることを認めたので、これを報告します。



平成22年度

北方地区社会福祉協議会活動計画（案）

【基本方針】

誰もが、住み慣れた地域で家族や隣人・友人とふれあいながら、健やかに安

心して暮らせるよう「お互いが協力し、支え合う福祉社会Jの実現に努力して

まいります。

【活動目標】

明るく住みよい町づくりを目指して、下記の目標の実現に努める。

I，地域見守りネットワークの整備、促進

①地区住民総参加により、声かけ、見守り、話し合いの地域福祉を推進する

ため、北方全地域に福祉推進チームの結成に努める。

②PTA、子供会、学校との連携をとりながら、小学生低学年の登下校の見守

り活動を中心に児童福祉に取り組む。

2，広報活動

①北方地区社会福祉協議会だより（2号）の発行に努める。

3，福祉関係機関、協力組織、団体との連絡調整

①地域住民とのふれあいを大切にだれもが喜んで参加できるイベントを計画

実施

年月 活 動 計 函

22/4 大監査会：監査実施、

大役員会：総会対策

5 女総会： 21年度活動経過報告、 21年度決算報告（監査報告）承認

: 22年度活動計画（案） 22年度予算（案）審議

6 

7 

8 大役員会

9 

10 

11 大ふれあいグランドゴルフ大会

12 女役員会 大広報北方地区社協だより（第2号）発行

23/ 1 女第 31回市福祉バザーの協力

2 地域福祉推進チーム合同研修会

3 大役員会：理事会対策

女理事会：総会対策

大第 10回延岡市地域福祉推進大会



（収入の部）

科 目

前年度繰越金

運営助成金

活動助成金

雑入

結成助成金

収入合計

（支出の部）

科 目

広報活動費

調査活動費

研修活動費

地域福祉活動

会議費

事務費

負担金

予備費

収入合計

平成22年度北方地区社協収支予算書（案）

（平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日）

（単位円）

本年度 前年度 増減 説 明

170,000 。170,000 

92,000 92,000 。運営費助成金

90,000 60,000 30,000 前期活動費 60,000後期 30,000

1,000 。1,000 貯金利息他。53,000 .A 53,000 

353,000 205,000 148,000 

単位：円

本年度 前年度 増減 説 明

20,000 5,000 15,000 地区社協だより発行他

30,000 10,000 20,000 福祉ニーズの把握等

30,000 20,000 10,000 視察研修等

150,000 20,000 130,000 福祉懇談会、福祉推進チーム費

ふれあいイベント大会費他

30,000 20,000 10,000 総会、理事会等のお茶代他

50,000 30,000 20,000 消耗品費、印刷費、郵便料等

5,000 5,000 。延岡市地区社協連絡会費

38,000 95,000 企 57,000

353,000 205,000 148,000 



北方地区社会福祉協議会役員名簿

（任期：平成21年 12月 10日～平成 24年 3月 31日）

理 事

役職名 氏名 地区 選出母体

ぷ:z:;』c． 長 田辺代生 角田 区長会

副会長 中尾徳男 川水流 民生委員児童委員協議会

II 中村和雄 下鹿川 高齢者クラブ

II 鬼塚幸代 川水流 地域婦人会

II 甲斐清美 上崎 身体障がい者福祉会

事務局長 柳田嗣生 角田 民生委員児童委員協議会

理 事 甲斐明 南久保山 学校PTA

II 井上靖 南久保山 こども会

II 黒木清子 蔵田 日赤奉仕団

II 鶴岡忠 上鹿川 区長会

II 甲斐和芳 二股 学識経験者

II 藤本博明 上崎 II 

II 谷川脱 曽木 民生委員児童委員協議会

II 甲斐澄夫 日 平 II 

II 西国義郎 板下 II 

II 菊池文子 北久保山 地域婦人会

II 甲斐宣彦 曽木 青年団

監 事

監 事｜川並陸郎｜八峡｜民生委員児童委員協議会

II ｜大村忠康｜菅原｜ II 



北方地区社会福祉協議会評議員名簿

（任期：平成21年 12月 10日～平成23年 12月 9日）

所 属 地区 氏 名 氏 名 所 属 地区 氏 名 氏 名

区長会 曾木 米倉建男 中矢恒利 民児協 美々地 尾田悦子 尾田悦子

II うそ越 吉田武二三 柳田忠正 II 下鹿川 緒方剛 緒方剛

II 北久保山 小松章 佐藤民男 II 上鹿川 新本道徳 新本道徳

II 南久保山 柳田良也 甲斐瑞穂 II 藤ノ木 松井晴貞 松井晴貞

II 笠下 柳田常義 佐藤好文 II 板上 増田一太 増田一太

II 川｜水流 柳田今朝好 木俊義勝 II 二 股 甲斐弘也 甲斐弘也

II 上 崎 甲斐健市 永田幸男 II 南久保山 河野佳代子 河野佳代子

II 蔵田 黒木真純 菊池富雄 高齢者ク 板下 増田信吉 増田信吉

II 早日渡 甲斐孝徳 甲斐憲一 II 曾木 ｛中野ちさと イ中野ちさと

II 早中 富山徹蔵 中尾丈二 II 下鹿川 南達利 南達利

II 早 上 木野安夫 甲斐康宣 地域婦連 角 田 西村美恵子 西村美恵子

II 八峡 松田俊介 川並徹伸 II 川水流 木俵潤子 木俵潤子

II 三ケ村 末永良治 古谷義明 ~ 校 北方小 佐々木能二 佐々木捷二

II 滝下 青木数年 青木数年 II 北方中 東忠文 東忠文

II 椎畑 甲斐操 高見照男 P T A 城小 山口久嗣

II 日 平 下川通武 下川通武 II 美々地小 太田厚生

II 棋峰 大杉文博 田鹿久夫 II ニ並小 荒木野文男

II 美々地 長岡重延 田口誠 II 北方中 甲斐克則

II 菅原 大久保純二 菅原一 子供連協 角 田 甲斐絹代

II 下鹿川 山口久治 吉田育三郎 保育園 棋峰 迫田千波 迫田千波

II 藤ノ木 佐藤茂樹 甲斐重雄 身障福祉会 早中 中 尾 靖 中 尾靖

II 板下 高見正生 佐藤正孝 II 上鹿川 樋口一夫 樋口一夫

II 板上 山口九寿男 坂本認 II 早日渡 志賀正欝 志賀正欝

II 二股 宮木宗信 柏原史世 日赤奉仕団 川水流 亀長初美 亀長初美

民児協 曾木 池田拓二 池田拓二 福祉施設 はまゅう園 甲斐由美子 甲斐由美子

II 北久保山 甲斐裕二 甲斐裕二 II ひえいの郷 富山喜代美 富山喜代美

II 南久保山 田島レイ子 田島レイ子 II 老きたかた 藤原誠 藤原誠

II 笠下 佐藤きみゑ 佐藤きみゑ 区長会 角 回 輿椙三郎

II 上 崎 藤本ミサヲ 藤本ミサヲ II 上鹿川l 岡田克美

II 蔵田 田口正義 田口正義 保育園 角 回 柳田美千代

II 早中 中国友喜 中国友喜 II 川水流 吉田慶子

II 早 上 木野富男 木野富男

II 八峡 川並シヅ子 川並シヅ子

II 椎畑 甲斐美保子 甲斐美保子
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平成22年度 北浦海岸地区社会福祉協議会総会

次第

1 .開会

2.会長挨拶

北浦海岸地区社会福祉協議会会長木下豊年

3.来賓挨拶

延岡市北浦町総合支所福祉保健課長

延岡市社会福祉協議会 北浦支所長

4.来賓紹介

延岡市北浦町総合支所福祉保健課長

延岡市社会福祉協議会北浦支所長

5.議長選出

6.審議事項

1 ）平成21年度事業報告について

2）平成21年度決算報告について

3）平成21年度会計監査報告について

4）平成22年度事業計画（案）について

5）平成22年度収支予算書（案）について

6）役員の選任について

7）その他

7.閉会

西村伸博様

大野光裕様

西村伸博様

大野光裕様



海岸地区社会福祉協議会役員名簿

’ 一一，一一 .. 司F 司F 事ーー － ． ． ，ーー・曹 司” ’ 唱F －． 司F ． 司F 司V 司圃， 司F ・ ， 

No. 役職 選出群 氏名
理事 自治公民館長会 磯田新

2 理事 民生委員児童委員協議会 木下豊年

3 理事 学校関係 樋口雅一

4 理事 PTA 佐藤勲

5 理事 高齢者クラブ連合会 戸高政雄

6 理事 婦人連絡協議会 中村治代

7 理事 こども会育成連絡協議会 木原倉道

8 理事 学識経験者 塩月万佐光

9 理事 学識経験者 長瀬正問

10 理事 ボランティア団体 運乗博喜

＜評議員＞

No. 役職 選出群 氏名
評議員 阿蘇区公民館長 河野隆光

2 評議員 浜中区公民館長 吉田友善

3 評議員 市振区公民館長 中森勝征

4 評議員 宮野浦区公民館長 磯田新

5 評議員 民生委員児童委員協議会（阿蘇） 河野浩

6 評議員 民生委員児童委員協議会（地下） 木下豊年

7 評議員 民生委員児童委員協議会（市振） 篠原昭

8 評議員 民生委員児童委員協議会（宮野浦） 北林一繁

9 評議員 北浦小学校教頭 樋口雅一

10 評議員 北浦中学校教頭 石川喜美子

11 評議員 古江保育園園長 斉 堂 明

12 評議員 双葉保育園園長 斉堂智道

13 評議員 北浦小学校PTA 児島典子

14 評議員 北浦小学校PTA 佐蔵勲

15 評議員 北浦中学校PTA 中田真稔

16 評議員 北浦中学校PTA 字戸田誠

17 評議員 阿蘇高齢者クラブ 木村政次

18 評議員 中野内高齢者クラブ 戸高政雄

19 評議員 市振東高齢者クラブ 波越修一

20 評議員 宮野浦西高齢者クラブ 稲田太郎

21 評議員 阿蘇地区婦人会 j畢部満子

22 評議員 浜中地区婦人会 西村一美

23 評議員 市振岡地区婦人会 今津朋子

基



24 評議員 宮野浦地区婦人会 中村治代

25 評議員 市振西岡地区子ども会 木原倉道

26 評議員 学識経験者 河野松寿

27 評議員 学識経験者 趨月万佐光

28 評議員 学識経験者 児島妙子

29 評議員 学識経験者 佐蔵郁二

30 評議員 学識経験者 河野貫男

31 評議員 学識経験者 長瀬正問
32 評議員 学識経験者 中村重朝

33 評議員 海岸地区神楽保存会 運乗博喜

34 評議員 なでしこ 盛田イヨ子

35 評議員 ぴーかーぶー 徳永美代

36 評議員 かざぐるま 河野奈美子

監事 学識経験者 河野松寿

監事 学識経験者 河野貫男

2' 



平成 21年度北浦海岸地区社協事業報告

月 日 事業内容

0北浦海岸地区社会福祉協議会設立総会

大会則審議

1 5 
大理事及び役員選出

1 2 
0北浦海岸地区社会福祉協議会総会

大平成21年度事業計画及び収支予算書審

・北浦海岸神楽伝承活動〈通年〉

・役員会

＊ク．フウンドゴルフ大会について

1 9 女古江北トンネル工事見学について

女地区社協新聞の発行について

・北浦海岸地区社協だより発行（第 1号〉

・役員会

5 ＊ク‘フウンドゴルフ大会について

2 
大古江北トンネル工事見学について

6 ・福祉バザーへの協力

13 ・グフウンドゴルフ大会〈参加者約90名〉

17 ・地区社協連絡協議会理事会〈会長出席〉

20 ・古江北トンネル工事見学〈参加者20名〉

7 ・地域福祉推進大会

3 

3 
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平成 21年度北浦海岸地区社協 決算報告

〔収入〕 〈単位：円〉

科 目 予算額 決算額 差異 説明

結成問成金 46,000 46,000 。平成21年12月15日設立

〈初年度のみ〉

運営助成金 82,000 82,000 。 基礎額55,000円

世情割額 27,000円

活動助成金 60,000 90,000 30,000 
前期 60,000円

後期 30,000円

雑収入 4 4 預金利息

~コ． 計 I 88,000 218,004 30,004 

〔支出〕 〈単位：円〉

手ヰ 目 予算額 決算額 差異 説明

消耗品費 20,000 8,400 I I ,6 0 0 印鑑作成費用

会議費 20,000 2 5,81 2 ム5,812 役員会、総会費用

旅費交通費 。I 3,000 ムI3,000 パザ一等交通費

印刷製本費 I 0,000 。10,000 

通信運搬費 20,000 1,4 70 I 8,530 朗成金振替手数料

雑費 40,000 50,903 ムI0,90 3 
グラウンドゴルフ大会等

費用

負担金 5,000 5,000 。延岡市地区社協連協会費

賃借料 5,000 7,000 ム2,000 マイクロパス賃借料

諸謝金 。 5,000 ム5,000 講演会・講師謝金

予備費 68,000 。68,000 

合計 I 88,000 116,585 7 I ,41 5 

収入合計〈 21 8,004 〉－支出合計〈 116,585) 

二差し引き残額〈 1 01 ,41 9 ) 

次年度繰越金
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平成 21年度会計に関する帳簿、領収書等の証拠関係書

類を監査いたしました。

いずれも通正に処理されていることを認めます。

μ 年 4 月 '#f制審
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平成22年度事業計画〈案〉

【スローガン】

「みんなでつくろう 丈え令う地成社会

～ 地成ではぐくむ福祉の輪 ～ J 

【基本方針】

診もが安心していきいきとした生活が送れるように、地域4での人と人との

交流を大切にし、お互いに助けたり助けられたりする関係を構築し、『ともに

生き、文え令う地a成社会』の実現に努力してまいります。

【重点目標】

①高齢者が安心、安全に暮らせるための地成支援

② 「北浦海っ子j の育成支援

③伝統文イι継承・保全に関する丈援

月 活動計 l岳

・役員会

4月 ・児童見守り活動（通年）

・海岸神楽伝承活動（通年）

5月
。北浦海岸地区社会福祉協議会総会

・宮野浦八十八箇所ウォーキング大会

6月 ．北浦海岸地区社協新開発行

7月 ・認知症サボーター養成研修

8月 ・役員会

9月 ・介護・健康相談会

1 0月
．北浦海岸地区社協新開発行

．ふれあいグラウンドゴルフ大会

1 1月

1 2月

1月
・理事会

・福祉講演会

2月 ・4土協主催の福祉ノ〈ザー協カ

3月 ・延岡市地成福祉推進大会
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平成22年度収支予算書〈案〉

0収入の部 （単位：円〉

科目 本年度予算額 前年度予算額 比較i普減 摘 要

前年度繰越金 101,41 9 。1 01.41 9 平成21年度繰越金

基砲（50,000）、企画広

運営助成金 8 2,000 82,000 。報会駿費（5,000）世帯割

額（1340世帯X20円〉

前期活動費 60,0αコ円

活動助成金 1 20,000 60,000 60,000 後期活動費暫定 60,CわO
円

結成助成金 。46,000 ム46,000 結成時のみ

＇€＇コ‘ 言十 303,419 1 88,000 1 1 5,41 9 

0支出の部 〈単位：円〉

科 目 本年度予算額 前年度予算額 比較1~減 摘 要

消耗昂費 20,000 20,000 。総会、役員会等資料代他

会議費 20,000 20,000 。総会、役員会等会議費用

諸謝金 1 0,000 。 1 0,000 福祉講演会等講師謝金

旅費交通費 1 5,000 。 1 5,000 
地区社協連協総会、

福祉パザ一等交通費

印制製本費 1 0,000 1 0,000 。地区社協新聞発行費用等

通信運搬費 20,000 20,000 。寮内資料送信代

地i或福祉活動費 1 70,000 。1 70,000 
グラウンド大会他

事業雄造費用

雑 費 。40,000 ム40,000

負担金 5,000 5,000 。地区社協連協年会費

賃借料 20,000 5,000 1 5,000 総会等会爆使用料他

予備費 1 3,41 9 68,000 .6.5 4,5 81 

4亡2コ』 言十 303,419 1 88,000 1 1 5,41 9 
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北浦海岸地区社会福祉協議会会則

（名称）

第 1条 本会は、北浦海岸地区社会福祉協議会（以下「本会Jという。）と称す

る。

（事務所の所在地）

第2条本会の事務所は、会長宅に置く。

（目的）

第3条 本会は、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会（以下「市社協Jという。）

の基本方針に基づき、阿蘇区、本村区、浜中区、中野内区、地下区、市振区

直海区、宮野浦区内（以下「北浦海岸地区Jという。）住民の福祉の増進と福

祉のまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）

第4条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

( 1 ) 地域福祉に関する調査・研究

( 2) 地域福祉関係機関・団体との連絡調整

( 3) 地域福祉活動の計画と実施

( 4) 地域福祉に関する啓発・広報

( 5) 共同募金運動の推進に関する協力

( 6) その他、本会の目的達成に必要な事業

（構成）

第 5条 本会は、北浦海岸地区に居住する住民及び所在する団体で構成し、評

議員は次に掲げる者をもって充てる。

( 1 ) 自治公民館長

( 2) 民生委員児童委員

( 3) 高齢者クラブ会長

( 4) 保育所、小学校、中学校の代表者

( 5 ) 学識経験者

( 6) その他社会福祉に関心のある個人及び団体の代表者

（役員）

第 6条本会に次の役員を置く。

( 1 ）会長 1名

( 2) 副会長 2名

( 3) 事務局長 l名

10 



( 4）理事

( 5) 評議員

( 6）監事

（役員の選任）

1 0名程度

40名程度

2名

第7条 理事は評議員の互選とし、会長、副会長及び事務局長は、理事の互選

とし、それぞれ総会で承認を得る。

2 評議員は第 5条各号に掲げる者のうち、理事以外の者とする。

3 監事は評議員の中から、総会において選任する。

（役員の職務）

第8条会長は、本会を代表し会務を統括する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはあらかじめ会長の指名し

た副会長が順にその職務を代理する。

3 事務局長は、自ら指名する会計と共に事務全般を行い、総会や理事会の案

内、資料の作成、所轄社協に対する補助金の申請等を行う。

4 理事は、理事会を組織し、本会の運営、業務を分掌する。

5 評議員は、理事に協力し、地域福祉増進のための活動を行う。

6 監事は、会計業務及び執行した事業を監査する。

（役員の任期）

第9条役員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。

2 補欠で就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3 充て職により役員に就任した者の任期は、その職の在任期間又は2年のど

ちらか短い方の期間在任する。

4 役員は任期満了後であっても後任者が就任するまでは、役員としての職務

を行うものとする。

（会議）

第 10条会議は、総会及び理事会とする。

2 総会は、理事及び評議員をもって組織し、毎年 1回会長が召集する。ただ

し、必要に応じ臨時に召集することができる。

3 理事会は理事をもって組織し、必要により会長が招集する。

（総会の議決事項）

第 11条総会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ) 事業計画並びに運営に関する事項

( 2) 予算及び決算に関する事項

( 3) 会則の改廃に関する事項
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( 4) その他会長が付議した事項

（理事会の議決）

第 12条理事会は、次に掲げる事項を審議決定する。

( 1 ) 総会に付議する事項

( 2) 総会の議決により委任された事項

( 3) 会長が付議した事項

( 4) その他必要な事項

（議事）

第 13条 総会及び理事会は、それぞれの構成員の半数以上の出席により成立

し、議事は出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は議長の決

するところによる。

（議長）

第 14条総会の議長は、その都度出席者の中から選出する。ただし、理事は

議長になることはできない。

2 理事会の議長は、会長とする。

（会計）

第 15条本会の経費は、次の収入をもって充てる。

( 1 ) 会費

( 2) 市事業委託金及び市社協助成金

( 3) 寄付金

( 4) その他の収入

（会計監査）

第 16条会計監査は、年 1回以上行い、総会において監査結果を報告しなけ

ればならない。

（会計年度）

第 17条本会の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

附則

（施行期日）

1 この会則は、平成21年 12月15日から施行する。

（役員の任期の特例）

2 設立当初の役員の任期は、第 9条の規定にかかわらず、平成23年 3月3

1日までとする。
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